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1. 基本事項 

 

事業の名称 
「スマートシティ くれ」の推進による 

都市のリ・デザインとブランド力の向上 

事業主体の名称 ＫＵＲＥスマートシティコンソーシアム 

事業主体の構成員 

地方公共団体代表：呉市 

民間事業者等代表：復建調査設計株式会社 

そ の 他 構 成 員：広島大学 

呉工業高等専門学校 

実行計画の対象期間 令和３年～令和２９年 
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2. 対象区域 

(1) 対象区域 

広島県呉市【先行エリア：呉駅周辺地域】 

 

(2) 対象区域の概況 

本市は，瀬戸内海のほぼ中央部，広島県の南西部に位置し，瀬戸内海に面する陸地部と倉

橋島や安芸灘諸島などの島しょ部で構成されている。 

市域面積は 352.81 ㎢で，陸地部と島しょ部（倉橋島，鹿島，下蒲刈島，上蒲刈島，豊島及

び大崎下島）は，架橋により陸続きとなっており，東西方向に約 38.1km，南北方向に約 33.1km

と広がる市域は，瀬戸内海で最も長い約 300km の海岸線を有している。 

呉市は広島市に近接し，当圏域における連携中枢都市機能の一部を担っている。 

地形的には，陸地部の北部に灰ヶ峰，野呂山を始め，標高 300ｍから 800ｍ前後の山が連な

り，市域全体を通じて平たん地が少なく，市街地や集落が分断された形となっている。 

特に，呉駅周辺の中心市街地を取り囲むように，狭隘道路が複雑に入り組んだ斜面市街地

が形成されている。 

 

面積：352.81 ㎢     人口：217,289 人(R3.1 末) 

 

 

 

■ 呉市位置図 
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■ 呉市の地勢 
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3. 区域の現状と課題 

3.1 呉市の現状・課題 

第５次呉市長期総合計画などを基に，呉市の現状・課題を整理した。 

(1) 子育て・教育分野 

◎ 少子化への対応 

子育てや教育にかかる経済的な負担や子育てへの不安，仕事との両立の悩みなど様々な

要因が，若い世代の結婚から妊娠，出産，子育てまでの希望の実現を難しくしている。若

い世代が安心して子どもを産み育てることができる，まちづくりが必要となっている。 

◎ ＩＣＴ教育の推進 

グローバル化や情報化など，社会が急激に変化する中で，変化に向き合い，新たな価値

を創造する力など，子どもたちの未来につながる資質や能力を伸ばす教育が求められてい

る。また，いじめや不登校への対応，特別支援教育の充実，ＩＣＴを活用した教育の推進

などが必要となっている。 

(2) 福祉保健分野 

◎ 高齢化への対応 

人口のボリュームゾーンが高齢側へシフトしており，全国に先駆けて高齢化が進行し，

高齢化率30％台半ばの高い水準となっている。このため，必要に応じて医療や介護サービ

スなどが提供され，住み慣れた地域で安心して生活できるまちづくりの実現が求められて

いる。 

◎ 健康づくりの推進 

市民の健康づくりや高齢者のフレイル予防，呉市が全国のモデルとなった，健診・医療

情報等の分析に基づき，効果的な保健事業を提供するデータヘルスなどの推進などによ

り，市民の健康寿命の延伸を図っていくことが求められている。 

(3) 市民生活・防災分野 

◎ 市民主体のまちづくり 

地域の課題解決に対する市民ニーズは多様化し，行政だけでの対応が難しくなってい

る。また，人口減少や高齢化などに伴い，まちづくり活動の担い手や参加者が減少してい

る。このような中，多様な人々による協働により，自主的で自立したまちづくりを実現す

るとともに，全ての市民が安心して暮らし，活躍することができる地域社会の形成が求め

られている。 

◎ 防災機能の強化 

平成30年７月豪雨災害を教訓として，当該災害で多くの市民が避難指示後も避難行動を

起こさなかったことへの取組や気象情報・避難情報の周知方法，避難環境の改善などにつ

いての検討が必要となっている。 
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(4) 文化・スポーツ分野 

◎ 伝統文化の継承 

文化芸術に参加（鑑賞）する機会の拡充や文化財の適正な保存と活用，祭りなどの地域

の伝統文化の継承が課題となっている。 

◎ スポーツ活動ニーズの対応 

子どもから高齢者まで，それぞれのライフステージに応じたスポーツ活動のニーズが多

様化している。このような中，指導者の高齢化やその後継者不足，トップアスリートの育

成などが課題となっている。 

(5) 産業分野 

◎ 経営・生産基盤の強化 

市内中小企業・小規模企業では，人口減少や海外との競争が激化する中，人材確保も難

しい状況が続いており，経営基盤の強化や事業承継が課題となっている。農水産業では，

生産者等の減少などによる生産基盤の脆弱化や価格の低迷などによる収益力の低下などが

課題となっている。 

◎ 観光消費額の拡大 

市内の観光振興に向け，滞在型や繰り返し訪れる観光客，一人当たりの消費額を増加さ

せることなどが課題となっている。 

(6) 都市基盤分野 

◎ 公共交通の維持 

人口が減少する中で，市街地においても人口密度の低下が懸念されている。また，高齢

化の進行により，交通弱者が増加しているものの，公共交通利用者は総体的に減少してお

り，生活交通を始めとする公共交通を適切に維持していく必要がある。 

◎ 公共インフラの適切な維持管理 

平成30年７月豪雨災害では，主要道路や公共交通機関が被害を受け，市民生活や経済活

動に大きな影響を及ぼした。この教訓を踏まえ，道路や橋梁など，老朽化する公共インフ

ラの適切な維持管理の推進が必要となっている。 

(7) 環境分野 

◎ 温室効果ガスの削減 

温室効果ガス排出量は，平成25年度から平成28年度で0.1％削減に留まっており，令和

12年度までの中期削減目標である“26％”を大きく下回っている。このため，市民や企業

などが一体となった温室効果ガスの排出削減に向けた取組の推進や環境に配慮した行動が

できる人材を育成する環境教育・環境学習の充実等が必要となっている。 

◎ ごみの減量化推進 

市内のごみの減量化については，指定ごみ袋制度（ごみの有料化）導入以降は減少傾向

にあったが，近年，おおむね横ばい状況が続いている。今後についても，大きな効果が期

待できないことから新たな施策の展開が必要となっている。 
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(8) 行政経営分野 

◎ 住民サービスの維持向上 

人口減少や少子高齢化が進む中で，新たな行政需要に的確に対応していくことが求めら

れている。このため，健全な財政運営や職員数の適正化，公共施設等の更新，統廃合，長

寿命化などを進める必要がある。 

◎ 高速通信網の整備 

ＩＣＴが急速に進歩する中，高速通信網の未整備地域があり，市民生活や企業活動等に

影響が出ている。 
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3.2 平成 30 年 7 月豪雨災害の教訓 

呉市では，平成 30年 7 月豪雨災害により，人的被害や家屋の倒壊，断水や浸水，土砂の流

出，交通ネットワークの遮断など甚大な被害を受けた。 

      

 

■ 呉市の被災状況 

 

特に，土砂災害により，市内幹線道路が通行止めとなり，市内各所で深刻な渋滞が発生し

た。 

 

■ 被災した国道 31 号及びＪＲ呉線 

  

国道 31 号とＪＲ呉線が被災し，

広島～呉を結ぶ重要なルートを

失った 

https://www.cgr.mlit.go.jp/photo/h3007gouu/higai/00008.jpg
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このような中，ＪＲ代行バスが緊急通行する災害時ＢＲＴが運行され，市民や通勤者の足

を確保し，公共交通の必要性が再認識された。 

 

 

■ 災害時ＢＲＴにより呉 I.C から広島呉道路に進入するバス 
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■トピック：平成30年7月の豪雨災害に関する住民アンケート調査結果 

 ○平成 30 年 7 月の豪雨災害後に実施した住民アンケート調査（天応・安浦地区）では，今後の

災害対策への要望として，地域住民からは，次のような取組を求める意見が多く，早急な対

応が求められている。 

   ・災害時の情報伝達機能の充実 

   ・避難場所の充実 

   ・避難経路の確保 

 

       

 

     
 

資料：平成 30 年 7月豪雨からのまちの復旧・復興に向けた被災状況等調査業務 報告書より 

 

災害からの安全性

68%

災害時の情

報伝達

13%

避難路の確保

4%

避難場所の充実

9%

教育環境

1%

交通の利便性

4%

店舗等の利便性

0% その他

1%

N=134人

災害からの安全性

58%災害時の情報伝

達

17%

避難路の確保

2%

避難場所の充実

8%

教育環境

2%

交通の利便性

3%

店舗等の利便性

8%

その他

2%

N=130人

災害からの安全性

62%
災害時の情

報伝達

10%

避難路の確保

0%

避難場所の充実

14%

教育環境

0% 交通の利便性

14%

店舗等の利便性

0%

その他

0%

N=21人

天応地区 安浦（中央，内海） 

安浦（中畑，下垣内，原畑） 
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3.3 緊急性を増している課題 ～公共交通の維持～ 

 

 

市内の路線バスは，広島電鉄株式会社，中国ジェイアールバス株式会社，瀬戸内産交株式

会社，さんようバス株式会社により運行されている。（令和元年 10月時点） 

バス路線には，呉市と広島市又は東広島市，熊野町を結ぶ広域系統と市内完結系統がある。 

 
資料：「呉市地域公共交通網形成計画 R2.9 呉市」より 

■ 呉市の路線バスの運行便数 

 

市域の大半を担う広島電鉄株式会社の路線バス乗車人員は，減少率は低くなったものの，

依然として減少傾向にあり，平成 30 年度においては，平成 30 年 7 月豪雨災害の影響により

大幅に利用者が減少している。このため，呉市内において公共交通ネットワークの柱となる

市内路線バスは，１路線を除きすべて赤字経営となっており，特に，赤字路線のうち１路線

は，路線維持基準を下回る収支状況となっており，非常に厳しい経営状況にある。 

 
資料：「呉市地域公共交通網形成計画 R2.9 呉市」より 

■ 広島電鉄が運行する市内バス路線の年間乗車人員の推移 

公共交通利用者の減少と高齢化の進展 

市民生活に身近な公共交通（路線バス）の路線維持が難しい状況です。一方，運転

免許返納者が増加しており，市民の移動手段を確保するためには，公共交通の維持は

喫緊の課題となっている。 
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資料：「呉市地域公共交通網形成計画 R2.9 呉市」より 

■ 広島電鉄が運行する路線バスの経常収支率（平成 29 年度，平成 30 年度） 

 

また，呉市の高齢者（65歳以上）の運転免許保有割合は増加傾向にあるが，一方で，運転

免許返納者も増加している。 

 
資料：「呉市地域公共交通網形成計画 R2.9 呉市」より 

※運転免許の保有者数は各年 12 月末時点，65 歳以上人口は各年 9月末時点 

■ 運転免許の保有者数の推移 

 
資料：「呉市地域公共交通網形成計画 R2.9 呉市」より 

■ 運転免許の返納者数の推移  
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資料：広島県資料 

■ 公共交通におけるコロナ禍の影響 

 

 

  

COVID-19 の影響により深刻度を増す公共交通の経営状況 

新型コロナウイルス発生の影響により，人の移動量が激減し，交通事業者の経営状

況は厳しさを増しています。次世代を見据えた公共交通ネットワークの再構築を加速

させる必要があります。 
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3.4 まちづくりのリーディングプロジェクト ～ 呉駅周辺地域総合開発 ～ 

現在，呉市では，「スマートシティ くれ」の実現に向けた，まちづくりのリーディングプ

ロジェクトとして，呉駅周辺地域において，次世代モビリティやＭａａＳなどの先端技術の

導入を見据えながら，鉄道やバス・航路の総合交通拠点となる駅前広場の再整備を中心とす

る総合開発を進めている。 

 

 

 

 
 

 
 

 

■計画の目標 

呉駅周辺地域全体を総合交通拠点として捉え，市全体の交通まちづくりの起点となる，次世代モ

ビリティにも対応した機能整備を推進するとともに，官民連携の手法や積極的な制度活用等により，

居住機能や生活に必要な都市機能を誘導し，市内で最も人口と都市機能が高度に集積した，

Society5.0 の実現に向けた先駆的サービスが展開される次世代のまちなか居住エリアの創出を目

指します。 

■基本理念 

まちの魅力とひとの交流をつなぎ，広げ，新たな価値を創造する 

「交通まちづくりとスマートシティの発信拠点の形成」 

■５つのビジョンと取組内容 

 ビジョン１ 交通まちづくりの起点となる“次世代型“総合交通拠点の形成 

  ①バス・タクシー・自家用車と歩行者を分離した利用しやすい駅前広場の整備 
  ②バス・鉄道・船など交通モード間の接続強化 
  ③新しい交通システムの積極的な導入 
  ④呉駅周辺地域を起点とした広域的な回遊ルートの形成  

 ビジョン２ 市民と来訪者が憩い，賑わい，快適に移動できる駅前空間の創出 

  ①駅・交通ターミナルと一体となった２階レベルの歩行空間 
  ②広場空間を活用した賑わい創出 
  ③市中心部の回遊促進 
  ④次世代モビリティの乗り入れ等広場空間の先進的な活用 

 ビジョン３ 災害時にも頼りになる防災対応型交通拠点の形成      〇 

  ①災害時に一時避難場所等として機能するデッキ広場 
  ②呉駅周辺地域を起点とした災害時の交通ネットワークの確保 
  ③官民連携による防災拠点性の向上 
  ④次世代モビリティによる非常時電力供給 

 ビジョン４ 歩きたくなる・住みたくなる「心地よく過ごせるまちなか」の形成 

  ①駅前の賑わいを創出する複合施設の整備 
  ②複合施設への商業・賑わい機能，居住機能等の導入 
  ③複合施設へのパブリックスペースの設置 
  ④橋上駅を核とした周辺開発の誘導・推進 

 ビジョン５ 「公・民・学」一体で課題を解決し続けるまちづくり    〇 

  ①アーバンデザインセンターの設立 
  ②市民参加による継続的なまちづくりの推進 

呉駅周辺地域総合開発基本計画【令和２年４月】抜粋 
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4. 取組の方向性の検討 

4.1 新技術導入による都市課題解消の効果 

「スマートシティ官民連携プラットフォーム」などを基に新技術の動向を整理すると，以

下の各分野で新技術の開発が進んでいる。 

新技術は様々な分類の技術が複合されていることから，分類－新技術を画一的に分類する

ことは困難であるため，概略的に以下のように大別した。 

 

■ 新技術の分類 

分類 新技術 

通信ネットワークとセンシング技術 ・人流観測技術    ・センシング技術 

・遠隔授業技術    ・モニタリング技術 

・先端ロボット技術  ・先端モビリティ技術 

・ドローン技術    ・自動運転技術 

分析・予測技術 ・顔認証技術     ・ＡＩ（人口知能） 

・先端モビリティ技術 ・自動運転技術 

データプラットフォーム ・ＡＩ（人口知能）  ・マッチング技術 

データの活用（可視化等） ・VR・AR・MR 技術  ・ドローン技術 

・防災 MaaS      ・燃料電池車両・EV 車

両 

 

 

 

呉市の諸課題に対して，導入が考えられる新技術等を選定し，新技術等を導入した時の効

果（導入のねらい）を整理した。 
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■
 
新
技
術
導
入
に
よ
る
呉
市
の
課
題
解
消
の
ね
ら
い
 

呉
市
の
課
題

 
導
入
す
る
新
技
術

 
新
技
術
導
入
の
効
果

(
ね
ら
い

) 

子
育
て
・

 

教
育
分
野

 

少
子

化
へ

の

対
応
 


 安

心
し
て
子
供
を
産
み
育
て
ら
れ
る
就
業
環
境
創

出
 


 育

児
へ
の
精
神
的
負
担
の
解
消

 


 安

全
を
守
る
見
守
り
体
制
の
強
化

 


 
顔
認
証
技
術

 


 
人
流
観
測
技
術

 


 
A
I
(人

工
知
能

) 


 
ｾ
ﾝ
ｼ
ﾝｸ
ﾞ技

術
 

○
 子

育
て

世
代

の
経

済
的

な
負

担
や

仕
事

と
の

両
立

の
悩

み
を
解
消
す
る
た
め
，
テ
レ
ワ
ー
ク
環
境
の
充
実
等
に
よ

り
働
き
方
の
多
様
化
を
実
現
。

 

○
 子

育
て

情
報

サ
イ

ト
等

，
子

育
て

相
談

や
診

療
施

設
予

約
，
保
育
園
・
学
校
情
報
等
子
育
て
に
必
要
な
各
種
情
報

発
信
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
。

 

○
 子

供
た
ち
が
安
全
に
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
，

Ｇ
Ｐ

Ｓ
や

カ
メ

ラ
等

を
活

用
し

た
見

守
り

サ
ー

ビ
ス

の

提
供
。

 

I
C
T

教
育

の

推
進
 


 グ

ル
ー
バ
ル
化
・
情
報
化
へ
の
対
応

 


 教

育
を
受
け
る
機
会
の
地
域
格
差
の
解
消

 


 Ｇ

Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
の
実
現

 


 
遠
隔
授
業
技
術

 


 
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
技
術

 


 
A
I
（
人
工
知
能
）

 

○
 世

界
中
と
交
流
す
る
グ
ロ
ー
バ
ル
授
業
を
実
現
。
遠
隔
授

業
等
に
よ
り
，
居
住
地
等
に
関
係
な
く
，
均
等
に
教
育
を

受
け
ら
れ
る
機
会
を
確
保
。

 

○
 個

々
の

習
熟

度
や

環
境

等
パ

ー
ソ

ナ
ル

デ
ー

タ
に

基
づ

く
最
適
な
学
習
機
会
を
提
供
。

 

福
祉
保
健

 

分
野

 

高
齢

化
へ

の

対
応
 


 医

療
・
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
地
域
格
差
の
解
消

 


 医

療
受
診
・
介
護
の
高
齢
者
・
家
族
の
負
担
軽
減

 


 安

全
を
守
る
見
守
り
体
制
の
強
化

 


 
遠
隔
医
療
技
術

 


 
先
端
ロ
ボ
ッ
ト

 


 
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
技
術

 


 
A
I
（
人
工
知
能
）

 

○
 電

子
カ
ル
テ
の
共
有
，
遠
隔
医
療
，
遠
隔
投
薬
指
導
等
に

よ
り
，
居
住
地
等
に
関
係
な
く
，
移
動
す
る
こ
と
な
く
，

均
等
な
医
療
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
。

 

○
 医

療
や
介
護
分
野
で
不
足
す
る
人
材
を
補
う
，
A
I
機
能
を

備
え
た
先
端
ロ
ボ
ッ
ト
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
。

 

○
 高

齢
者
が
安
全
に
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
，
Ｇ

Ｐ
Ｓ

や
カ

メ
ラ

等
を

活
用

し
た

見
守

り
サ

ー
ビ

ス
の

提

供
。

 

健
康

づ
く

り

の
推
進

 


 デ

ー
タ
ヘ
ル
ス
の
継
続
的
推
進

 


 高

齢
者
の
外
出
機
会
の
拡
大

 


 
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
技
術

 


 
A
I
（
人
工
知
能
）

 


 
先
端
モ
ビ
リ
テ
ィ
技
術

 

○
 パ

ー
ソ
ナ
ル
デ
ー
タ
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
に
よ
り
，
オ
ー
ダ
ー

メ
イ
ド
型
の
健
康
管
理
・
指
導
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
。

 

○
 高

齢
者
の
外
出
機
会
を
促
す
，
フ
ァ
ー
ス
ト
／
ラ
ス
ト
ワ

ン
マ
イ
ル
移
動
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
。
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■
 
新
技
術
導
入
に
よ
る
呉
市
の
課
題
解
消
の
ね
ら
い
 

呉
市
の
課
題

 
導
入
す
る
新
技
術

 
新
技
術
導
入
の
効
果

(
ね
ら
い

) 

市
民
生
活
・

 

防
災
分
野

 

市
民
主
体
の

 

ま
ち
づ
く
り

 


 地

域
住
民
に
よ
る
主
体
的
な
ま
ち
づ
く
り
推
進

 


 
セ
ン
シ
ン
グ
技
術

 


 
A
I
（
人
工
知
能
）

 

○
 ３

Ｄ
マ
ッ
プ
及
び
各
種
都
市
デ
ー
タ
の
融
合
・
分
析
に
よ

る
ス
マ
ー
ト
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
の
実
現
。

 

防
災
機
能
の

 

強
化
 


 地

域
の
防
災
力
・
消
防
力
の
強
化

 


 災

害
情
報
・
避
難
情
報
の
ス
ム
ー
ズ
な
伝
達

 


 
セ
ン
シ
ン
グ
技
術

 


 
A
I
（
人
工
知
能
）

 


 
V
R
・

A
R・

M
R
技
術

 


 
ド
ロ
ー
ン
技
術

 


 
先
端
ロ
ボ
ッ
ト

 


 
防
災
Ｍ
ａ
ａ
Ｓ

 

○
 災

害
情
報
提
供
サ
ー
ビ
ス
，
最
適
な
避
難
誘
導
サ
ー
ビ
ス

の
提
供
。
避
難
所
情
報
の
発
信
。
感
染
症
等
の
緊
急
情
報

の
発
信
。

 

○
 ３

Ｄ
マ
ッ
プ
を
活
用
し
た
災
害
予
測
の
実
現
。
Ｖ
Ｒ
技
術

を
用

い
た

防
災

訓
練

機
会

の
提

供
や

災
害

ハ
ザ

ー
ド

マ
ッ
プ
の
見
え
る
化
。

 

○
 消

防
活
動
等
へ
の
ド
ロ
ー
ン
，
ロ
ボ
ッ
ト
の
導
入
に
よ
る

救
助
・
消
化
活
動
等
の
迅
速
化
，
効
率
化
。

 

文
化

・
ス

ポ

ー
ツ
分
野

 

伝
統

文
化

の

継
承
 


 芸

術
文
化
に
触
れ
る
機
会
の
拡
充

 


 地

域
文
化
の
普
及
，
情
報
発
信
の
拡
充

 


 伝

統
文
化
の
周
知
・
継
承

 


 
V
R
・

A
R・

M
R
技
術

 
○
 Ｖ

Ｒ
，
Ａ
Ｒ
，
Ｍ
Ｒ
に
よ
る
地
域
の
伝
統
・
文
化
情
報
発

信
サ
ー
ビ
ス
，
ス
ポ
ー
ツ
観
戦
サ
ー
ビ
ス
観
光
等
疑
似
体

験
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
。

 

ス
ポ

ー
ツ

活

動
ニ

ー
ズ

の

対
応
 


 ス

ポ
ー
ツ
へ
の
参
加
機
会
の
拡
充

 


 指

導
者
の
高
齢
化
，
後
継
者
不
足
へ
の
対
応

 


 ト

ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト
の
育
成

 

○
 指

導
者
不
足
を
補
う
，
Ｖ
Ｒ
，
Ａ
Ｒ
，
Ｍ
Ｒ
に
よ
る
指
導

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
。
ま
た
，
ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト
に
よ
る

指
導
機
会
の
提
供
。
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■
 
新
技
術
導
入
に
よ
る
呉
市
の
課
題
解
消
の
ね
ら
い
 

呉
市
の
課
題

 
導
入
す
る
新
技
術

 
新
技
術
導
入
の
効
果

(
ね
ら
い

) 

産
業
分
野

 
経

営
・

生
産

基
盤
の
強
化

 


 経

営
基
盤
の
強
化
・
事
業
継
承

 


 付

加
価
値
の
高
い
農
水
産
業
の
育
成

 


 新

し
い
生
活
様
式
に
対
応
し
た
働
き
方
の
推
進

 


 
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
技
術

 


 
セ
ン
シ
ン
グ
技
術

 


 
A
I
（
人
工
知
能
）

 


 
自
動
運
転
技
術

 


 
ド
ロ
ー
ン
技
術

 


 
観
光
Ｍ
ａ
ａ
Ｓ

 

○
 情

報
分

析
に

よ
る

儲
か

る
農

業
の

実
現

。
ビ

ッ
グ

デ
ー

タ
・

A
I
に
よ
る
暗
黙
知
の
見
え
る
化
。

 

○
 自

動
運
転
車
両
，
ド
ロ
ー
ン
，
セ
ン
シ
ン
グ
技
術
，
モ
ニ

タ
リ

ン
グ

技
術

の
導

入
に

よ
る

農
水

産
業

の
作

業
負

荷
の
軽
減
と
効
率
化
。

 

観
光

消
費

額

の
拡
大

 


 付

加
価
値
が
高
く
，
質
の
高
い
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

 


 宿

泊
客
・
リ
ピ
ー
タ
ー
の
確
保
。
回
遊
性
の
向
上

 


 
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
技
術

 


 
セ
ン
シ
ン
グ
技
術

 


 
顔
認
証
技
術

 


 
人
流
観
測
技
術

 


 
A
I
（
人
工
知
能
）

 


 
自
動
運
転
技
術

 


 
Ｍ
ａ
ａ
Ｓ

 

○
 移

動
と
一
体
と
な
っ
た
シ
ー
ム
レ
ス
な
検
索
，
予
約
，
決

済
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
。

 

○
 セ

ン
シ
ン
グ
技
術
・
カ
メ
ラ
等
に
よ
る
，
人
流
・
回
遊
デ

ー
タ
の
収
集
・
分
析
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
。

 

○
 ビ

ッ
グ
デ
ー
タ
分
析
に
よ
る
観
光
サ
ー
ビ
ス
の
最
適
化
。

新
た
な
サ
ー
ビ
ス
の
展
開
。

 

都
市
基
盤

 

分
野

 

公
共
交
通
の

 

維
持
 


 持

続
可
能
な
公
共
交
通
の
確
立

 


 ド

ラ
イ
バ
ー
不
足
へ
の
対
応

 


 交

通
弱
者
へ
の
支
援

 


 
自
動
運
転
技
術

 


 
先
端
モ
ビ
リ
テ
ィ

 


 
Ｍ
ａ
ａ
Ｓ

 

○
 ド

ラ
イ
バ
ー
不
足
を
解
消
し
，
持
続
可
能
な
公
共
交
通
を

確
保
す
る
自
動
運
転
車
両
の
導
入
。

 

○
 外

出
機
会
の
向
上
，
回
遊
性
の
向
上
に
寄
与
す
る
，
フ
ァ

ー
ス

ト
／

ラ
ス

ト
ワ

ン
マ

イ
ル

の
移

動
サ

ー
ビ

ス
の

提
供
。

 

公
共

イ
ン

フ

ラ
の

適
切

な

維
持
管
理

 


 維

持
管
理
作
業
の
効
率
化

 


 ス

マ
ー
ト
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
の
推
進

 


 
セ
ン
シ
ン
グ
技
術

 


 
A
I
（
人
工
知
能
）

 

○
 ３

Ｄ
マ
ッ
プ
を
用
い
た
，
イ
ン
フ
ラ
施
設
の
一
元
管
理
に

よ
る
，
維
持
管
理
作
業
の
効
率
化
の
実
現
。

 

○
 ３

Ｄ
マ
ッ
プ
及
び
各
種
都
市
デ
ー
タ
の
融
合
・
分
析
に
よ

る
ス
マ
ー
ト
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
の
実
現
。
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■
 
新
技
術
導
入
に
よ
る
呉
市
の
課
題
解
消
の
ね
ら
い
 

呉
市
の
課
題

 
導
入
す
る
新
技
術

 
新
技
術
導
入
の
効
果

(
ね
ら
い

) 

環
境
分
野

 
温

室
効

果
ガ

ス
の
削
減

 


 温

室
効
果
ガ
ス
排
出
量
削
減

 


 
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
技
術

 


 
A
I
（
人
工
知
能
）

 


 
燃
料
電
池
車
両
・

E
V
車
両
 

○
 最

適
で
安
定
し
た
電
力
供
給
に
向
け
た
。
電
力
供
給
・
消

費
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
・
分
析
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
。

 

○
 燃

料
電
池
車
両
・
Ｅ
Ｖ
車
両
の
導
入
に
よ
る
低
炭
素
化
の

実
現

と
災

害
時

に
お

け
る

移
動

可
能

な
電

力
供

給
基

地
の
確
保
。

 

ご
み

の
減

量

化
推
進

 


 ご

み
の
減
量
化

 


 ゴ

ミ
収
集
の
最
適
化
・
効
率
化

 


 
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
技
術

 


 
A
I
（
人
工
知
能
）

 

○
 食

品
ロ
ス
の
削
減
に
向
け
た
，
ご
み
排
出
量
の
モ
ニ
タ
リ

ン
グ
と
分
析
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
。

 

○
 ゴ

ミ
排
出
量
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
・
分
析
に
よ
る
，
ゴ
ミ
収

集
ル
ー
ト
の
最
適
化
と
回
収
状
況
の
見
え
る
化
。

 

行
政
経
営

 

分
野

 

住
民

サ
ー

ビ

ス
の

維
持

向

上
 


 健

全
な
財
政
運
営

 


 行

政
サ
ー
ビ
ス
の
最
適
化
，
効
率
化

 


 
マ
ッ
チ
ン
グ
技
術

 


 
A
I
（
人
工
知
能
）

 

○
 感

染
症

対
策

も
踏

ま
え

た
行

政
事

務
に

関
す

る
デ

ジ
タ

ル
・
オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
サ
ー
ビ
ス
，
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
サ

ー
ビ
ス
の
提
供
。

 

○
 ニ

ー
ズ

と
シ

ー
ズ

の
マ

ッ
チ

ン
グ

に
よ

る
新

サ
ー

ビ
ス

の
提
供
。

 

高
速

通
信

網

の
整
備

 


 民

間
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
誘
発
促
進

 
○
 産

・
官
・
学
連
携
に
よ
る
，
新
た
な
サ
ー
ビ
ス
の
展
開
。
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4.2 呉市スマートシティのターゲットとする課題と展開の方向性 

呉市の諸課題を分類整理すると，「交通基盤」重複的な課題として把握できる。 

そこで，呉市スマートシティは，呉市の諸課題に対して，官民連携により新技術等の導入

により課題解決に取組む呉市スマートシティを推進する中で，先行取組として，平成 30 年 7

月豪雨災害の教訓を踏まえながら，喫緊かつ重複的な課題である「交通基盤」分野をターゲ

ットにＩＣＴ基盤の実装を進め，各分野の領域で取組を展開・拡大していくものとする。 

 
■ 課題マトリクス（ターゲットとする課題） 

 

 
■ 取組の展開・拡大イメージ 

安全 安心快適 健康

交流促進 効率的都市経営

都市ブランド

都市のリ・デザイン

サ

ス

テ

ナ

ブ

ル

ひ

と

中

心

交通基盤
高速通信網
の整備

健康づくり
の推進

ＩＣＴ教育
の促進

伝統文化の
継承

公共インフラの
適切な維持管理

観光消費額
の拡大

市民主体の
まちづくり

温室効果ガス
の削減

経営・生産基盤
の強化

高齢化
への対応

少子化
への対応

住民サービス
の維持向上

スポーツ活動
ニーズの対応

防災機能
の強化

ごみの減量化推進

平成30年7月
豪雨災害
の教訓

公共交通
の維持

安 全
安 心

快 適
健 康

交 流
促 進

効 率 的
都市経営

都市ブランド

都市のリ・デザイン

サ

ス

テ

ナ

ブ

ル

ひ

と

中

心

官民連携
の促進

データの
連携・活用

スマートシティくれ
の推進

モビリティ
の革新

ICT基盤
交通基盤
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4.3 区域の目標（ビジョン）の設定 

前項までの整理を踏まえ，交通基盤分野を重点ターゲットとし，呉市の各種課題の解消に

向けてスマートシティを多分野へ展開・拡大するための「呉市スマートシティの目標（ビジ

ョン）」を，以下のとおり設定する。 

 

 

ビジョン 
呉駅周辺地域を起点としたスマートシティの推進による 

都市のリ・デザインとブランド力の向上 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
■ 区域のビジョンと目指す５つの都市像 

 

  

■呉駅周辺地域を起点に，次世代モビリティ（次世代ＢＲＴ，自動運転等）やＭａａＳ

などの新技術を取り入れながら，次世代モビリティネットワークを形成し，「誰もが

快適で効率的に移動できるまち」の実現を目指します。 

 

■次世代モビリティネットワーク及びこれにより得られる移動データ等を軸に，都市

データプラットフォーム等を活用した官民連携の取組により，様々なサービスの効

率化・高質化を図り，「災害に強い安全・安心なまち」，「コンパクトで機能的なまち」，

「誰もが快適・健康に暮らせるまち」，「賑わいと交流にあふれるまち」の「オールく

れ」によるスマートシティの実現を目指します。 

交通基盤 誰もが快適で効率的に移動できるまち 

交流促進 賑わいと交流にあふれるまち 

快適・健康 誰もが快適・健康に暮らせるまち 

効 率 的 
都市経営 

コンパクトで機能的なまち 

安全・安心 災害に強い安全・安心なまち 

呉市が目指す５つの都市像 
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■
 
区
域
の
将
来
像

 

誰
も

が
快

適
で

効
率

的
に

移
動

で
き

る
ま

ち

コ
ン
パ
ク
ト
で

機
能
的
な
ま
ち

賑
わ
い
と
交
流
に

あ
ふ
れ
る
ま
ち

誰
も
が
快
適
・
健
康
に

暮
ら
せ
る
ま
ち

災
害
に
強
い

安
全
・
安
心
な
ま
ち

遠
隔
教
育

テ
レ
ワ
ー
ク

ス
マ
ー
ト

プ
ラ
ン
ニ
ン
グ

外
出
支
援

文
化
継
承

Ａ
Ｒ
・
Ｖ
Ｒ

遠
隔
医
療

ド
ロ
ー
ン
配
送

ス
マ
ー
ト
農
業

ス
マ
ー
ト
イ
ン
フ
ラ

燃
料
電
池
・
Ｅ
Ｖ

車
両

ド
ロ
ー
ン
活
用

ス
マ
ー
ト
モ
ビ
リ
テ
ィ
を
起
点
に

ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
の
集
積
・
活
用
を
加
速

暮
ら
し
や
す
い
ま
ち
の
実
現
と

新
産
業
の
創
出



 

- 23 - 

4.4 解決すべき課題と取組の方向性の検討 

区域の目標（ビジョン）を具現化するため，呉市の諸課題に対して新技術導入の効果（ね

らい）を踏まえて，呉市スマートシティの目指すべき姿と取組の方向性を検討した。 

「新技術導入の効果（ねらい）」及び「ターゲットとする課題と展開の方向性」を踏まえ

て，“目指すべき姿”及び“取組の方向性”として以下を設定する。 

 

■ 目指すべき姿と取組の方向 

目指すべき姿 取組の方向性 

次世代モビリティネットワークの形成 

①次世代路面電車の実装を通じた持続可能な

交通体系の再構築 

②斜面市街地における高齢者の生活支援 

官民連携によるスマートシティの拡大 
③都市データプラットフォームの構築 

④官民連携プラットフォームの構築 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 呉市のスマートシティ展開・拡大イメージと取組の方向性の関係図 

 

安 全
安 心

快 適
健 康

交 流
促 進

効 率 的
都市経営

都市ブランド

都市のリ・デザイン

サ

ス

テ

ナ

ブ

ル

ひ

と

中

心

官民連携
の促進

データの
連携・活用

スマートシティくれ
の推進

モビリティ
の革新

ICT基盤
交通基盤

①次世代路面電車の実装を通じた
持続可能な交通体系の再構築 

②斜面市街地における
高齢者の生活支援 

③都市データプラット
フォームの構築 

④官民連携プラット
フォームの構築 
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4.5 官民連携プラットフォーム 

(1) 現状と課題 

呉市におけるスマートシティの実現に向けた取組を加速するにあたり，現状では次のよう

なハードルがある。 

○ 民間事業者が有する先進技術にどのようなものがあるのか，自治体担当者には専門的

な知見がない。 

○ その先進技術が，課題のどの部分を解決し得るのか，深堀りするための意見交換の場

がない。 

○ 委託発注した後にアンマッチが生じる可能性や，より課題解決に資する良質な提案の

採用機会を失している可能性がある。 

 

呉市のスマートシティの実現に向けては，このようなハードルを越えて行く必要があり，

その解決策の一つとして，『事業化の前段階で，自治体と民間事業者の“ゆるやかな”勉強

会の場が必要』となっている。 

このため，今後，呉市においては，以下のような，呉市の課題（ニーズ）と民間事業者の先

端技術等（シーズ）とをマッチングする場（勉強会）を設置し，ニーズとシーズが適合する

ものについては，適宜，社会実装に向けて積極的な取組を展開していく。 

※Ｒ３年度から，「呉市スマートシティ研究会」として，呉市において事業化 

 

(2) 新技術導入の検討 

多種多様な新技術・先進技術が日進月歩で開発されているが，呉市の多様な課題について，

「新技術導入の効果（ねらい）」を意識しながら，新技術の導入に取り組む。 

 

■ 新技術導入による呉市の課題解消のねらい（再掲） 

呉市の課題 導入する新技術 新技術導入の効果(ねらい) 

子育て・ 

教 育 分

野 

少子化への

対応 

⚫ 安心して子供を産

み育てられる就業

環境創出 

⚫ 育児への精神的負

担の解消 

⚫ 安全を守る見守り

体制の強化 

◆ 顔認証技術 

◆ 人流観測技術 

◆ AI(人工知能) 

◆ ｾﾝｼﾝｸﾞ技術 

○ 子育て世代の経済的な負担や仕

事との両立の悩みを解消するた

め，テレワーク環境の充実等によ

り働き方の多様化を実現。 

○ 子育て情報サイト等，子育て相談

や診療施設予約，保育園・学校情

報等子育てに必要な各種情報発

信サービスを提供。 

○ 子供たちが安全に安心して暮ら

すことができる，ＧＰＳやカメラ

等を活用した見守りサービスの

提供。 

ICT 教育の

推進 

⚫ グルーバル化・情

報化への対応 

⚫ 教育を受ける機会

の地域格差の解消 

⚫ ＧＩＧＡスクール

構想の実現 

◆ 遠隔授業技術 

◆ モニタリング技術 

◆ AI（人工知能） 

○ 世界中と交流するグローバル授

業を実現。遠隔授業等により，居

住地等に関係なく，均等に教育を

受けられる機会を確保。 

○ 個々の習熟度や環境等パーソナ

ルデータに基づく最適な学習機

会を提供。 
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■ 新技術導入による呉市の課題解消のねらい（再掲） 

福 祉 保

健分野 

高齢化への

対応 

⚫ 医療・介護サービ

スの地域格差の解

消 

⚫ 医療受診・介護の

高齢者・家族の負

担軽減 

⚫ 安全を守る見守り

体制の強化 

◆ 遠隔医療技術 

◆ 先端ロボット 

◆ モニタリング技術 

◆ AI（人工知能） 

○ 電子カルテの共有，遠隔医療，遠

隔投薬指導等により，居住地等に

関係なく，移動することなく，均

等な医療サービスを提供。 

○ 医療や介護分野で不足する人材

を補う，AI 機能を備えた先端ロボ

ットサービスの提供。 

○ 高齢者が安全に安心して暮らす

ことができる，ＧＰＳやカメラ等

を活用した見守りサービスの提

供。 

健康づくり

の推進 

⚫ データヘルスの継

続的推進 

⚫ 高齢者の外出機会

の拡大 

◆ モニタリング技術 

◆ AI（人工知能） 

◆ 先端モビリティ技

術 

○ パーソナルデータモニタリング

により，オーダーメイド型の健康

管理・指導サービスを提供。 

○ 高齢者の外出機会を促す，ファー

スト/ラストワンマイル移動サー

ビスの提供。 

市 民 生

活・防災

分野 

市民主体の 

まちづくり 

⚫ 地域住民による主

体的なまちづくり

推進 

◆ センシング技術 

◆ AI（人工知能） 

○ ３Ｄマップ及び各種都市データ

の融合・分析によるスマートプラ

ンニングの実現。 

防災機能の 

強化 

⚫ 地域の防災力・消

防力の強化 

⚫ 災害情報・避難情

報のスムーズな伝

達 

◆ センシング技術 

◆ AI（人工知能） 

◆ VR・AR・MR 技術 

◆ ドローン技術 

◆ 先端ロボット 

◆ 防災ＭａａＳ 

○ 災害情報提供サービス，最適な避

難誘導サービスの提供。避難所情

報の発信。感染症等の緊急情報の

発信。 

○ ３Ｄマップを活用した災害予測

の実現。ＶＲ技術を用いた防災訓

練機会の提供や災害ハザードマ

ップの見える化。 

○ 消防活動等へのドローン，ロボッ

トの導入による救助・消化活動等

の迅速化，効率化。 

文化・ス

ポ ー ツ

分野 

伝統文化の

継承 

⚫ 芸術文化に触れる

機会の拡充 

⚫ 地域文化の普及，

情報発信の拡充 

⚫ 伝統文化の周知・

継承 

◆ VR・AR・MR 技術 ○ ＶＲ，ＡＲ，ＭＲによる地域の伝

統・文化情報発信サービス，スポ

ーツ観戦サービス，観光等疑似体

験サービスの提供。 

スポーツ活

動ニーズの

対応 

⚫ スポーツへの参加

機会の拡充 

⚫ 指導者の高齢化，

後継者不足への対

応 

⚫ トップアスリート

の育成 

○ 指導者不足を補う，ＶＲ，ＡＲ，

ＭＲによる指導サービスの提供。

また，トップアスリートによる指

導機会の提供。 
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■ 新技術導入による呉市の課題解消のねらい（再掲） 

産 業 分

野 

経営・生産

基盤の強化 

⚫ 経営基盤の強化・

事業継承 

⚫ 付加価値の高い農

水産業の育成 

⚫ 新しい生活様式に

対応した働き方の

推進 

◆ モニタリング技術 

◆ センシング技術 

◆ AI（人工知能） 

◆ 自動運転技術 

◆ ドローン技術 

◆ 観光ＭａａＳ 

○ 情報分析による儲かる農業の実

現。ビッグデータ・AI による暗黙

知の見える化。 

○ 自動運転車両，ドローン，センシ

ング技術，モニタリング技術の導

入による農水産業の作業負荷の

軽減と効率化。 

観光消費額

の拡大 

⚫ 付加価値が高く，

質の高いサービス

の提供 

⚫ 宿泊客・リピータ

ーの確保。回遊性

の向上 

◆ モニタリング技術 

◆ センシング技術 

◆ 顔認証技術 

◆ 人流観測技術 

◆ AI（人工知能） 

◆ 自動運転技術 

◆ ＭａａＳ 

○ 移動と一体となったシームレス

な検索，予約，決済サービスの提

供。 

○ センシング技術・カメラ等によ

る，人流・回遊データの収集・分

析サービスの提供。 

○ ビッグデータ分析による観光サ

ービスの最適化。新たなサービス

の展開。 

都 市 基

盤分野 

公共交通の 

維持 

⚫ 持続可能な公共交

通の確立 

⚫ ドライバー不足へ

の対応 

⚫ 交通弱者への支援 

◆ 自動運転技術 

◆ 先端モビリティ 

◆ ＭａａＳ 

○ ドライバー不足を解消し，持続可

能な公共交通を確保する自動運

転車両の導入。 

○ 外出機会の向上，回遊性の向上に

寄与する，ファースト／ラストワ

ンマイルの移動サービスの提供。 

公共インフ

ラの適切な

維持管理 

⚫ 維持管理作業の効

率化 

⚫ スマートプランニ

ングの推進 

◆ センシング技術 

◆ AI（人工知能） 

○ ３Ｄマップを用いた，インフラ施

設の一元管理による，維持管理作

業の効率化の実現。 

○ ３Ｄマップ及び各種都市データ

の融合・分析によるスマートプラ

ンニングの実現。 

環境分

野 

温室効果

ガスの削

減 

⚫ 温室効果ガス排出

量削減 
◆ モニタリング技

術 

◆ AI（人工知能） 

◆ 燃料電池車両・EV

車両 

○ 最適で安定した電力供給に向
けた。電力供給・消費モニタリ
ング・分析サービスの提供。 

○ 燃料電池車両・ＥＶ車両の導
入による低炭素化の実現と災
害時における移動可能な電力
供給基地の確保。 

ごみの減

量化推進 

⚫ ごみの減量化 

⚫ ゴミ収集の最適

化・効率化 

◆ モニタリング技

術 

◆ AI（人工知能） 

○ 食品ロスの削減に向けた，ご
み排出量のモニタリングと分
析サービスの提供。 

○ ゴミ排出量のモニタリング・
分析による，ゴミ収集ルート
の最適化と回収状況の見える
化。 

行政経

営分野 

住民サー

ビスの維

持向上 

⚫ 健全な財政運営 

⚫ 行政サービスの最

適化，効率化 

◆ マッチング技術 

◆ AI（人工知能） 

○ 感染症対策も踏まえた行政事
務に関するデジタル・オンラ
イン申請サービス，キャッシ
ュレスサービスの提供。 

○ ニーズとシーズのマッチング
による新サービスの提供。 

高速通信

網の整備 

⚫ 民間イノベーショ

ンの誘発促進 

○ 産・官・学連携による，新たな
サービスの展開。 
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(3) 取組内容 

① 取組の全体像 

（将来イメージ①） 技術オリエンテッドから課題オリエンテッドへ 

解決すべき課題の設定が曖昧なままに，技術を使うことを優先していた「技術オリエ

ンテッド」から，「どの課題を解決するのか」，「何のために技術を使うのか」について

明確なビジョンを持って取り組む「課題オリエンテッド」へ 

 

(将来イメージ⓶） 個別最適から全体最適へ 

一つの分野，一つの主体にとっての最適解を

追及する「個別最適」から，都市全体の観点か

らの最適化を追求する「全体最適」へ 

 

(将来イメージ③）公共主体から公民連携へ 

自治体発で取組を主導する「公共主体」から，

民間企業の技術が常に課題に向き合える体制

を構築して取り組む「公民連携」へ 

 

○官民連携プラットフォームは，地域課題（ニーズ）と民間事業者からの新技術（シーズ）

提案をマッチングし，実証実験を経て，新しいサービスを地域に提供していきます。 

○また，ニーズとシーズのマッチングは，時間経過の中で常に繰り返され，更に新しい技術，

新しいサービスを展開します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 官民連携プラットフォーム展開イメージ 

  

地域課題（ニーズ）

新技術
(シーズ）

実装

マッチング

新たな
新技術

（シーズ）

マッチング

実装

持続・展開する官民連携プラットフォームイメージ

実証

実験

新たな

実証

実験
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② 取組概要 

 

【STEP①】 シーズ調査 

・まず，呉市の課題（ニーズ）の解決に資する先進技術（シーズ）の提案を，民間事業者

等から募集する。 

・その後，ニーズとシーズが適合する場合には，提案者とワーキングを実施する。さら

に，実証実験や実装に向けて意見交換を行う。 

 

 

○スマートシティの取組により解決したい呉

市の課題を提示 

○提示された課題を解決し得る技術提案を募

集（当面の間，随時受付） 

○ＩＣＴ民間事業者を中心に広く募集 

 

 

 

○応募者は，書面及びプレゼンテーションに

より提案 

○事務局及び呉市の所管課で，「ワーキング」

のプロセスへ進めることが適当かを検討 

○コンソーシアムにも随時，意見聴取 

 

 

 

○ワーキング実施が適当と判断された提案に

ついて応募者と所管課を中心に，ワーキン

グを実施 

○課題の掘り下げ，費用対効果等について意

見交換 

○ワーキングへの参加に係る費用は，各自の

負担とする 

 

 

募 集 

【募集期間】随時 
【募集対象】 

 地域課題を解決する 

 スマート技術の提案 

提 案 

ワーキング 
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【STEP②】 調査結果の活用 

・有望な提案をノミネートして公表する。その後，更なる提案の連鎖を誘導しながらブ

ラッシュアップしていく。 

・熟度が高まったものから事業化し，実証実験，実装を進める。 

・提案者の承諾がある場合は，コンソーシアムの一員として取組を継続することも検討

する。 

 

 

○ニーズと適合する有望な提案を，まず「ノ

ミネート案件」に位置付け 

○提案者の承諾を得た上で，公表に向けて，

「ノミネート概要」を整理 

○ノミネート案件は，将来の事業化を約束す

るものではない 

 

 

 

○「ノミネート概要」を公表 

○公表された「ノミネート概要」を踏まえ，

別の事業者がブラッシュアップ提案を行う

ことも可能 

○提案事業者の承諾がある場合は，ワーキン

グにも参加可能 

 

 

 

○実現性，ビジネスモデルなどの検討を経て，

熟度が高まった案件から事業化 

○熟度に応じ，実証実験の実施又は即時実装

を選択 

○事業化に係る業者選定は，法令に基づいて

適切に手続を行う 

 

  

ノミネート 

（ノミネート概要） 
 スライドで２～３枚 

公表・ﾌﾞﾗｯｼｭｱｯﾌﾟ 

事業化等 

事業化 

(予算化) 

実証実験 

実装 

コンソーシアムへの参加 
（取組の継続） 
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(4) 官民連携による取組イメージ案 

官民連携プラットフォームによる想定される取組イメージを以降に示す。 

本案は，官民連携のイメージ案であるが，「官民連携プラットフォーム」における「シーズ」

と「ニーズ」のマッチングにより，民間事業者からの各種提案を踏まえ，官民が連携して進

めていくものである。 

 

■ 「スマートチャレンジくれ」が目指す官民連携イメージ 

 

【イメージ①】 

カテゴリー 市民生活・防災分野 × 環境分野 

取組例 災害に強く，環境性の高い分散型エネルギーシステムの導入 

 

平成 30 年 7 月豪雨災害を踏まえた電力供給システムの強靭化，新技術を活用し

た省電力，低炭素化に向けて，市内の防災拠点等を起点に，従来の「大規模電源

と需要地を系統でつなぐ電力システム」から「分散型エネルギーリソースも柔軟

に活用する新たな電力システム」への変革に取り組む。 

 

イメージ 
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【イメージ②】 

カテゴリー 市民生活・防災分野 × － 

取組例 誰でも確実に災害情報を認知できる情報伝達手段の確立 

 

気象情報，災害情報，避難所情報等を統合し，AI や IoT 等の先端技術を用いて，

災害発生時に地域住民だけでなく，外国人を含む観光客など誰でもが，個々の状

況を適切に判断し，最適な防災・避難行動を選択する支援システムの構築を目指

す。 

 

イメージ 
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【イメージ③】 

カテゴリー 子育て・教育分野 × 行政経営分野 

取組例 若い世代が安心して子供を産み，育てられる，「子育て・教育」環境の構築 

 

AI や IoT 等の先端技術を用いて，若い世代の誰でもが，出産・子育てに関する

不安や雇用や収入の不安定さ，仕事と子育てに関する不安などを抱くことなく，

安心して出産・子育てを行うことができる環境づくりを進める。 

 

イメージ 

 

 

  

◆教育
✓ 遠隔授業による多様な学習機会の確

保

✓ グローバル人材の育成に向けた，世

界中とつながるICT教育の実践

◆雇用・収入確保
✓ テレワークの推進

✓ 託児所付きワークスペース（シェア

オフィス）の確保

✓ クラウドソーシングの強化

◆見守り
✓ 子供たちの安全を守る，スマート

フォン，ＧＰＳ，地域カメラなどを

活用した見守りシステムの構築

◆出産・子育て
✓ 医療機関等と連携した子育てイベン

ト情報や相談窓口予約， 保育園・小

学校情報の提供など，子育て世代が

必要とする情報を集約するサイトの

構築
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【イメージ④】 

カテゴリー 市民生活・防災分野 × 都市基盤分野 

取組例 都市の各種流動データの収集・活用による，スマートプランニングの実施 

 

通信ネットワーク技術，センシング技術を活用し，地域における人の流れや観光

客等の行動パターンデータを収集・分析し，地域における回遊性向上，地域モビ

リティとの連携強化，街路空間づくりなどの施策展開に活用する。 

 

イメージ 

 

 

 

  

◆データの収集

✓ AIによる画像認識データ蓄積

✓ データの蓄積

✓ 他データとの連携（関連付け）

◆データの分析・予測

✓ 歩行者の分布・混雑状況の分析

✓ 時間・曜日等別歩行者動向分析

✓ 回遊行動分析

✓ 観光客の行動パターン分析

◆データ等の活用

✓ 交通量の最適化

✓ 交通ダイヤ，ルートの最適化

✓ ウォーカブルなまちづくり推進

✓ データの可視化

✓ 子供・高齢者の見守り
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【イメージ⑤】 

カテゴリー 産業分野 × 行政経営分野 

取組例 作業負担が小さく，生産性が高い，スマート農業の実現 

 

ロボット技術や AI や IoT 等の先端技術を用いたスマート農業の実現により，農

業における作業負担を軽減するとともに，若者にも魅力ある，生産性が高く，儲

かる農業の実現を図る。あわせて，これまで培われてきた栽培技術を継承する。 

 

イメージ 

 

 

 

 

  

◆作業負担の軽減

✓ 自動運転車両の実装

✓ ドローンの活用

✓ 農作物の生育管理

✓ 屋内型人工栽培技術

の開発

◆儲かる農業の実現

✓ AIを用いた気象や市

場情報分析による，

販売価格の予測

◆技術の継承

✓ ビッグデータの蓄積・解析

✓ 暗黙知の見える化
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【イメージ⑥】 

カテゴリー 産業分野 × 福祉健康分野 

取組例 誰でもが安心して，健康的に暮らすことができる， 

スマートウェルネスシティの実施 

 

AI や IoT 等の先端技術を活用することにより，リアルタイムでの健康状態の把

握や見守りを実現し，病気の早期発見，予防医学などを進める。また，ロボット

技術の導入による医療従事者の負担の軽減や高齢者を抱える家族の負担軽減に

つながる仕組みづくりを進める。 

 

イメージ 

 

 

  

◆ヒューマンデータの活用

✓ ヒューマンデータのモニタリング

✓ オーダーメイド治療・健康管理の実施

✓ 医療従事者によるカルテの共有

◆医療従事者等の負担軽減

✓ 医療支援，介護支援ロボットの導入

✓ AI診断

✓ 自動記録電子カルテの導入

✓ 遠隔服薬指導の実施

◆高齢者・その家族の負担軽減

✓ 遠隔医療の実施

✓ 処方箋薬の宅配サービス

✓ 高齢者の見守り

◆健康寿命の延伸

✓ 遠隔健康指導の実施

✓ 高齢者の外出機会の創出
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【イメージ⑦】 

カテゴリー 都市基盤分野 × 行政経営分野 

取組例 センシング技術とデータ統合による，インフラマネジメント及び 

行政サービスの効率化 

 

AI や IoT 等の先端技術を用いて，公共空間の利用や管理に必要となる情報を継

続的に計測し，公共インフラの維持，管理に活用する。また，行政手続き等の効

率化，省力化を推進する。 

 

イメージ 

 

 

  

〇都市基盤整備

✓ ３次元位置情報地図の基盤構築

✓ インフラ維持管理情報のＤＢ化・一元化

✓ 有休物件のＤＢ化

✓ センサーを用いた溢水情報等の把握

〇行政手続き等の効率化

✓ オンライン申請化

✓ キャッシュレス化

✓ ペーパーレス化

✓ パブリックコメントのスマート化
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【イメージ⑧】 

カテゴリー 環境分野 × 市民生活・防災分野 

取組例 未来につなげる循環型社会形成のためのＩＣＴを活用したエコアクション 

 

大量生産，大量消費，大量廃棄の社会経済システムは，豊かさや快適さをもたら

した一方で，様々な環境問題を生じさせてきました。生活利便性と環境保全を両

立した質の高い循環型社会を構築し，より良い未来で誰もが暮らしやすい街の

実現を目指します。 

 

イメージ 

 

 

 

  

◆スマートなごみ収集管理

✓ ごみ収集車の位置情報をマッピング

✓ 収集したごみの量をクラウドに送りビッグデータ化

✓ データをAIで分析し効率的な収集ルートを作成

✓ SNSを活用したごみの個別収集

✓ ごみ出しアプリ（ごみ分別・カレンダー・不法投棄報告）

◆ICTを活用した食品ロス対策

✓ AI需要予測

✓ WEBマッチングサービス

✓ フードシェアリングプラット

フォームの構築

◆スマートな市営墓地管理

✓ データによる墓地の一元管理

✓ 合葬式墓地の整備

✓ ネット霊園に集約し利用者は

バーチャルで墓参り
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【イメージ⑨】 

カテゴリー 市民生活・防災分野 × － 

取組例 多様化・大規模化する火災や自然災害を鎮圧する 

Society 5.0時代の消防活動イノベーション 

 

今後発生が懸念されている南海トラフ地震や首都直下地震が発生した際には，

甚大な被害が予想され，消防隊が現場に近づけない等の大きな課題があります。

これらの災害に対応するため，ＡＩやロボティクスなどの先端技術を活用した

消防活動の取り組みが求められています。 

 

イメージ 

 

 

  

◆消防活動のさらなる効率化

✓ SNSによる災害情報の収集

✓ AI救急需要分析（季節，気象，場所，

曜日等）による救急隊員の配備

✓ 消防活動マニュアルのAI化

◆次世代テクノロジーによる災害救助活動

✓ 飛行型偵察・監視ロボット，放水ロボットの導入

✓ ドローンとサーモグラフィカメラを活用した消火活動

✓ ドローンとソナーを活用した水難救助

◆災害予防啓発のデジタル化

✓ デジタルサイネージによる情報発信

✓ VRを活用した火災予防啓発

✓ 災害ハザードマップのデジタル化

（災害予測，３Ｄマップ）
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【イメージ⑩】 

カテゴリー 文化・スポーツ分野 × － 

取組例 VR・センシング技術を活用した文化の継承及び，スポーツの普及促進 

 

地域の伝統文化は，次世代に継承していくべき貴重な財産であるが，地域の少子

高齢化等により難しい状況になっている。また，スポーツ分野においては，科学

的解析による更なるレベルアップが求められている。ＶＲなどの先端技術を活

用し，地域の一体感や魅力づくり，活力の醸成を目指す。 

 

イメージ 

 

 

  

◆ICTを活用した文化の保存・継承

✓ VR・ARによる文化財の適正保存

✓ VR・ARによる祭りの継承

◆ICTを活用したスポーツの普及促進

✓ センシング技術活用によるトップアス

リートの育成

✓ ローカル5G活用によるVRスポーツ観戦
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【イメージ⑪】 

カテゴリー 子育て・教育分野 × － 

取組例 ＧＩＧＡスクール構想の実現に向けた，先端技術を活用した教育の推進 

 

多様な子供たちを誰一人取り残すことなく，子供たち一人一人に公正に個別最

適化され，資質・能力を一層確実に育成することが求められている。これまでの

教育の実践と先端技術のベストミックスを図ることにより，教師・児童生徒の力

を最大限に引き出す。 

 

イメージ 

 

 

 

  

◆学校内でのＩＣＴ技術の活用

✓ オンライン参観

✓ オンラインオープンスクール

✓ 防犯カメラを活用した顔認証による

不審者への対策

◆個別最適化された授業

✓ ＡＩによる子供の習熟状況に応じた個別学習

✓ ＡＩによる進路相談

✓ 部活動のオンライン指導

◆問題を抱えた子供への対応

✓ 不登校などの子供のための遠隔授業

✓ 家庭・学校・医師とのセキュアな

情報連携ツールの導入
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5. ＫＰＩの検討 

5.1 取組内容に対応するＫＰＩの候補選定 

取組内容の達成度を計測するためのＫＰＩの候補を選定する。なお，ここでは測定の現実

性は考慮せずに選定した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ ＫＰＩの候補選定 

  

次世代モビリティネットワークの形成 

取組① 次世代路面電車の実装を

通じた持続可能な交通体

系の再構築 

取組② 斜面市街地における高齢

者の生活支援 

官民連携によるスマートシティの拡大 

取組③ 都市データプラット 

フォームの構築 

取組④ 官民連携プラット 

フォームの構築 

公共交通利用者数 

次世代モビリティ等による効率化実施路線数 

次世代モビリティの利用者数 

公共交通利用利便性向上に関する満足度 

高齢者の外出頻度 

斜面地居住者の外出頻度 

公共交通情報データのオープン化数 

ｲﾝﾌﾗ・防災に関するデータのオープン化数 

災害に関する情報伝達量 

災害時の情報伝達に関する安心度 

呉駅周辺の歩行者数 

呉駅周辺の回遊率 

呉駅周辺施設の来訪者数 

暮らしやすさに関する満足度 

市民の高次都市機能への充足度 

市民の交通体系への満足度 

都市ﾃﾞｰﾀﾌﾟﾗｯﾄﾌｫｰﾑを活用した新たなｻｰﾋﾞｽの
実装数 

ニーズ・シーズのマッチング数 

コンソーシアムへの参加団体数 
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5.2 取組内容に対応するＫＰＩの設定 

ＫＰＩは，取組内容を的確に評価可能な内容であるか，現況値の計測の可能性，将来のモ

ニタリングの容易性を踏まえて設定することが求められる。 

そこで，上記のＫＰＩ候補から，これらの視点から判定を行い，ＫＰＩを設定した。 

 

■ ＫＰＩの適正評価 

 
取組内容の 

評価性 

現況値 

計測性 

ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞ 

容易性 

公共交通利用者数 △ ○ ○ 

次世代モビリティ等による効率化実施路線数 ○ ○ ○ 

市民の高次都市機能への充足度 
(主要都市にふさわしい都市機能が充分であると感じる人の

割合) 

○ ○ ○ 

次世代モビリティの利用者数 ○ △ △ 

呉駅周辺の歩行者数 △ △ △ 

呉駅周辺の回遊率 △ △ △ 

呉駅周辺施設の来訪者数 ○ △ △ 

市民の交通体系への満足度 ○ ○ ○ 

公共交通利用利便性向上に関する満足度 △ △ △ 

高齢者の外出頻度 △ △ △ 

斜面地居住者の外出頻度 △ △ △ 

公共交通情報データのオープン化数 △ △ △ 

ｲﾝﾌﾗ・防災に関するデータのオープン化数 △ △ △ 

都市ﾃﾞｰﾀﾌﾟﾗｯﾄﾌｫｰﾑを活用した新たなｻｰﾋﾞｽの

実装数(実験環境及びｵｰﾌﾟﾝﾃﾞｰﾀの活用によるものを含む) 
○ ○ ○ 

災害に関する情報伝達量 △ △ △ 

災害時の情報伝達に関する安心度 △ △ △ 

ニーズ・シーズのマッチング数 ○ ○ ○ 

コンソーシアムへの参加団体数 ○ ○ ○ 

暮らしやすさに関する満足度 ○ ○ ○ 

○：適性がある   △：適性が劣る 
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■ ＫＰＩの選定 

取組内容 ＫＰＩ 選定理由 

次世代モビリティネットワークの形成 

 

取組① 

次世代路面電車の

実装を通じた持続

可能な交通体系の

再構築 

市民の高次都市機能への充

足度 

(主要都市にふさわしい都市機

能が充分であると感じる人の割

合) 

○ 新技術の導入により，呉駅を中心とす

るエリアの総合的な魅力度を計測で

きる。 

○ 市民意識調査で定期的にモニタリン

グが可能である。 

取組② 

斜面市街地におけ

る高齢者の生活支

援 

市民の交通体系への満足度 ○ 交通体系が脆弱な斜面市街地におい

て，新技術を含めた交通体系の満足度

を計測できる。 

○ 市民意識調査で定期的にモニタリン

グが可能である。 

官民連携によるスマートシティの拡大 

 

取組③ 

都市データプラッ

トフォームの構築 

都市ﾃﾞｰﾀﾌﾟﾗｯﾄﾌｫｰﾑを活用し

た新たなｻｰﾋﾞｽの実装数(実

験環境及びｵｰﾌﾟﾝﾃﾞｰﾀの活用に

よるものを含む) 

○ データストックだけを計測するので

はなく，都市データプラットフォーム

のデータを活用する効果が測定でき

る。 

取組④ 

官民連携プラット

フォームの構築 

ニーズ・シーズのマッチング

数 

○ 多分野の課題に対する新技術導入の

程度を計測できる。 

コンソーシアムへの参加団

体数 

○ 呉市スマートシティに対する産官学

の意識向上が測定できる。 

 

■ ＫＰＩの設定 

取組 ＫＰＩ 現況値(R2) 目標値 達成年度 

次世代モビリティネットワークの形成 

 

 

 

取組内容① 次世代路面電車の実装を通じた持続可能な交通体系の再構築 

 

市民の高次都市機能への充足度 

(主要都市にふさわしい都市機能が充分であると感

じる人の割合) 

10.3%※1 
充足感の 

向上 
R7年度末 

取組内容②：斜面市街地における高齢者の生活支援 

 市民の交通体系への満足度 
-0.3ﾎﾟｲﾝﾄ

※2 

満足度の 

向上 
R7年度末 

官民連携によるスマートシティの拡大 

 取組内容③：都市データプラットフォームの構築 

  都市ﾃﾞｰﾀﾌﾟﾗｯﾄﾌｫｰﾑを活用した新たなｻｰﾋﾞｽの実装

数 

(実験環境及びｵｰﾌﾟﾝﾃﾞｰﾀの活用によるものを含む) 

－ 5件以上 R7年度末 

 取組内容④：官民連携プラットフォームの構築 

  
ニーズ・シーズのマッチング数 － 30件以上 R7年度末 

  
コンソーシアムへの参加団体数 ４社 10者以上 R7年度末 

 
※１ 呉市民意識調査結果（R 元年度調査）の指標。   主要都市にふさわしい都市機能が充分であると感じる人の割合

を示す。 
※２ 呉市民意識調査結果（R元年度調査）の指標。 
   市域の交通体系に対する回答を，満足(2点)，やや満足(1 点)，どちらでもない(0 点)，やや不満足(-1 点)， 
  不満足(-2 点)として数値化し，平均した数値 
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6. 先端技術導入に向けた検討 

スマートシティくれの目指すべき姿を実現するための取組の進め方と実行計画による先行

取組を整理して，先行取組を選定するに至った「現状と課題」，「新技術導入の検討」，「取組

内容」を検討する。 

 

6.1 スマートシティくれの全体事業概要 

「スマートシティくれ」は，多分野の諸課題に対して新技術導入により，新たな解消を目

指している。地域の課題は多分野に及ぶことから，新技術を保有する民間事業者との連携に

よりスマートシティの拡大を進めることが効果的である。 

そこで，「取組の方向④ 官民連携プラットフォームの構築」によるニーズ・シーズのマッ

チングに取組み，スマートシティの展開を進める。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

スマートシティくれの取組の進め方 

多分野の様々な課題に対して， 

官民連携によるスマートシティ 

の拡大を展開する 

 

『官民連携プラットフォームの 

構築』による展開 

〔実行計画による先行取組〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 30年 7月豪雨の教訓 喫緊かつ重複的な課題 「交通基盤」 

取組１ 次世代路面電車の実装を通じた持続可能な交通体系の再構築 

取組２ 斜面市街地における高齢者の生活支援 

取組３ 都市データプラットフォームの構築 
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6.2 次世代路面電車の実装を通じた持続可能な交通体系の再構築 

(1) 現状と課題 

少子高齢化，モータリゼーションの進展によるバス利用者の減少，運転手の不足等により，

バス事業の維持が困難な状況となっている。これにより，さらにバス路線の廃止・短絡化な

どを引き起こしており，悪循環に陥っている。 

このような中，平成 30 年の豪雨災害時には，土砂災害により基幹道路が通行止めになり，

さらに，市内各所で深刻な渋滞が発生した。この時，広島呉道路の一部通行可能区間を JR呉

線の代行バス等が緊急通行する災害時 BRTを運行し，市民・通勤利用者の足を確保した。 

これを通じて，公共交通の必要性を市民が再認識するきっかけとなった。 

以上のような観点から，当区域では，次世代モビリティ（次世代 BRT，自動運転車両など）

や MaaSなどの新技術を活用し，持続可能な交通体系への再構築が必要となっている。 

 

 

■ 災害時の都市間交通を支える「災害時ＢＲＴ」 

・災害時には，４車線化される広島呉道路に専用

レーンを設置することにより，呉駅と広島市と

をつなぐ災害時ＢＲＴを実現 

 

 

 
資料：Ｒ元.11.27 「呉市の交通まちづくりに関するフォーラム」 

鈴木 克宗 氏（一般財団法人 道路新産業開発機構理事）講演資料から 

■ 自動運転車両の連節・分離のイメージ 
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(2) 新技術導入の検討 

現状の自動運転車両側における自己位置特定技術としては，以下のような技術がある。 

○磁気マーカー，電磁誘導線 

○高精度ＧＰＳ 

○車載センサー（ＬｉＤＡＲ：レーザースキャナーなど） 

現状，自動運転車両における自己位置特定技術については，その実装に向けての社会実験

が各所で実施されており，以下のような技術的課題が指摘されている。 

自動運転車両の実装に向けては，道路側の支援としての環境整備が必要となっている。 

 

■ 自動運転車両に関する自己位置特定技術の課題 

 技術的課題 必要となる道路側での支援技術 

課題① 

➢ 降雪・霧等の気象条件による機能低下 

⇒正確な自己位置特定が必要となる

箇所において誤差が発生 

⇒自己位置特定のための支援機能の整備 

課題② 
➢ 山間部，急こう配，分合流部で検知が

困難 
⇒自動運転に対応した走行空間の確保 

 

 

 



 

 

-
 
4
8 

- 

■ 自己位置特定のための支援技術 

 高精度３次元地図 磁気マーカー等 高精度ＧＰＳ 

導入候補 

 

 

    

技術概要 

➢ 事前に高精度３次元地図を作製し，走行車
両にカメラやLiDARなどのセンサーを取り付
け，カメラで取得した情報と地図とを照ら
し合せて位置情報を算出する方法。 

➢ 高精度３次元地図に交通情報などを付加し
たものが「ダイナミックマップ」と呼ば
れ，自動走行に求められる車線レベルの自
車両位置の特定を可能にし，分岐点におけ
る行先に応じた最適な車線の選択，右左折
に合わせた車線の選択を支援する。 

➢ 磁気マーカー又は電磁誘導線による２種類
がある。車両側は底部に設置したセンサー
で「磁気マーカー」等を検知し，走行場所
を特定する。 

➢ 「磁気マーカー」は，走行ルート上の道路
に磁石（マーカー）を埋設又は敷設し，Ｓ
極とＮ極の配置パターンにより，車両に対
して速度指定や停止等の情報の伝達を行
う。 

➢ 「電磁誘導線」は，走行ルート上に交流電
流が流れる誘導線を埋設し，自動運転車
を，当該電磁誘導線に沿って走行させる。 

➢ 高精度ＧＰＳは，衛星から（Ｘ，Ｙ，Ｚ座
標）の情報を受信し，かつ，電子基準点か
らの補正情報や慣性計測装置（IMU）を使っ
た補正により，車両の位置情報を特定す
る。 

技術特性 

➢ 位置特定では，降雪や霧等の気象変化等に
よるセンサー性能の低下が懸念。また，地
図データの精度の維持も課題。 

➢ 高精度３次元地図データは，車両位置特定
だけではなく，インフラの維持管理，防
災・減災への事前対策等，様々な分野での
活用が可能。 

➢ 電磁誘導方式では，磁気マーカーや電磁誘
導線の埋設など施設の整備と管理が必要と
なる。 

➢ 高精度ＧＰＳの場合は，山間部等地理的な
要因（切土面や樹木等）やトンネル・橋梁
下等構造的要因によってＧＰＳの測位精度
が低下したり，受信できないエリアの存在
が課題となる。 

技 術特 性 を
踏 まえ て 導
入 が想 定 さ
れる範囲 

 

➢ 設置コストは比較的安価。しかし，全道路
への電磁マーカー等の敷設は困難。 

➢ 限定された道路では，比較的導入しやす
い。 

 

概算整備単価 約 7,700千円/km 約 3,300千円/km(電磁誘導線の場合) （道路環境整備は該当なし） 

 

 

車両側のセンサー 

で検知 

衛星（Ｘ，Ｙ，Ｚ） 



 

 

-
 
4
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■ 自動運転に対応した走行空間整備の技術 

 着色舗装 路面表示の図柄の統一 自動運転専用標識 信号機連携制御 

導入候補 

  

 

 

技術概要 

➢ 自動運転車が安全かつ円滑に走
行できるように，自動運転車と
他の車両等を道路構造的に分離
するための対策の一つとして，
自動運転車専用車線に着色する
方法。 

➢ 着色舗装と同様に，自動運転車
と他の車両等を道路構造的に分
離するための対策の一つで，自
動運転車が走行することを明示
する路面標示を施すもの。 

➢ ＱＲコードが一体となった道路
標識で，道路上に設置されたＱ
Ｒコードを自動運転車に搭載さ
れたカメラが読み込むことで，
車両側は瞬時にさまざまな情報
を取得することが可能。 

➢ ルート上の交差点の信号制御器
に専用の無線装置を取り付け，
点灯している信号の色や点灯残
時間などの情報を自動運転車両
に送信。 

➢ 受け取った車両は，情報をもと
に自動運転で走行する。 

技術特性 

➢ 自動運転車走行車線とその他の
車線を視覚的に分離。ただし，
自動運転車両走行車線であるこ
とを周知する立看板や路面標示
等が必要。 

➢ 自動車メーカーから，自動運転
における実証の課題として，カ
ラー舗装等によるセンサー等の
認知誤差が挙げられている。 

➢ 路面標示図柄を統一することに
より，地域内だけではなく，地
域外からの来訪者にも理解可能
となり，自動運転車が走行する
ことが明確に認知される 

➢ ＱＲコードは，数字のみであれ
ば7,089字，英数4,296字，漢
字・かな1,817字のデータ格納
が可能。 

➢ ＱＲコードは，国際的にも広く
規格が普及しているため，今後
国際基準となる自動運転向けイ
ンフラが誕生する可能性もあ
る。 

➢ これまで，信号機の確認は車載
カメラを利用することが多かっ
たが，逆光や障害物での不識
別，確認信号の誤認識などの課
題があった。 

➢ 直接車両に信号機の情報を送る
ため，より正確に信号確認等が
可能となる。 

技術特性を踏
まえて導入が
想定される範
囲 

➢ 急カーブなど注意喚起を要する
エリアでの導入が想定される。 

➢ センサー等が誤って認識しない
ように，舗装などの反射率・反
射度の基準化が必要。 

－ － － 

概算整備単価 
約 29,700千円/km 

（※3m幅員） 
約 12,800千円/km 

（※1車線） 
約 5,500千円/km 約 500千円/km 



 

- 50 - 

(3) 取組内容 

① 取組の全体像 

《将来イメージ》 次世代モビリティ全体ネットワークの構築 

 

【都市間】 都市拠点等      広島市・広島空港等 
〈想定される交通モード〉 
・鉄道（ＪＲ呉線） 
・次世代ＢＲＴ 
・航路（フェリー・高速艇） など 

 

【拠点間】 都市拠点       地域拠点 

地域拠点       地域拠点 
〈想定される交通モード〉 
・鉄道（ＪＲ呉線） 
・次世代ＢＲＴ（※移動量が多い路線は隊列走行を検討） 
・路線バス・デマンドバス  など 

 

【拠点間】 都市・地域拠点内移動 
〈想定される交通モード〉 

・次世代モビリティ（小型自動運転車等） 
・デマンドバス・タクシー 
・ライドシェア・カーシェアリング 
・パーソナルモビリティ 
・自転車（レンタサイクル含む） 
・生活航路 など 

■ 次世代モビリティ全体ネットワーク構成イメージ 

至 広島市

至 広島空港

下蒲刈

警固屋
蒲刈

豊浜
豊

安浦

川尻

仁方

広

郷原

昭和天応

吉浦

宮原

中央

音戸

倉橋

都市拠点

地域拠点
阿賀

至 三原市

至 江田島市

至 松山市
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② 取組内容 

『都市間・地域間ネットワークの構築～災害発生時にも活躍する次世代路面電車の導

入～』 

 

■呉市電を「次世代路面電車」で復刻 

・呉駅を起点とする中・小型の次世代モビリティの導入 

・ピーク時間帯は隊列・連接バスによる大量輸送 

      

 

【次世代路面電車とは】 

 次世代の公共交通体系における基幹交通の運行形態

として，中・小型の自動運転車両がフレキシブルに連

節・分離し，ニーズに応じた効率的な運行を実現する

次世代路面電車の導入を想定。 

 

 

 

■ 都市間・地域間ネットワークイメージ（次世代路面電車導入イメージ） 

 

  

呉駅 

新広駅 

至 広島市 
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※上記には，車両導入費は含まない。 

■ 道路環境整備イメージ（例） 

 

 

  

【整備範囲】 

►延長約４km 

►将来的に自動運転循環線の実装

を想定 

 

概算 総事業費 

約 238,000 千円 

 

概算事業費 約 22,000 千円 

自動運転専用標識 

概算事業費 

約 30,800 千円 

三次元点群

データ 

 

概算事業費 約 13,200 千円 

磁気マーカー等(電磁誘導線) 

 

概算事業費 約 118,800

着色舗装 
 

概算事業費 約 51,200 千円 

路面表示の図柄の統一 

 

概算事業費 約 2,000 千円 

信号機連携制御 
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③ 今後の取組 

本市ではこれまで，2019年は燃料電池バスの走行及び災害時等を想定した燃料電池を電源

として活用するＰＲイベント，2021年には自動運転バスの走行実験など次世代モビリティ導

入に向けた社会実験を実施している。 

今後の取組としては，以下を検討・実証実験の実施によりニーズに合った実装を目指す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 社会実験の想定ルート（案） 

 

○取組の連携業種（案） 

運行主体 地元交通事業者 

乗り継ぎ連携 鉄道事業者，路線バス事業者，航路事業者 

MaaS MaaS 開発事業者（ＩＴベンダー等） 

 

 

  

○官民連携プラットフォームによるシーズ・ニーズのマッチングにより，次世代モビリ

ティの走行実験を順次拡大し，実装する次世代モビリティ，道路側の支援技術，実装

に向けての必要な公共空間の再整備等を検討する。 

○社会実験は呉駅巡回ルートから着手し，段階的に呉駅－新広駅の都市拠点間ルートな

どに拡大して社会実験を継続することにより，次世代モビリティの認知度・受容性の

向上を図るとともに，ルート・停留所・ダイヤ等の利用者ニーズを把握し，利用者ニ

ーズに適応した運行形態を検討する。 

○呉駅周辺地域総合開発（第 1期開発）の完了見込年度（2024年度）にあわせて，道

路環境整備を行い，次世代モビリティ（自動運転）の実装を目指す。 
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〔これまでの取組〕 

 

次世代モビリティ導入に向けた社会実験 

次世代モビリティの導入を軸とした新たな公共交通体系の構築に向けた社会実験 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

商店街の通行状況 

非常電源ＰＲイベント 

次世代バス(燃料電池バス)による社会実験 

〔2019 年 11 月 30 日,12 月 1 日, 12 月 7 日,12 月 8 日 〕 

自動運転バス 

自動運転バス走行実験 

〔2021 年 1 月 22 日～24 日 〕 
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6.3 斜面市街地における高齢者の生活支援 

(1) 現状と課題 

人口減少や少子高齢化の急速な

進行，公共交通利用者の減少，運転

手不足など，呉市の地域公共交通を

取り巻く環境は年々厳しさを増し

ている。このため，公共交通（バス

路線等）における従来どおりのサー

ビスの提供が困難となってきてお

り， 路線の廃止など， 公共交通（路

線バスやタクシー等）サービスは縮

小傾向にある。 

さらに，狭隘な道路が複雑に入り

組んでいる呉市の斜面地域におい

ては，以前から，最寄りバス停等と自宅とを接続する端末交通が整備されていないため，自

家用車移動に依存する傾向が高くなっている。 

これらは，高齢化が急速に進む中，高齢ドライバーによる交通事故の危険性の増加や自家

用車移動ができない人々の外出機会を制限する要因となっている。 

このような中，従来の公共交通稼働エリアの一部を補完するとともに，未整備であった端

末交通サービスを確保するツールとして，ファースト／ラストワンマイルの移動手段として

小型モビリティの導入が必要となっている。 

 

特に，呉市の斜面市街地など狭隘な道路が入り組んでいるエリアにおいては，小回りのき

く小型モビリティの導入が効果的である。 

特に斜面市街地に居住する高齢者は生活施設が利用しにくい状況であることから， ワンマ

イルモビリティの導入のあわせて，交通事業者，呉駅周辺地域や地域の商店街・病院等と連

携して，交通情報・店舗情報・割引クーポン，また COVID19 関連の密情報，災害時の道路情

報等の提供【生活支援 MaaS】により，ウ

ォーカブルなまちづくりにも寄与する

ことになり，高齢者の外出機会を拡大

し，高齢者の交流機会を増やすととも

に，運動不足の解消などにも寄与する。

また，家族などによる自家用車送迎など

第三者の負担軽減などにもつながる。 

災害時等においても，小回りのきく小

型モビリティは，地域内での人の移動や

物資の運搬などにおいて，その有効性を

発揮するものと想定される。 

 

路線バス・タクシー等の稼働エリア 

の稼働エリア 

図 呉市の路線バス網 

図 小型モビリティと路線バス等の役割分担 
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(2) 新技術導入の検討 

斜面市街地内の複雑に入り組んだ狭隘道路を安全に移動することが求められることから，

次世代モビリティ（小型自動運転車等）等の導入を図る。 

 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 超小型モビリティの事例 
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(3) 取組内容 

① 取組の全体像 

《将来イメージ》 地域内ネットワーク(ファースト/ラストワンマイル)の構築 

 

子供から高齢者までの幅広い市民の誰もが気軽に外出し，中心市街地等の都市機能を享受

できるように，特に斜面居住地を中心に，ファースト／ラストマイルハブと居住地周辺を結

ぶ，地域内ネットワークの構築に取組む。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 地域内の次世代モビリティネットワークの概念図 

 

○ 交通ターミナルと周辺エリアの間に，モビリティスポットを配置 

○ 次世代モビリティにより，交通ターミナルを起点とする地域内に次世代モビリティ

ネットワークを形成 

○ 交通事業者，商店街との連携により，特に高齢者が安心して外出できる生活支援 

ＭaaＳを構築 



 

 

-
 
5
8 

- 

② 取組内容 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

斜面市街地斜面市街地

斜面市街地

斜面市街地

モビリティ
スポット

モビリティ
スポット

モビリティ
スポット

呉駅
交通ターミナル

ファースト／ラストマイル ハブ 

次世代モビリティ，ファースト／ラス

トマイルモビリティの待機スペース，

待合機能を備えた乗り換え拠点 

ファースト／ラストマイル モビリティ 

小型・低速のファースト／ラストマイルモビ

リティにより，斜面市街地の移動手段を確保 

〈想定する交通モード〉 

・次世代モビリティ（小型自動運転車等） 

・デマンドバス・タクシー 

・ライドシェア・カーシェアリング 

・パーソナルモビリティ 

・自転車（レンタサイクル含む） 

・生活航路           など 

例）次世代モビリティ（トヨタ社製 e-Palette） 呉駅交通ターミナル 

バスタプロジェクトの一環として，

総合交通拠点を整備 
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③ 今後の取組 

2021年に，広島大学及び呉工業高等専門学校を連携して，斜面市街地の居住者を対象とし

て，「グリーンスローモビリティ」を利用し，呉駅及やバス停等の交通拠点，あるいはれんが

どおり等の市街地中心部への移動を体験して利用者の反応，交通手段として実装する場合の

課題の検証を目的として，日常生活等における新たな移動手段の利用可能性を検証する社会

実験を実施した。 

今後の取組としては，生活支援の検討を含めて，実証実験の実施によりニーズに合った実

装を目指す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ モビリティと生活支援の融合による生活支援 MaaSイメージ 

 

○取組の連携業種（案） 

運行主体 地元交通事業者 

生活支援 地元商店街，医療福祉団体（事業者） 

MaaS MaaS 開発事業者（ＩＴベンダー等） 

○呉市中心部を取り囲む各地の斜面市街地，さらに島嶼部に社会実験を順次拡大し，フ

ァースト／ラストワンマイルを担う公共交通としての課題を検証し，実装に向けて官

民連携プラットフォームによるマッチング，利便性向上のための必要な情報・機能，

地域による運営形態の検討等に取組む。 

〇斜面市街地に居住する特に高齢者の誰もが気軽に外出し，中心市街地等の生活施設が

利用しやすい環境づくりに向けて,ワンマイルのモビリティの導入とあわせて,交通事

業者,呉駅周辺地域や地域の商店街のテナント・各商店・病院等と連携して,発着時間

の調整・バスロケ情報・店舗情報・割引クーポン,予約，電子決済，COVID19 関連

の密情報,さらには災害時の道路情報等の提供の社会実験やアンケート調査により課題

を検証し，利用者と店舗が両者とも win-win の関係となる生活支援 MaaS を構築す

る。 

○将来的には，観光地情報やＪＲ等を含めた決済のシステム化等を含めた観光 MaaS も

視野に入れ，必要となる機能を検討する。 

○生活支援 MaaS は，呉駅周辺地域総合開発（第 1 期開発）の完了見込年度（2024

年度）にあわせて実装を目指す。 
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〔これまでの取組〕 

 

日常生活等における新たな移動手段の利用可能性を検証する社会実験 

 

斜面市街地の居住者を対象として，「グリーンスローモビリティ」を利用し，呉駅及やバス

停等の交通拠点，あるいはれんがどおり等の市街地中心部への移動を体験して利用者の反応，

交通手段として実装する場合の課題の検証を実施。 

 

実施主体：広島大学及び呉工業高等専門学校 

国土交通省「道路政策の質の向上に資する技術研究開発」（令和２年度）の支

援を受けて実施 
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6.4 都市データプラットフォームの構築 

(1) 現状と課題 

データ活用に関して，呉市においても全国的と同様な以下の課題を有している。 

〔データ活用に関する課題〕 

① サービスの再利用・横展開が困難 

個別最適化されたシステムで他地域への横展開が困難 

② 分野間データ利活用が困難 

各々が閉じたシステム（サービスとデータが１対１）で，分野間・都市内・都市

間のサービス連携が困難 

③ 拡張が低い 

システム拡張性が低く，各地域でゼロからの構築が必要で，開発のスピードダ

ウン・コストアップ 

 

これらを踏まえると，個別システム構築によるスマート化は進みつつあるが，データの連

携性・拡張性を念頭にした取組が必要であるとともに，「スマートシティくれ」の進め方であ

る「官民連携によるスマートシティの拡大・展開」を進めていくためには，先端技術を有す

る民間事業者が呉市実態を的確に把握することが必要であることから，都市データプラット

フォームの構築が必要である。 

 

(2) 新技術導入の検討 

シーズ調査における上記の課題を踏まえたデータプラットフォームの特徴は，以下のとお

りである。 

データの分野間，都市間などで利用を進めるためには，データをやり取りする間に「API」

（Application Programming Interface）を介して利用を展開することになる。 

 

■ データプラットフォームの特徴 

 

データ活用の課題  データプラットフォームの特徴 
   

① サービスの再利用・横展開 

 

① 相互運用（つながる） 

個別最適化されたシステムで他地域への
横展開が困難 
 

都市内・都市間のサービス連携や，各都
市における成果の横展開が可能 

   

② 分野間データ利活用 

 

② データ流通（ながれる） 

各々が閉じたシステム（サービスとデー
タが１対１）で，都市内・都市間のサー
ビス連携が困難 

様々なデータを仲介して連携させる仕組
み（サービスとデータがＮ対Ｎ）で，都
市・サービス間の連携が可能 

   

③ 拡張性の低さ 

 

③ 拡張容易（つづけられる） 

システム拡張性が低く，各地域でゼロか
らの構築が必要で，開発のスピードダウ
ン・コストアップ 

機能更新等による拡張の容易性，他地域
からの横展開により開発のスピードアッ
プとコストダウン 
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資料：内閣府「ｽﾏｰﾄｼﾃｨﾘﾌｧﾚﾝｽｱｰｷﾃｸﾁｬのつかい方」から抜粋 

■ データプラットフォームの構成要素と関係性イメージ 
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(3) 取組内容 

① 取組の全体像 

「第５次呉市長期総合基本計画」において，都市データプラットフォーム（都市ＯＳ）は

スマートシティの構成機能として位置づけられている。 

リーディングプロジェクトである呉駅周辺地域総合開発と連携した先行取組を進め，全市・

他分野に展開する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 都市データプラットフォームの将来イメージ 

  

市内全域に張り巡らされた高速通信網を基盤として，先端技術を活用した新たな交通サ

ービスや都市データプラットフォーム（都市ＯＳ）などでスマート化されたまちが，コン

パクトシティとネットワークの核である呉駅周辺から全市域に拡がる形で，Society5.0が

実現しています。 

そこから生まれる人と人との出会いや交流，集まる情報などから，様々な分野でイノベ

ーションが起こり，ライフスタイルが大きく変化するなど，全国の地方都市のモデルとな

り，新しい時代にふさわしい質の高い生活を楽しんでいます。 

（第５次呉市長期総合基本計画から抜粋） 
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② 取組内容 

「(仮)バスタ呉・データマネジメント」から 

成長・拡張し続ける『呉市・都市データプラットフォーム』 

 

呉駅周辺地域において整備を目指すバスターミナルにおいて，交通系データ，インフラ系

データを中心としたデータマネジメント（データストア，ＡＰＩ）を構築し，これを起点に，

地域間・サービス間で拡張された『呉市・都市データプラットフォーム』の構築を目指す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 成長・拡張する都市データプラットフォームイメージ 

 

■ 活用データとサービス分野（想定） 

データ分野 活用が想定されるデータ 活用が想定されるサービス分野 

交通 
GTFSデータ【国交省 標準化済】，ETC2.0デー

タ，道路交通情報，歩行者情報 

ルート検索・乗り物予約・決済，渋滞情報

提供 

防災 

気象データ，災害・道路交通情報，水位・潮位デ

ータ，避難所データ，避難状況データ，緊急物資

データ 

災害情報提供，避難情報提供 

避難所活動支援 

エネルギー 電力・ガス利用データ エネルギー利用最適化，省エネ意識の醸成 

セキュリティ GPSデータ 子ども・高齢者の見守り 

インフラ 

維持管理 

３Ｄマップデータ，地盤情報データ，設計デー

タ，点検・更新データ，ＧＩＳデータ 

公共施設維持管理の効率化・最適化 

観光 
人流動態データ，観光地情報，飲食・宿泊施設情

報，多言語情報，集客データ 

観光情報検索，宿泊施設検察・予約・決済 

健康 
成長記録データ，検診データ，診察・投薬データ 健康リスク評価，データヘルス，遠隔地医

療 

教育 
児童・生徒データ，教職員データ，学習記録情

報，学力データ 

学習支援，教育体制の効率化(遠隔教育等) 

生活利便性 
人口データ，マイナンバーデータ ， COVID-19接

触情報 

行政サービスの効率化 

農業 
経営データ，栽培データ，栽培環境データ，田畑

や有害鳥獣などのセンサデータ 

農業生産・経営の効率化・最適化 

物流 貨物動態データ，倉庫利用データ 輸送の効率化・最適化 

生産性 
生産量データ，在庫データ 生産の効率化・最適化 

新商品開発マッチング 

産業振興 購買データ，来客データ，店舗立地データ 販売促進・最適化，出店計画支援 
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【交通×観光×防災データマネジメントイメージ案】 

 

 
資料：内閣府「ｽﾏｰﾄｼﾃｨﾘﾌｧﾚﾝｽｱｰｷﾃｸﾁｬのつかい方」を参考に作成 

 

■ （仮）呉市・データプラットフォーム データマネジメントの構成要素 

 

 

 

 

  

（仮）呉市・データプラットフォーム データマネジメントの構成要素 

都市データプラッ
トフォーム構築に
向けたデータマネ
ジメントに着手 
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③ 今後の取組 

〔今後の取組①〕 

都市データの一つとして，2020年度は「公共交通情報のオールＧＴＦＳ化」を実施してい

る。以下に取組の目的・内容を示す。 

 

■公共交通情報のオールＧＴＦＳ化（Ｒ２年度取組中） 

○取組の目的 

現状，呉市では，ＪＲ呉線や基幹バス路線のＧＴＦ

Ｓ化は進んでいるが，生活バスや生活航路のデータ化

が進んでいない状況にある。 

例えば，呉駅からグリーンピアせとうちに行くため

の経路を Google マップで検索すると，右図のとおり結

果表示される。 

安浦駅まで行けば生活バスが運行されているが，経

路検索には未反映である。結果，利用客の利用機会が

喪失されている。 

こうしたことから，生活バスや生活航路の運

行情報のＧＴＦＳ化を実施し，オープン化を行

う必要がある。 

なお，本取組は，短期的には「利用客の増

加」，長期的には「（仮）バスタ呉・データマネジメント」の基幹データの整備を図るも

のである。 

 

 

 

○ＧＴＦＳデータ整備の効果 

  １ バスタ呉・データマネジメントの基幹データの整備 

  ２ 経路検索サービスに掲載されることによる利用機会の増加 

  ３ 多様な活用による事業の発展・業務の効率化 

 

 

  

ＧＴＦＳデータ作成を契機としてデータマネジメントを構築 

➢ すでにデータモデルが標準化されているバス情報標準ﾌｫｰﾏｯﾄ「GTFSデータ」を

機軸に交通系データを集積・管理 

➢ そのほか，“COVID-19の影響により影響が深刻な観光分野”や“平成３０年７

月豪雨災害を教訓に防災分野”等を順次，追加 

バスが走っているにもかかわらず，
経路検索に表示されない。 
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○実施内容 

～ 呉市の交通情報を無料で Googleマップに表示します ～ 

○生活バス１５路線（全１８路線中），乗合タクシー２路線（全２路線），航路５

路線（全５路線）のＧＴＦＳ化を実施 

ＳＴＥＰ① データベースの作成 

生活バス及び生活航路の運行情報に関する「GTFS-JP」データを作成 

 

ＳＴＥＰ ② データのオープン化 

作成したデータを，第三者が編集・加工等をできるようにインターネット上に

公開 

 

ＳＴＥＰ ③ 更新体制の確保 

参加事業者へ作業方法の説明，アンケート等を実施。 

ダイヤ改正や運休情報など，運行情報に変更がある場合の更新体制の確保に向

けて検討。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【サブ・プロジェクト】 Google マイ・マップの作成 
▶ ＧＴＦＳデータの整備に当たっては，位置情報（緯度・経度データ）の搭
載が，最も作業量が大きい。 

▶ Google マイ・マップは，位置情報を簡易に登録し，ＧＴＦＳ形式に変換
可能であることから，将来活用を視野に，文化財情報・観光情報などの
Google マイ・マップの作成を進行中である。 

国が示すコンテンツプロバイダ 
 ・ヴァル研究所     ・駅探 
 ・google        ・ジョルダン 
 ・ナビタイムジャパン 

データ化する項目 
 ・停留所（名称，読み仮名，緯度・経度） 
 ・路線・系統 ・時刻表 ・運賃表 等 
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〔今後の取組②〕 

取組１・取組２の進行に合わせて取得したデータは，実証事業で取得したデータを取組３

の都市データとして蓄積するとともに，システム検討を行う。また，蓄積したデータを基に

分析を行い，ＰＤＣＡサイクルにより実証内容の改良・改善を行い，ニーズに合った実装を

目指す。 

 

データ分野 活用が想定されるデータ 活用が想定されるサービス分野 

交通 
GTFSデータ【国交省 標準化済】，ETC2.0デー

タ，道路交通情報，歩行者情報 

ルート検索・乗り物予約・決済，渋滞情報提供 

防災 

気象データ，災害・道路交通情報，水位・潮位デ

ータ，避難所データ，避難状況データ，緊急物資

データ 

災害情報提供，避難情報提供 

避難所活動支援 

エネルギー 電力・ガス利用データ エネルギー利用最適化，省エネ意識の醸成 

セキュリティ GPSデータ 子ども・高齢者の見守り 

インフラ 

維持管理 

３Ｄマップデータ，地盤情報データ，設計デー

タ，点検・更新データ，ＧＩＳデータ 

公共施設維持管理の効率化・最適化 

観光 
人流動態データ，観光地情報，飲食・宿泊施設情

報，多言語情報，集客データ 

観光情報検索，宿泊施設検察・予約・決済 

健康 成長記録データ，検診データ，診察・投薬データ 健康リスク評価，データヘルス，遠隔地医療 

教育 
児童・生徒データ，教職員データ，学習記録情

報，学力データ 

学習支援，教育体制の効率化(遠隔教育等) 

生活利便性 
人口データ，マイナンバーデータ ， COVID-19接

触情報 

行政サービスの効率化 

農業 
経営データ，栽培データ，栽培環境データ，田畑

や有害鳥獣などのセンサデータ 

農業生産・経営の効率化・最適化 

物流 貨物動態データ，倉庫利用データ 輸送の効率化・最適化 

生産性 
生産量データ，在庫データ 生産の効率化・最適化 

新商品開発マッチング 

産業振興 購買データ，来客データ，店舗立地データ 販売促進・最適化，出店計画支援 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○取組の連携業種（案） 

ﾌﾟﾗｯﾄﾌｫｰﾑ構築 システム開発事業者（ＩＴベンダー等） 

取組１ 
次世代路面電車の実装を通じた持
続可能な交通体系の再構築 

取組２ 
斜面市街地における高齢者の生活
支援 

 

実証事業で 

取得したデータ 

 

 

３Ｄ都市データ 

○呉駅周辺地域総合開発 第 1期整備完了（2024年度末）までは,取組①，取組②の実証事

業に基づくデータ・３Ｄ都市データの蓄積及びシステム検討を行う。 

○蓄積データを基にＰＤＣＡサイクルにより改良・改善を行い，実証事業に取組みニーズ

に合った実装を目指す。 

実証事業によるデータ蓄積 

・利用者属性    ・発着地検索データ，検索を行った時間データ，利用ルート・停留所， 

・利用者数     ・利用店舗，病院等の利用需要，利用時間データ  等 

・ニーズ（アンケート調査結果等）  ・回答者属性  ・アンケート結果    等 

取組３   都市データプラットフォームの構築 
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6.5 取組の特徴の検討 

４つの取組について，「先進性」「効率性」「継続性」「汎用性」の観点から特徴を検討した。 

 

■ 取組の４つの特徴の内容 

観 点 内  容 

先進性 導入技術・工夫が既往事例より進歩していること 

効率性 維持管理の効率化やインフラ整備費削減等に寄与すること 

継続性 継続的に運営できる計画・体制であること 

汎用性 地域性によらない技術の活用・ノウハウであること 

 

 

【取組①】次世代路面電車の実装を通じた持続可能な交通体系の再構築 

先進性 
都市拠点内・間の公共交通を自動運転・MaaS などの新技術導入により，

災害時も含めて持続可能な公共交通体系を再構築する。 

効率性 
磁気マーカー等の新技術の設置は，官民連携により行うことで，維持管理

の効率化を図る。 

継続性 
自動運転等の新技術導入により，運転者不足等の問題解消の一助となり，

民間事業の継続が可能となる。 

汎用性 
都市拠点内の公共交通問題は，全国各地で生じており，汎用性のある新技

術導入により，問題解消を図っている。 

 

【取組②】斜面市街地における高齢者の生活支援 

先進性 

次世代モビリティ導入により，ファースト／ラストワンマイルの交通手段

を確保し，【取組①】と連携して，都市拠点内の総合的な交通体系を構築

する。 

効率性 
地域住民の運営が可能なモビリティであることから，公共交通インフラの

効率的な管理が可能となる。 

継続性 
低速で安全な次世代モビリティ導入により，地域住民等による運行・運営

が容易となり，地域ニーズに合わせた事業継続が可能となる。 

汎用性 
本市の特徴である狭隘道路が複雑に入り組んでいる斜面市街地は全国各

地に存在することから汎用性は高い。 
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【取組③】都市データプラットフォームの構築 

先進性 
多分野データで構築する地域プラットフォームの連携により，地域性を踏

まえた都市データプラットフォームを構築する。 

効率性 
ビッグデータ分析等により，公共交通維持やエネルギー供給，ごみ処理等

の最適化を図り，効率的な維持管理を図る。 

継続性 

アーバンデザインセンターを中心として，新たな民間事業者の参画によ

り，公・民・学・住が連携し，各主体がメリットを享受するビジネスモデ

ルを構築する。 

汎用性 
【取組④】と連携して，公共・民間のビックデータ化は一般化されつつあ

り，行政課題解消，ビジネスモデル構築への活用の汎用性は高い。 
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7. スマートシティ実装に向けたロードマップ 

リーディングプロジェクトである「呉駅周辺地域総合開発」の第１期開発の完了見込年度

である 2024 年度末との連携を踏まえて，呉市スマートシティ（第１期）となる本実行計画の

計画期間は 2025 年度末とし，交通まちづくりを起点とした各種サービスの実装・展開を目指

が，各種の取組は継続して展開する。 

 

 

■ ロードマップ 

2
0
1
9

2020年代

20 21 22 23 24 25 26 27 28 29

◆呉駅周辺地域総合開発
第１期整備

自動運転 道路環境整備
着手

自動運転の拡大

【取組１】
次世代路面電車
の実装を通じた
持続可能な
交通体系の
再構築

【取組３】
都市データ
プラット
フォームの

構築

GTFS
ﾃﾞｰﾀ整備

３Ｄ都市モデルの整備

取組①②の実証データ
都市データプラット

フォームの構築着手

官民連携
プラット
フォーム
の構築

◆コンソーシアムからアーバン
デーンセンターへの移行

リーディング
プロジェクト

◆ シーズ・ニーズマッチングの拡大
◆各種サービスの実証実験を展開

呉駅周辺地域総合開発（第１期開発）
の完了見込年度である2024年度末，
あるいは，本実行計画の終期である
2025年度末を目途に，実証事業によ
り改善を行い各取組を実装し，引き続
き拡大・展開を目指す。

斜面市街地での
生活支援MaaS

呉
市
の
動
き 構成員の拡充

【取組２】
斜面市街地
における
高齢者の
生活支援 実証事業

生活支援MaaSの拡大

実証事業

交通社会実験の実施
(市街地・斜面地 から 島嶼部・都市間へと 順次拡大)

蓄積データの拡大

◆官民連携プラット
フォームの構築

自動運転
実 装

生活支援
MaaS実装

システム
構築完成
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8. 構成員の役割分担 

実行計画の取組は，ＫＵＲＥスマートシティコンソーシアム（将来はＵＤＣ）が民間と連

携して実施する。 

また，呉市スマートシティは，民間事業者が主役となりスマートシティに関連した実証実

験やビジネスを行い，新たなビジネスの創造を推進するとし，この取組を「公・民・学の連

携組織」（アーバンデザインセンター）を中心として，公・民・学が連携した官民連携プラッ

トフォームにより，民間事業者との意見交換を行いながら，持続的にまちづくりの課題を解

消し続けるものとする。 

 

 

 

■ 役割分担・推進体制 
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9. 持続可能な取組とするための検討 

9.1 公・民・学の連携組織による取組 

呉市ではすでに，スマートシティモデル事業への応募を契機に「ＫＵＲＥスマートシティ

コンソーシアム」が組成されており，現在の取組を持続的に広げ，多様なステークホルダー

の連携組織として，行政，民間，学術研究機関からなる「アーバンデザインセンター」を設

立し，新たな価値を創造する取組を継続する。 

 

 

 

 
■ アーバンデザインセンターの構成イメージ 

※ 概念図は，いずれも「呉駅周辺地域総合開発基本計画」から転載 

 

 

  

〇 呉市
※ ほか関係協力機関や公益団体

※ 関係コンサルタント
※ 第１期開発事業者

（優先交渉権者）
※ ほかスマートシティ

連携企業
※ 交通事業者等

〇 広島大学
〇 呉工業高等専門学校
※ ほか学術機関

〇 ･･･ KUREｽﾏｰﾄｼﾃｨ ｺﾝｿｰｼｱﾑ の
構成団体

※ ･･･ そのほかUDCの主体として
想定される団体

公･民･学の連携イメージ (UDCKのﾊﾟﾝﾌﾚｯﾄより引用)

※ ＵＤＣの設立に向けて，現在のＫＵＲＥスマートシティコンソーシアムの構成団体に呉駅周辺総合開発（第１期開

発）の開発事業者（優先交渉権者）等を加え，ＵＤＣ設立準備組織を組成し，ＵＤＣの体制や活動方針を検討します。
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時代を変革する先駆的サービスの創造 

～ 交通まちづくりとスマートシティの実現に向けた社会実験 ～ 

茨城県常陸太田市 

自動運転実証実験 

 

ひたちＭａａＳ実証実験 

 

 

人と建物の健康をサポート 

するIoTスマートホーム実

証 
 

 

公・民・学の連携による新たな価値の創造 

～ 呉市版「リビングラボ」の実施 ～ 

鎌倉リビングラボ 

 

co-ba呉高専 

 

公・民・学の連携のイメー

ジ 

 

多用途に使える魅力的な広場空間の創造 

～ 公共空間の有効活用に向けた社会実験 ～ 

バスタマーケット 

 

 

大東ズンチャッチャ夜市 

 

 

柏の葉アーバンデザイン 

センター社会実験 

 

 

■ アーバンデザインセンターの取組例 
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9.2 持続可能なビジネスモデルの構築 

アーバンデザインセンターを中心に，官民連携により，多様なデータを都市データプラッ

トフォームに格納・蓄積し，多分野への展開検討，高質なサービスの開発を目指す。 

 

(1) ビジネスモデル確立に向けての課題 

民間事業者がスマートシティに取組む際の主な課題を整理した。 

○ 中小事業者にとってＭａａＳとは何かイメージがつかない。 

○ チャレンジには敷居が高い。 

○ マートなサービスを生み出すための資源（データ）がない。あるいは整理されてい

ない。 

○ 自動運転車両が開発されても，走行させるための専用レーンや通信環境，磁気マー

カーがない。 
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(2) 具体的取組とビジネス環境の変化 

民間事業者がスマートシティに取組む際の主な課題に対する取組の推進にあわせて，実装

フィールドを早期に整備することにより，取組の加速化を図る。 

これにより，ビジネス環境が変容し，新たなビジネス環境の創出につなげる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ ビジネスモデル組立に向けた取組 

 

 

 

 

・中小事業者にとってＭａａＳ

とは何かイメージがつかない。 

・チャレンジには敷居が高い。 

・自動運転車両が開発されても，

走行させるための専用レーンや

通信環境，磁気マーカーがない。 

・スマートなサービスを生み出

すための資源（データ）がない。

あるいは整理されていない。 

ビジネスモデル確立に向けての課題 

具 体 的 取 組 

道路空間の環境整備 プレーヤーの拡大 交通系データの活用・蓄積 

地域バス事業者，その他商業
事業者等における GTFS データ
の整備を促進 

交通系データ，インフラ系デ
ータ等のモデル検討を進め活
用・蓄積 

実証実験により具体的課題を
掘り起こし，実装に向けて更
なる検討 

実装フィールドの早期整備（データ蓄積・道路空間環境整備）により，取組を加速 

取 組 の 実 現 に よ る ビ ジ ネ ス 環 境 の 変 化 

ＭａａＳの実現 

●誰もが便利に移動可能とな

り，賑わいあるコンパクトシ

ティ，特色ある地域観光拠点

に人が集まる。 

●各エリアの特性に応じた「エ

リア広告」が来訪者にリアル

タイムで提供される。 

都市ﾃﾞｰﾀﾌﾟﾗｯﾄﾌｫｰﾑの構築 

●安定的なデータ活用が可能

となり，データ駆動型の新た

なサービスが生まれる。 

●データ駆動型サービスが展

開され，エリアの価値が高ま

る。 

次世代モビリティの導入 

●持続可能な公共交通体系が

確立され，移動弱者の外出が

増える。 

●「動く店舗」など，新たなビ

ジネスの幅が広がる。 

防 災 機 能 の 強 化 

●自動運転に向けた道路空間の環境整備により，災害時でも混雑しない交通体系を確保し，安心な

ビジネスフィールドを提供 
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■ ビジネスモデルイメージ 

 

 

 

  

利

用

者

呉

市

高質な生活・滞在サービスの提供

売上げの増加

人流データ

交通データ

消費データ

センシングデータ

最適化された
結合データ

売上げの増加

高質な移動サービスの提供

●取組に対応する
負担金等
●データ活用に伴う
負担金等

都市データ
プラットフォーム

民 間 事 業 者

呉駅周辺地域総合開発関係者

アーバンデザインセンター

● 飲食・物販事業者 ● 旅行・観光事業者
● 通信・ｱﾌﾟﾘ事業者 ● 医療機関
● 健康関連事業者 ・・・

●交通事業者 ●運輸事業者 ●ホテル事業者
●住宅開発事業者 ●商業ビル開発事業者
●テナント等 ・・・

●広島大学
●呉工業高等専門学校
●呉市 ●復建調査設計 ほか

※ ｱｰﾊﾞﾝﾃﾞｻﾞｲﾝｾﾝﾀｰを中心
と した組織体により，都市
ﾃﾞｰﾀﾌﾟﾗｯﾄﾌｫｰﾑの管理・活
用を提案・推進

（本コンソーシアムから移行）

●都市ブランドの向
上・知見の提供
●最適化された結合
データ

参画や協力

参画や協力

データ活用に
伴う負担金等

データ活用に
伴う負担金等
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10. データ利活用に関する検討 

10.1 活用を想定するデータ 

活用を想定するデータを以下に示す。（再掲） 

 

■ 都市データプラットフォームへの格納が想定されるデータ（再掲） 

データ分野 活用が想定される 
データ 

活用が想定される 
サービス分野 

交通 

GTFSデータ【国交省 標準化済】，
ETC2.0データ，道路交通情報，歩
行者情報 

ルート検索・乗り物予約・決済，渋滞情報提供 

防災 

気象データ，災害・道路交通情
報，水位・潮位データ，避難所デ
ータ，避難状況データ，緊急物資
データ 

災害情報提供，避難情報提供，避難所活動支援 

エネルギー 
電力・ガス利用データ エネルギー利用最適化，省エネ意識の醸成 

セキュリティ 
GPSデータ 子ども・高齢者の見守り 

インフラ 
維持管理 

３Ｄマップデータ，地盤情報デー
タ，設計データ，点検・更新デー
タ，ＧＩＳデータ 

公共施設維持管理の効率化・最適化 

観光 

人流動態データ，観光地情報，飲
食・宿泊施設情報，多言語情報，
集客データ 

観光情報検索，宿泊施設検察・予約・決済 

健康 
成長記録データ，検診データ，診
察・投薬データ 

健康リスク評価，データヘルス， 
遠隔地医療 

教育 
児童・生徒データ，教職員デー
タ，学習記録情報，学力データ 

学習支援，教育体制の効率化(遠隔教育等) 

生活利便性 
人口データ，マイナンバーデー
タ ， COVID-19接触情報 

行政サービスの効率化 

農業 

経営データ，栽培データ，栽培環
境データ，田畑や有害鳥獣などの
センサデータ 

農業生産・経営の効率化・最適化 

物流 貨物動態データ，倉庫利用データ 輸送の効率化・最適化 

生産性 
生産量データ，在庫データ 生産の効率化・最適化 

新商品開発マッチング 

産業振興 
購買データ，来客データ，店舗立
地データ 

販売促進・最適化，出店計画支援 
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10.2 データ利活用のスキーム 

データを利活用することでメリットが得られるステークホルダーを設定し，都市デー

タプラットフォームのデータ利活用による各ステークホルダーのメリット，ステークホ

ルダー間のサービスの流れ，データの流れを検討しデータ利活用のスキームを作成し

た。 

 

 

 

■ データ利活用のスキーム 

 

 

 

  

市民・住民・来訪者
◎新サービスの享受・新たな生活
◎生活のＱＯＬの向上

行 政
◎公共サービス効率化・充実
◎都市ブランドの向上

学術機関
◎データ分析
◎新技術の研究・開発

産業・企業
◎安定した経営の実現
◎新たなサービスの展開高質化・個人最適化されたサービス提供

都市データ
プラットフォーム

二次利用許諾さ
れた個人情報
（移動・購買・
健康データ等）

・二次利用許諾さ
れた個人情報

・匿名化された
オープンデータ

高
質
化
さ
れ
た
サ
ー
ビ
ス
提
供

新たな知見の共有・研究協力・連携

技
術
協
力
・
連
携

データの流れ サービスの流れ

・二次利用許諾さ
れた個人情報

・匿名化された
オープンデータ

・二次利用許諾さ
れた個人情報

・匿名化された
オープンデータ

・調査・分析データ・調査データ

・匿名化された
オープンデータ
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11. 横展開に向けた検討 

「取組の特徴」における汎用性は以下のとおりであり，呉市特有の問題に対応する取組で

あるが，程度の大小はあるが全国的な問題に対応する取組である。 

また，公・民・学により連携組織を組成して，各種のまちづくり課題に取り組んでいる事

例も増加しつつあることから，多様な分野からの参画により多様なネットワークを活かした

取組の展開も行いやすいと考える。 

呉市スマートシティによる先行的な取組によりノウハウの蓄積とモデル化を進め，全国に

展開を図る。 

■ 各取組の汎用性の特徴・留意事項 

取組 汎用性の特徴・留意事項 

【取組①】 

次世代路面電車の実

装を通じた持続可能

な交通体系の再整備 

都市拠点内の公共交通問題は，全国各地で生じており，一般的な新技

術導入により問題解消を図ることから汎用性は高い。 

 次世代路面電車の導入を検討する中心部の幹線道路は，６車線（片

側３車線）の幅員を有する道路が多いことから，専用レーンの設置

等による自動運転バスは比較的導入しやすい環境であるが，自動運

転技術の向上との関係によるが，安全な走行環境の確保が必要であ

る。 

 これまでに２回の次世代モビリティ導入に向けた社会実験を実施

しており，次世代モビリティに対する市民の認知度・受容性は高ま

ってきていると考えられる。安全なモビリティであることを市民に

理解してもらう取組が必要である。 

【取組②】 

斜面市街地における

高齢者の生活支援 

本市の特徴である狭隘道路が複雑に入り組んでいる斜面市街地は全

国各地に存在することから汎用性は高い。 

 電動小型モビリティは満充電からの走行距離が比較的短いものが

多いが，本市の斜面市街地は，平坦地から急勾配で斜面地から平坦

地（バス路線等）までは比較的短距離であることから，実用性が高

いと考えられる。斜面市街地からバス路線等までが長距離の場合

は，車両性能による運行便数があることに留意が必要である。 

 2021 年の実証実験では，地元タクシー会社の協力により運転手の提

供が得られたことで安全な環境で実証実験が実施できた。一般の方

でも運転は可能であるが，狭隘な道路を運転することから，地元協

力が得られるかどうかに留意する必要がある。 

【取組③】 

都市データプラット

フォームの構築 

公共・民間のビックデータ化は一般化されつつあり，行政課題解消，

ビジネスモデル構築への活用の汎用性は高い。 

 都市データプラットフォームの管理・活用の提案・推進は，アーバ

ンデザインセンターを中心とした組織体が担うと計画している。ア

ーバンデザインセンターは，リーディングプロジェクトに位置づけ

ている「呉駅周辺地域総合開発」で設立が示され実現性は高い。 

 都市データプラットフォームは情報管理等の問題との関係が深い

側面もあることから，公共公益的な組織体が関与することが望まれ

る。 
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参考   Ｒ２年度に実施した実証実験の概要 

呉市スマートシティコンソーシアム構成員である広島大学，呉工業高等専門学校では，交

通に関する先進技術導入の研究を行っており，Ｒ２年度には２大学，呉市が連携して，以下

の実証事業を実施した。その概要とアンケート結果（速報）を以下に示す。 

 

 

 

検証内容 

（１）「世代都市内モビリティの接続性に関する検証」 

都市内交通としての自動運転車両や GSM 等との円滑な接続機能の検証 

（実証主体：広島大学，呉工業高等専門学校） 

 

（２）「自動運転バス走行実験」 

次世代モビリティの導入を軸とした新たな公共交通体系の構築に向けて，市民の皆さま

に無料で自動運転バスの公道走行を体験していただく社会実験 

（実証主体：呉市） 
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（１）世代都市内モビリティの接続性に関する検証 

１）実証実験の概要 

実施期間 Ａルート：本通付近～清水・三和町 

令和 2年 11 月 28 日～12月 4 日 

Ｂルート：ＪＲ呉駅～清水・三和町 

令和 2年 12 月 5 日～12月 11 日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実験車両 

幅員の狭い地域内道路を走行することから，コンパクトな車体であ

るグリーンスローモビリティを実験車両（YAMAHA 製４人乗りカー

ト）とした。 
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２）実証実験結果（速報） 

実証実験で取得したアンケート結果のうち，新しいモビリティ導入に関する内容の概要を

示す。 

○グリーンスローモビリティのイメージ 

グリーンスローモビリティのイメージは，「環境に優しい」や「小回りがきく」等のイメ

ージが高く，「夏や冬の快適さ」や「悪天候時の快適さ」等乗車環境に関するイメージが低

い。 

■グリーンスローモビリティのイメージ 

 

 

○グリーンスローモビリティの商店街への乗り入れについて 

グリーンスローモビリティがれんがどおりに乗り入れることについては，危険に感じる

ことはなく賛成する回答者が約７割であり，概ね理解を得られている。一方で，自由意見

では危険性を感じている回答者や必要性を感じない回答者も一定数存在する。 

今回の実験については，良い取り組みであるの印象が強い。 

■グリーンスローモビリティ走行時の状況・商店街への影響 

 

■今回の実験の印象 

 

1 2 3 4 5 1 2 3 4 5

環境にやさしい（Green） 121 30 9 4 0 164 73.8% 18.3% 5.5% 2.4% 0.0% 92.1%

解放感がある（Open） 90 41 17 9 2 159 56.6% 25.8% 10.7% 5.7% 1.3% 82.4%

風景を楽しめる（Slow） 84 38 20 10 6 158 53.2% 24.1% 12.7% 6.3% 3.8% 77.2%

安全性が高い（Safety） 42 40 41 25 8 156 26.9% 25.6% 26.3% 16.0% 5.1% 52.6%

小回りがきく（Small） 100 44 12 4 2 162 61.7% 27.2% 7.4% 2.5% 1.2% 88.9%

静か・騒音がない 105 37 15 3 1 161 65.2% 23.0% 9.3% 1.9% 0.6% 88.2%

先進的である 69 42 33 11 4 159 43.4% 26.4% 20.8% 6.9% 2.5% 69.8%

乗り心地がよい 20 45 57 22 4 148 13.5% 30.4% 38.5% 14.9% 2.7% 43.9%

乗り降りがしやすい 51 63 31 8 1 154 33.1% 40.9% 20.1% 5.2% 0.6% 74.0%

荷物が運びやすい 53 44 35 19 4 155 34.2% 28.4% 22.6% 12.3% 2.6% 62.6%

悪天候時にも快適 19 24 39 49 22 153 12.4% 15.7% 25.5% 32.0% 14.4% 28.1%

夏や冬にも快適 18 21 43 52 18 152 11.8% 13.8% 28.3% 34.2% 11.8% 25.7%

登坂しやすい 48 41 38 19 8 154 31.2% 26.6% 24.7% 12.3% 5.2% 57.8%

速度にストレスがない 39 35 49 28 8 159 24.5% 22.0% 30.8% 17.6% 5.0% 46.5%

道路混雑が発生しにくい 36 26 46 31 18 157 22.9% 16.6% 29.3% 19.7% 11.5% 39.5%

密閉感がない 68 51 32 5 3 159 42.8% 32.1% 20.1% 3.1% 1.9% 74.8%

気軽に利用できる 50 47 44 12 4 157 31.8% 29.9% 28.0% 7.6% 2.5% 61.8%

子供の反応が良い 37 46 41 12 3 139 26.6% 33.1% 29.5% 8.6% 2.2% 59.7%

高齢者や障がい者が利用しやすい 74 52 22 9 5 162 45.7% 32.1% 13.6% 5.6% 3.1% 77.8%

暮らしやすくなる 66 52 31 10 3 162 40.7% 32.1% 19.1% 6.2% 1.9% 72.8%

1+2

合計そう思う
やや

そう思う

どちらで

もない

あまり

思わない
思わないそう思う

やや

そう思う

どちらで

もない

あまり

思わない
思わない

合計

回答者数 割合

1 2 3 4 5 1 2 3 4 5

危険や不安は感じなかった 168 15 11 19 29 242 69.4% 6.2% 4.5% 7.9% 12.0% 75.6%

れんがどおりの通行に影響はなかった 159 20 23 14 25 241 66.0% 8.3% 9.5% 5.8% 10.4% 74.3%

商店街に来るときの利便性が良くなった 159 22 40 12 8 241 66.0% 9.1% 16.6% 5.0% 3.3% 75.1%

まちの魅力が向上した 126 31 47 18 14 236 53.4% 13.1% 19.9% 7.6% 5.9% 66.5%

1+2

合計

割合

そう思う やや そう思う どちら でもない あまり 思わない 思わない

回答者数

そう思う やや そう思う どちら でもない あまり 思わない 思わない
合計

回答者数 割合

良い試みだと思う 194 79.8%

やや良い試みだと思う 24 9.9%

どちらでもない 18 7.4%

やや良い試みではないと思う 2 0.8%

良い試みではないと思う 5 2.1%

合計 243 100.0%
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（２）自動運転バス走行実験 

１）実証実験の概要 

実施期間 令和 3年１月 22 日～1月 24 日 

 

実験車両 

自動運転バス （日野ポンチョ改造車） 
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２）実証実験結果（速報） 

実証実験で取得したアンケート結果のうち，新しいモビリティ導入に関する内容の概要を

示す。 

 

○車両の快適性について 

通常のバスと比較して，やや悪

いと感じる方が若干いるが，８割

強の方は快適と感じている。 

 

 

 

 

 

 

○車両の安全性について 

通常のバスと比較して，やや不

安と感じる方が約１２％である

が，約８割の方は安全と感じてい

る。 

 

 

 

 

 

 

○自動運転バスを街なかで見た際のイメージ 

街なかで自動運転バスが走行

しているイメージは約８割の方

は，魅力的に感じている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

52%
34%

7%
6%

0% 1%
車両の快適性

1.快適

2.やや快適

3.どちらでもない

4.やや悪い

5.悪い

無回答

(通常のバスと比較して)

44%

35%

6%

12%

1% 2%
車両の安全性

1.安全だと感じた

2.やや安全だと感じた

3.どちらでもない

4.やや不安だと感じた

5.不安だと感じた

無回答

(通常のバスと比較して)

62%21%

8%

1% 0%

8%

自動運転バスを街なかで見た際のイメージ

1.魅力的に感じる

2.やや感じる

3.どちらでもない

4.あまり感じない

5.全く感じない

無回答
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呉
駅
周
辺
地
域
を
起
点
に
自
動
運
転
を
拡
大

Ｋ
Ｕ
Ｒ
Ｅ
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
モ
デ
ル
事
業
実
行
計
画

（
呉
市
）

平
成
3
0
年
7
月
豪
雨
災
害
を
教
訓
に
，
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
の
取
組
に
よ
る
復
興
と
地
方
都
市
が
抱
え
る
課
題
の
解
決
を
目

指
す
。

呉
駅
周
辺
地
域
総
合
開
発
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
活
か
し
，
ス
マ
ー
ト
モ
ビ
リ
テ
ィ
の
先
駆
的
実
装
を
進
め
，
次
世
代
モ
ビ
リ

テ
ィ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
形
成
及
び
オ
ー
ル
くれ

に
よ
る
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
の
拡
大
を
目
指
す
。

目
標

取
組
概
要

体
制

将
来
像

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

・市
民
の
高
次
都
市
機
能
へ
の
充
足
感

充
足
感
の
向
上
(R
7
年
度
末
)

・市
民
の
交
通
体
系
へ
の
満
足
度

満
足
度
の
向
上
(R
7
年
度
末
)

・都
市
ﾃﾞ
ｰﾀ
ﾌﾟ
ﾗｯ
ﾄﾌ
ｫｰ
ﾑを
活
用
し
た
新
た
な
ｻｰ
ﾋﾞ
ｽの
実
装
数

5
件
以
上
(R
7
年
度
末
)

・ニ
ー
ズ
・シ
ー
ズ
の
マ
ッ
チ
ン
グ
数

3
0
件
以
上
(R
7
年
度
末
)

・コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
へ
の
参
加
団
体
数

1
0
者
以
上
(R
7
年
度
末
)

K
U
R
E
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ

コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム

快
適
な
暮
ら
し
や
持
続
可
能
な
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ

ル
の
確
立
に
向
け
て
，
交
通
関
係
デ
ー
タ
を
起

点
に
，
産
学
官
民
の
連
携
に
よ
り
，
成
長
・
拡

張
し
続
け
る
都
市
デ
ー
タ
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
構
築

質
の
高
い
生
活
と
新
産
業
の
創
造
に
向
け
て
,

ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
企
業
を
含
む
幅
広
い
プ
レ
ー
ヤ
ー

の
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
を
生
み
育
て
る
「
民
が
主

役
」
の
官
民
連
携
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
構
築

取
組
３

都
市
デ
ー
タ
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
構
築

官
民
連
携
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
構
築

呉
駅
周
辺
地
域
を
起
点
に
次
世
代
路
面
電

車
（
次
世
代
Ｂ
Ｒ
Ｔ
）
や
Ｍ
ａ
ａ
Ｓ
な
ど
の

新
技
術
を
活
用
し
た
持
続
可
能
な
交
通
体
系

の
再
構
築

取
組
１
次
世
代
路
面
電
車
の
実
装

を
通
じ
た

持
続
可
能
な
交
通
体
系
の
再
構
築

斜
面
市
街
地
，
島
し
ょ
部
等
の
地
形
条
件

で
快
適
に
住
み
続
け
る
た
め
、
生
活
支
援
施
設

と
連
携
し
、
公
共
交
通
を
補
完
す
る
フ
ァ
ー
ス
ト
/

ラ
ス
ト
ワ
ン
マ
イ
ル
の
交
通
体
系
の
再
構
築

取
組
２

斜
面
市
街
地

に
お
け
る

高
齢
者
の
生
活
支
援

呉
駅
周
辺

都
市
デ
ー
タ
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
と
官
民
連
携
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
に
よ
り
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
を
持
続
的
に
拡
大

次
世
代
路
面
電
車

か
ら
デ
ー
タ
と
サ
ー
ビ
ス
を
拡
大

生
活
支
援
・
ラ
ス
ト
マ
イ
ル
モ
ビ
リ
テ
ィ

か
ら
デ
ー
タ
と
サ
ー
ビ
ス
を
拡
大

公

民
学

呉
市

復
建
調
査
設
計

株
式
会
社

広
島
大
学

呉
工
業
高
等
専
門
学
校

自
動
運
転
道
路
環
境
整
備
・

自
動
運
転
導
入
実
証
事
業

～
2
0
2
4
年
度

G
T
F
S
デ
ー
タ
整
備

3
D
都
市
モ
デ
ル
の
整
備

＜
継
続
実
施
＞


交
通
社
会
実
験
（
市
街
地
・斜

面
地
か
ら
島
嶼
部
・
都
市

間
へ
と
順
次
拡
大
）


3
D
都
市
モ
デ
ル
の
整
備


都
市
デ
ー
タ
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
構
築


ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
く
れ

官
民
連
携
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
構
築


コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
か
ら
ア
ー
バ
ン
デ
ザ
イ
ン
セ
ン
タ
ー
へ
の
移
行
・

構
成
員
の
拡
充


各
種
サ
ー
ビ
ス
の
実
証
実
験
の
展
開

誰
も
が
快

適
で
効

率
的

に
移

動
で
き
る
ま
ち

コ
ン
パ
ク
ト
で

機
能
的
な
ま
ち

ス
マ
ー
ト
農
業

テ
レ
ワ
ー
ク

ス
マ
ー
ト

プ
ラ
ン
ニ
ン
グ

賑
わ
い
と
交
流
に

あ
ふ
れ
る
ま
ち

文
化
継
承

Ａ
Ｒ
・
Ｖ
Ｒ

外
出
支
援

誰
も
が
快
適
・
健
康
に

暮
ら
せ
る
ま
ち

遠
隔
医
療

遠
隔
教
育

ド
ロ
ー
ン
配
送

災
害
に
強
い

安
全
・
安
心
な
ま
ち

ス
マ
ー
ト
イ
ン
フ
ラ

燃
料
電
池

Ｅ
Ｖ
車
両

ド
ロ
ー
ン
活
用

暮
ら
し
や
す
い
ま
ち
の
実
現
と

新
産
業
の
創
出

ス
マ
ー
ト
モ
ビ
リ
テ
ィ
を
起
点
に

ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
の
集
積
・
活
用
を
加
速

※
官
民
連
携
ﾌﾟ
ﾗｯ
ﾄﾌ
ｫｰ
ﾑの

取
組
（
R
3
～
）
に
よ
り

今
後
更
に
体
制
を
拡
充

※
将
来
的
に
ｱｰ
ﾊﾞ
ﾝﾃ
ﾞｻ
ﾞｲ
ﾝｾ
ﾝﾀ
ｰへ
移
行
予
定

蓄
積
デ
ー
タ
の
拡
大

2
0
2
1
年
度
実
装

斜
面
市
街
地
生
活
支
援
M
a
a
S
構
築
・

次
世
代
モ
ビ
リ
テ
ィ
導
入
実
証
事
業

2
0
2
5
年
度

取
組
①
、
②
の
実
証
デ
ー
タ
蓄
積
・

都
市
デ
ー
タ
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
構
築

生
活
支
援
M
a
a
S
の
拡
大

取
組
１ 取
組
２ 取
組
３

自
動
運
転

実
装

2
0
2
9
年
度

生
活
支
援

M
a
a
S
実
装

シ
ス
テ
ム

構
築
完
成

≪
エ
リ
ア
拡
大
≫

市 街 地 ・ 斜 面 地

島 嶼 部 ・ 地 域 間

呉
駅
周
辺
地
域
総
合
開
発
(第

１
期
開
発
)の
完
了
見
込
年

度
(2
0
2
4
年
度
末
)，

あ
る
い
は
2
0
2
5
年
度
末
を
目
途
に
，

実
証
事
業
に
よ
り
改
善
を
行
い
各
取
組
を
実
装
し
，
引
き
続
き

拡
大
・展

開
を
目
指
す
。
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企
業
・
店
舗

デ
ー
タ

交
通
関
係
デ
ー
タ

カ
メ
ラ
等

セ
ン
シ
ン
グ

デ
ー
タ

行
政
デ
ー
タ

住
民
デ
ー
タ

個
人

デ
ー
タ

気
象

デ
ー
タ

決
済

デ
ー
タ

都
市
拠
点

地
域
拠
点

Ｋ
Ｕ
Ｒ
Ｅ
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
モ
デ
ル
事
業
実
行
計
画

１

平
成
３
０
年
７
月
豪
雨
災
害
を
教
訓
に
，

ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
の
取
組
に
よ
る
復
興
と
地
方
都
市
が
抱
え
る
課
題
の
解
決
を
目
指
す
。

呉
駅
周
辺
地
域
総
合
開
発
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
活
か
し
，
ス
マ
ー
ト
モ
ビ
リ
テ
ィ
の
先
駆
的
実
装
を
進
め
，
次
世
代
モ
ビ
リ
テ
ィ
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
形
成
及
び
オ
ー
ル
く
れ
に
よ
る
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
の
拡
大
を
目
指
す
。

呉
駅
周
辺
地
域
を
起
点
と
し
た

ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
の
推
進
に
よ
る
都
市
の

リ
・
デ
ザ
イ
ン

と
ブ
ラ
ン
ド
力

の
向
上

本
実
行
計
画

の
ビ
ジ
ョ
ン

誰
も
が
快
適
で
効
率
的
に
移
動
で
き
る
ま
ち

災
害
に
強
い
安
全
・
安
心
な
ま
ち

誰
も
が
快
適
・
健
康
に
暮
ら
せ
る
ま
ち

賑
わ
い
と
交
流
に
あ
ふ
れ
る
ま
ち

コ
ン
パ
ク
ト
で
機
能
的
な
ま
ち

交
通
の
強
化
・
確
保
・
渋
滞
対
策

公
・
民
・
学
連
携
の
継
続
・
拡
大

産
業
・
経
済
の
復
興

災
害
時
Ｂ
Ｒ
Ｔ
に
よ
り
呉
I
.C
か
ら

広
島
呉
道
路
に
進
入
す
る
バ
ス

呉
駅
周
辺
地
域
総
合
開
発
の
一
環
と
し
て

再
活
用
を
目
指
す
旧
そ
ご
う
呉
店
跡
地

「
広
島
・
呉
・
東
広
島
都
市
圏

災
害
時
交
通
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
検
討
会
」

に
よ
る
総
合
訓
練
の
様
子

■
対
象
区
域
の
概
要
【
広
島
県
呉
市
】

面
積
：
35
2.
81
㎢

人
口
：
21
7,
28
9
人
(R
3
.1
末
)

位
置
図

呉
駅
周
辺
地
域

豪
雨
災
害
か
ら
の
復
興
に
向
け
て

ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
を
市
全
体
に
拡
大
す
る
た
め

対
象
区
域
は
呉
市
全
域
（緑
色
部
分
）と
し
ま
す
。

本
事

業
全

体
の

概
要

呉
市

が
目

指
す

５
つ

の
都

市
像

平
成
30
年
7月

豪
雨
災
害
か
ら
の
復
興
に
向
け
て

安
全
・
安
心

効
率
的

都
市
経
営

快
適
・
健
康

交
流
促
進

交
通
基
盤

事
業
の
セ
ー
ル
ス
ポ
イ
ン
ト

次
世
代
路
面
電
車

か
ら
デ
ー
タ
と
サ
ー
ビ
ス
を
拡
大

都
市
デ
ー
タ
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

と
官
民
連
携
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

に
よ
り
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
を
持
続
的
に
拡
大

斜
面
市
街
地
，
島
し
ょ
部
等
の
地
形
条
件
で

快
適
に
住
み
続
け
る
た
め
，
生
活
支
援
施
設
と

連
携
し
た
公
共
交
通
を
補
完
す
る
フ
ァ
ー
ス
ト
/

ラ
ス
ト
ワ
ン
マ
イ
ル
の
交
通
体
系
の
再
構
築

呉
駅
周
辺
地
域
を
起
点
に
次
世
代
路
面
電
車

（
次
世
代
B
R
T
）
や
Ｍ
ａ
ａ
Ｓ
な
ど
の
新
技
術

を
活
用
し
た
持
続
可
能
な
交
通
体
系
の
再
構
築

生
活
支
援
・
ラ
ス
ト
マ
イ
ル
モ
ビ
リ
テ
ィ

か
ら
デ
ー
タ
と
サ
ー
ビ
ス
を
拡
大

快
適
な
暮
ら
し
や
持
続
可
能
な
ビ
ジ
ネ
ス

モ
デ
ル
の
確
立
に
向
け
て
，
交
通
関
係
デ
ー

タ
を
起
点
に
，
産
学
官
民
の
連
携
に
よ
り
，

成
長
・
拡
張
し
続
け
る
都
市
デ
ー
タ
プ
ラ
ッ

ト
フ
ォ
ー
ム
を
構
築

質
の
高
い
生
活
と
新
産
業
の
創
造
に
向
け

て
，
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
企
業
を
含
む
幅
広
い

プ
レ
ー
ヤ
ー
の
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
を
生
み

育
て
る
「
民
が
主
役
」
の
官
民
連
携
プ
ラ
ッ

ト
フ
ォ
ー
ム
を
構
築

取
組
１

次
世
代
路
面
電
車
の
実
装

を
通
じ
た

持
続
可
能
な
交
通
体
系
の
再
構
築

取
組
２

斜
斜
面
市
街
地

に
お
け
る

高
齢
者
の
生
活
支
援

取
組
３

都
市
デ
ー
タ
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
の
構
築

官
民
連
携
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
構
築

～
「
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
く
れ
」
の
推
進
に
よ
る
都
市
の
リ
・
デ
ザ
イ
ン
と
ブ
ラ
ン
ド
力
の
向
上
～

（
Ｋ
Ｕ
Ｒ
Ｅ
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
）



◼
運
営
体
制

◼
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
の
目
標
(K
P
Iの
設
定
)

◎
現
在
，
組
成
し
て
い
る
「
Ｋ
Ｕ
Ｒ
Ｅ
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
」
を

母
体
と
し
て
，
現
在
の
取
組
を
持
続
的
に
広
げ
，
新
た
な
価
値
を
創
造
し
続
け

て
い
く
た
め
，
多
様
な
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
の
連
携
組
織
と
し
て
，
「
ア
ー
バ

ン
デ
ザ
イ
ン
セ
ン
タ
ー
」
を
設
立
す
る
。

◎
ア
ー
バ
ン
デ
ザ
イ
ン
セ
ン

タ
ー
を
中
心
に
，
官
民
連

携
に
よ
り
，
多
様
な
デ
ー

タ
を
都
市
デ
ー
タ
プ
ラ
ッ

ト
フ
ォ
ー
ム
に
格
納
・
蓄

積
し
，
多
分
野
へ
の
展
開

検
討
，
高
質
な
サ
ー
ビ
ス

の
開
発
を
目
指
す
。

◼
導
入
技
術

■
次
世
代
路
面
電
車
の
実
装
を
通
じ
た
持
続
可
能
な
交
通
体
系
の
再
構
築

Ｋ
Ｐ
Ｉ

現
況
値

目
標
値

『
次
世
代
モ
ビ
リ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
形
成
』

取
組
の
方
向
①

次
世
代
路
面
電
車
の
実
装
を
通
じ
た
持
続
可
能
な
交
通
体
系
の
再
構
築

市
民
の
高
次
都
市
機
能
へ
の
充
足
感

（
主
要
都
市
に
ふ
さ
わ
し
い
都
市
機
能
が
充
分
で
あ
る
と
感
じ
る
人
の
割
合
）

1
0

.3
％

充
足
感
の
向
上

取
組
の
方
向
②

斜
面
市
街
地
に
お
け
る
高
齢
者
の
生
活
支
援

市
民
の
交
通
体
系
へ
の
満
足
度

-
0

.3
p
t
満
足
度
の
向
上

『
官
民
連
携
に
よ
る
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
の
拡
大
』

取
組
の
方
向
③

都
市
デ
ー
タ
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
構
築

都
市
デ
ー
タ
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
活
用
し
た
新
た
な
サ
ー
ビ
ス

の
実
装
数

（
実
験
環
境
及
び
オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ
の
活
用
に
よ
る
も
の
を
含
む
。
）

－
５
件
以
上

取
組
の
方
向
④

官
民
連
携
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
構
築

ニ
ー
ズ
・
シ
ー
ズ
の
マ
ッ
チ
ン
グ
数

－
3

0
件
以
上

コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム

（
移
行
後
は
ア
ー
バ
ン
デ
ザ
イ
ン
セ
ン
タ
ー
）
の
参
加
団
体
数

4
者

1
0
者
以
上

■
都
市
デ
ー
タ
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
構
築

◎
ワ
ン
マ
イ
ル
の
モ
ビ
リ
テ
ィ
の
導
入
と
あ
わ
せ
て
,交

通
事
業
者
,呉

駅
周
辺
地
域
や
地
域
の
商
店
街
の
テ
ナ

ン
ト
・
各
商
店
・
病
院
等
と
連
携
し
て
,情

報
発
信
，

予
約
，
電
子
決
済
，

C
O
V
ID
1
9
関
連
の
密

情
報
発
信
等
の
機
能
を

有
す
る
,
利
用
者
と
店

舗
な
ど
が
両
者
と
も

w
in
-w
in
の
関
係
と
な

る
“生

活
支
援
M
a
a
S
”

の
導
入

◎
次
世
代
モ
ビ
リ
テ
ィ
(次

世
代
B
R
T
，
自
動
運
転
車

両
等
)や
M
a
a
S
等
の
新
技
術
を
導
入

◎
呉
駅
周
辺
地
域
に
お
い
て
整
備
を
目
指
す
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
に
お
い
て
，

交
通
系
デ
ー
タ
，
イ
ン
フ
ラ
系
デ
ー
タ
を
中
心
と
し
た
デ
ー
タ
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
（
デ
ー
タ
ス
ト
ア
，
Ａ
Ｐ
Ｉ
）
を
構
築

◎
こ
れ
を
起
点
に
，
地
域
間
・
サ
ー
ビ
ス
間
で
拡
張
さ
れ
た
「
呉
市
・
都
市

デ
ー
タ
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
」
を
構
築

■
斜
斜
面
市
街
地
に
お
け
る
高
齢
者
の
生
活
支
援

・時
刻
表
情
報

・経
路
検
索

・バ
ス
ロ
ケ
情
報

・密
情
報
（
C
O
V
ID
1
9
）

・電
子
決
済

・災
害
時
の
道
路
情
報 な
ど

地
域
の
商
店
街

商
店
・
病
院

呉
駅
周
辺
地
域

各
テ
ナ
ン
ト

・店
舗
情
報

・割
引
ク
ー
ポ
ン
情
報

・病
院
等
の
予
約

・電
子
決
済

・密
情
報
（C
O
V
ID
1
9
） な
ど

斜
面
市
街
地

生
活
支
援
Ｍ

aa
Ｓ

斜
面
市
街
地

Ｋ
Ｕ
Ｒ
Ｅ
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
モ
デ
ル
事
業
実
行
計
画

～
「
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
く
れ
」
の
推
進
に
よ
る
都
市
の
リ
・
デ
ザ
イ
ン
と
ブ
ラ
ン
ド
力
の
向
上
～

（
Ｋ
Ｕ
Ｒ
Ｅ
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
）
２



○
ア
ー
バ
ン
デ
ザ
イ
ン
セ
ン
タ
ー
を
中
心
に
，
官
民
連
携
に
よ
り
，
多
様
な
デ
ー
タ

を
都
市
デ
ー
タ
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
に
格
納
・
蓄
積
し
，
多
分
野
へ
の
展
開
検
討
，

高
質
な
サ
ー
ビ
ス
の
開
発
を
目
指
す
。
ま
た
，
交
通
事
業
者
を
は
じ
め
と
す
る
各

種
事
業
者
は
，
都
市
デ
ー
タ
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
デ
ー
タ
を
活
用
し
て
，
新

サ
ー
ビ
ス
提
供
な
ど
に
よ
る
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
の
構
築
を
目
指
す
。

◼
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル

◼
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

利 用 者

呉 市

人
流
デ
ー
タ

消
費
デ
ー
タ

セ
ン
シ
ン
グ
デ
ー
タ

交
通
デ
ー
タ

売
上
げ
の
増
加

高
質
な
移
動
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

呉
駅
周
辺
地
域

総
合
開
発
関
係
者

高
質
な
生
活
・
滞
在
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

売
上
げ
の
増
加

デ
ー
タ
活
用
に

伴
う
負
担
金

民
間
事
業
者

●
飲
食
・
物
販
事
業
者

●
旅
行
・
観
光
事
業
者

●
通
信
・
ｱ
ﾌ
ﾟﾘ
事
業
者

●
医
療
機
関

●
健
康
関
連
事
業
者

・
・
・

●
交
通
事
業
者

●
運
輸
事
業
者

●
ホ
テ
ル
事
業
者

●
住
宅
開
発
事
業
者

●
商
業
ビ
ル
開
発
事
業
者

●
テ
ナ
ン
ト
等

・
・
・

デ
ー
タ
活
用
に

伴
う
負
担
金

最
適
化

さ
れ
た

結
合

デ
ー
タ

都
市
デ
ー
タ

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

ア
ー
バ
ン

デ
ザ
イ
ン
セ
ン
タ
ー

●
広
島
大
学

●
呉
工
業
高
等
専
門
学
校

●
呉
市

●
復
建
調
査
設
計

（
本
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
か
ら
移
行
）

※
ｱ
ｰ
ﾊ
ﾞﾝ
ﾃ
ﾞｻ
ﾞｲ
ﾝ
ｾ
ﾝ
ﾀ
ｰ
を
中
心
と
し
た
組

織
体
に
よ
り
，
都
市
ﾃ
ﾞｰ
ﾀ
ﾌ
ﾟﾗ
ｯﾄ
ﾌ
ｫ
ｰ
ﾑ
の

管
理
・活
用
を
提
案
・推
進

●
都
市
ブ
ラ
ン
ド
の
向

上
・知
見
の
提
供

●
最
適
化
さ
れ
た
結
合

デ
ー
タ

●
取
組
に
対
応
す
る

負
担
金
等

●
デ
ー
タ
活
用
に
伴
う

負
担
金
等

参
画

や
協
力

参
画

や
協
力

2 0 1 9

2
0
2
0
年
代

2
0

2
1

2
2

2
3

2
4

2
5

2
6

2
7

2
8

2
9

◆
呉
駅
周
辺
地
域
総
合
開
発

第
１
期
整
備

自
動
運
転

道
路
環
境
整
備

着
手

自
動
運
転
の
拡
大

【
取
組
１
】

次
世
代
路
面
電
車

の
実
装
を
通
じ
た

持
続
可
能
な

交
通
体
系
の

再
構
築

【
取
組
３
】

都
市
デ
ー
タ

プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
の

構
築

G
T
F
S

ﾃ
ﾞ
ｰ
ﾀ
整
備

３
Ｄ
都
市
モ
デ
ル
の
整
備

取
組
①
②
の
実
証
デ
ー
タ

都
市
デ
ー
タ
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
の
構
築

着
手

官
民
連
携

プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム

の
構
築

◆
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
か
ら
ア
ー
バ
ン

デ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
へ
の
移
行

リ
ー
デ
ィ
ン
グ

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

◆
シ
ー
ズ
・
ニ
ー
ズ
マ
ッ
チ
ン
グ
の
拡
大

◆
各
種
サ
ー
ビ
ス
の
実
証
実
験
を
展
開

呉
駅
周
辺
地
域
総
合
開
発
（
第
１
期
開
発
）

の
完
了
見
込
年
度
で
あ
る
2
0
2
4
年
度
末
，

あ
る
い
は
，
本
実
行
計
画
の
終
期
で
あ
る

2
0
2
5
年
度
末
を
目
途
に
，
実
証
事
業
に
よ

り
改
善
を
行
い
各
取
組
を
実
装
し
，
引
き
続

き
拡
大
・
展
開
を
目
指
す
。

斜
面
市
街
地
で
の

生
活
支
援
M
a
a
S

呉 市 の 動 き
構
成
員
の
拡
充

【
取
組
２
】

斜
面
市
街
地

に
お
け
る

高
齢
者
の

生
活
支
援

実
証
事
業

生
活
支
援
M
a
a
S
の
拡
大

実
証
事
業

交
通
社
会
実
験
の
実
施

(市
街
地
・
斜
面
地

か
ら

島
嶼
部
・
都
市
間

へ
と

順
次
拡
大
)

蓄
積
デ
ー
タ
の
拡
大

◆
官
民
連
携
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
の
構
築

Ｋ
Ｕ
Ｒ
Ｅ
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
モ
デ
ル
事
業
実
行
計
画

～
「
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
く
れ
」
の
推
進
に
よ
る
都
市
の
リ
・
デ
ザ
イ
ン
と
ブ
ラ
ン
ド
力
の
向
上
～

（
Ｋ
Ｕ
Ｒ
Ｅ
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
）
３

自
動
運
転

実
装

生
活
支
援

M
a
a
S
実
装

シ
ス
テ
ム

構
築
完
成



誰
も

が
快

適
で

効
率

的
に

移
動

で
き

る
ま

ち

コ
ン
パ
ク
ト
で

機
能
的
な
ま
ち

賑
わ
い
と
交
流
に

あ
ふ
れ
る
ま
ち

誰
も
が
快
適
・
健
康
に

暮
ら
せ
る
ま
ち

災
害
に
強
い

安
全
・
安
心
な
ま
ち

遠
隔
教
育

テ
レ
ワ
ー
ク

ス
マ
ー
ト

プ
ラ
ン
ニ
ン
グ

外
出
支
援

文
化
継
承

Ａ
Ｒ
・
Ｖ
Ｒ

遠
隔
医
療

ド
ロ
ー
ン
配
送

ス
マ
ー
ト
農
業

ス
マ
ー
ト
イ
ン
フ
ラ

燃
料
電
池
・
Ｅ
Ｖ

車
両

ド
ロ
ー
ン
活
用

ス
マ
ー
ト
モ
ビ
リ
テ
ィ
を
起
点
に

ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
の
集
積
・
活
用
を
加
速

暮
ら
し
や
す
い
ま
ち
の
実
現
と

新
産
業
の
創
出

Ｋ
Ｕ
Ｒ
Ｅ
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
モ
デ
ル
事
業
実
行
計
画

～
「
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
く
れ
」
の
推
進
に
よ
る
都
市
の
リ
・
デ
ザ
イ
ン
と
ブ
ラ
ン
ド
力
の
向
上
～

（
Ｋ
Ｕ
Ｒ
Ｅ
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
）
４



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

巻末資料３：ＫＵＲＥスマートシティ実行計画 

 

  



 

 

 

 

 

 



スマートシティ実行計画 

令和３年３月１９日作成 

※民間事業者等：民間事業者及び大学・研究機関等 

 

 

  

団体名 ＫＵＲＥスマートシティコンソーシアム 

対象区域  

（該当に○を付す） 

 

a 地区単位（数ha～数十ha程度） 

b 複数地区をまたぐ区域（例：ニュータウン）  

c 市町村全域 

d その他（複数市町村をまたぐ区域、鉄道沿線等） 

地方公共団体 

市町村等名  呉市 

代表者役職及び氏名  呉市長 新原 芳明 

連 

絡 

先 

部署名  都市部 呉駅周辺事業推進室 

担当者名  林 通宏 

住所  呉市中央４丁目１－６ 

電話番号  0823-25-3558 

FAX番号  0823-25-3227 

メールアドレス  kureeki@city.kure.lg.jp 

民間事業者等※  

(代表） 

 

事業者名  復建調査設計株式会社 

代表者役職及び氏名  代表取締役社長  來山 尚義 

 

部署名  総合計画部地域計画課 

担当者名  藤田 章弘 

連 

絡 

先 

住所  広島県広島市東区二丁目１０－１１ 

電話番号  050-9002-1755 

FAX番号  082-506-1897 

メールアドレス  a-fujita@fukken.co.jp 



 

 



Ｋ
Ｕ

Ｒ
Ｅ
ス

マ
ー
ト
シ

テ
ィ
モ

デ
ル

事
業

実
行

計
画

「
ス
マ

ー
ト
シ
テ
ィ

く
れ

」
の

推
進

に
よ

る

都
市
の

リ
・
デ
ザ
イ
ン

と
ブ
ラ
ン
ド
力

の
向
上

Ｋ
Ｕ
Ｒ
Ｅ
ス

マ
ー
ト
シ

テ
ィ

コ
ン

ソ
ー

シ
ア

ム
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１
.
１

対
象
区

域

呉
駅
周
辺
地
域

緑
色
部
分
が
対
象
区
域

（
呉

市
全
域

）

広
島
県
呉
市

【
先
行
エ
リ
ア
：
呉
駅
周
辺
地
域
】

３
５
２
．
８
１
㎢

２
１
７
，
２
８
９
人
（Ｒ
３
．
１
末
）

事
業

主
体

Ｋ
Ｕ
Ｒ
Ｅ
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム

（広
島
大
学
・呉

工
業
高
等
専
門
学
校

・復
建
調
査
設
計
・呉

市
）

対
象

区
域

区
域

面
積

区
域
人
口

（
参
考
）

平
成
３
０
年
豪
雨
災
害
時
の
被
災
状
況

呉
市
は
，
瀬
戸
内
海
の
ほ
ぼ
中
央
部
，
広
島
県
の
南
西
部
に
位
置
し
，
瀬
戸
内
海
に
面
す
る
陸
地
部
と
倉
橋
島
や
安
芸
灘
諸
島
な
ど
の
島
し
ょ
部
で
構

成
さ
れ
て
い
る
。

市
域
面
積
は

3
5
2
.8

1
㎢
で
，
陸
地
部
と
島
し
ょ
部
（
倉
橋
島
，
鹿
島
，
下
蒲
刈
島
，
上
蒲
刈
島
，
豊
島
及
び
大
崎
下
島
）
は
，
架
橋
に
よ
り
陸
続
き
と

な
っ
て
お
り
，
東
西
方
向
に
約

3
8
.1

k
m
，
南
北
方
向
に
約

3
3
.1

k
m
と
広
が
る
市
域
は
，
瀬
戸
内
海
で
最
も
長
い
約

3
0
0
k
m
の
海
岸
線
を
有
し
て
い
る
。

呉
市
は
広
島
市
に
近
接
し
，
当
圏
域
に
お
け
る
連
携
中
枢
都
市
機
能
の
一
部
を
担
っ
て
い
る
。

地
形
的
に
は
，
陸
地
部
の
北
部
に
灰
ヶ
峰
，
野
呂
山
を
始
め
，
標
高

3
0
0
ｍ
か
ら

8
0
0
ｍ
前
後
の
山
が
連
な
り
，
市
域
全
体
を
通
じ
て
平
た
ん
地
が
少

な
く
，
市
街
地
や
集
落
が
分
断
さ
れ
た
形
と
な
っ
て
い
る
。
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④
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
分
野

③
市
民
生
活
・
防
災
分
野

１
.
２

区
域
の

課
題

・
現
状

(
1)

 
呉

市
の

課
題

①

防
災
機
能
の
強
化

〇
平

成
30
年

７
月
豪

雨
災
害
を

教
訓

と
し

て
，

当
該

災
害
で

多
く
の

市
民
が
避

難
指

示
後

も
避
難
行
動
を
起
こ
さ
な
か
っ
た
こ
と
へ
の
取

組
や
気

象
情

報
・
避

難
情
報
の

周
知

方
法

，
避

難
環

境
の

改
善
な

ど
に
つ
い

て
の

検
討

が
必

要
と

な
っ

て
い
る

。

伝
統
文
化
の
継
承

〇
文

化
芸
術
に
参
加
（
鑑
賞
）
す
る
機
会
の
拡

充
や

文
化
財
の
適
正
な
保
存
と
活
用
，
祭
り

な
ど
の

地
域

の
伝
統

文
化
の
継
承
が

課
題

と
な

っ
て
い
る
。

ｽﾎ
ﾟｰ
ﾂ活

動
ﾆｰ
ｽﾞ
の
対
応

〇
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
，

そ
れ
ぞ
れ
の
ラ

イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
応
じ
た
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の

ニ
ー
ズ
が
多
様
化
し

て
い
る
。

〇
こ
の
よ
う
な
中
，

指
導
者
の
高
齢
化
や
そ
の

後
継
者
不
足
，
ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト
の
育
成

な
ど

が
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

①
子
育
て
・
教
育
分
野

②
福
祉
保
健
分
野

少
子
化
へ
の
対
応

〇
子

育
て
や
教

育
に

か
か
る
経
済
的
な
負
担
や

子
育

て
へ
の

不
安
，

仕
事
と
の
両
立
の
悩
み

な
ど

様
々
な

要
因
が

，
若
い
世
代
の
結
婚
か

ら
妊

娠
，
出

産
，
子

育
て
ま
で
の
希
望
の
実

現
を

難
し
く

し
て
い

る
。

〇
若

い
世
代
が

安
心

し
て
子
ど
も
を
産
み
育
て

る
こ

と
が
で

き
る
，
ま

ち
づ
く
り
が
必
要
と

な
っ

て
い
る

。

高
齢
化
へ
の
対
応

〇
人

口
の
ボ
リ
ュ
ー
ム
ゾ
ー
ン

が
高
齢
側
へ
シ

フ
ト

し
て
お
り
，
全
国
に
先
駆
け
て
高
齢
化

が
進

行
し
，
高
齢
化
率

3
0％

台
半
ば
の
高
い

水
準

と
な
っ
て
い
る

。
〇

こ
の

た
め
，

必
要
に
応
じ
て
医
療
や
介
護

サ
ー

ビ
ス
な
ど
が
提
供
さ
れ
，
住
み
慣
れ
た

地
域

で
安
心
し
て
生
活
で
き
る

ま
ち
づ
く
り

の
実

現
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
の
推
進

〇
グ

ロ
ー
バ

ル
化
や

情
報
化
な

ど
，

社
会
が

急
激

に
変

化
す

る
中
で

，
変
化
に

向
き

合
い

，
新

た
な

価
値

を
創
造

す
る
力
な

ど
，

子
ど

も
た

ち
の

未
来

に
つ
な

が
る
資
質

や
能

力
を

伸
ば

す
教

育
が

求
め
ら

れ
て
い
る

。
〇

ま
た

，
い

じ
め
や

不
登
校
へ

の
対

応
，

特
別

支
援

教
育
の

充
実
，

Ｉ
Ｃ
Ｔ
を

活
用

し
た

教
育

の
推

進
な

ど
が
必

要
と
な
っ

て
い

る
。

健
康
づ
く
り
の
推
進

〇
市
民

の
健
康
づ
く
り
や
高
齢
者
の
フ
レ
イ
ル

予
防

，
呉
市
が
全
国
の
モ
デ
ル
と
な
っ
た

，
健
診

・
医
療
情
報
等
の
分
析
に

基
づ
き
，

効
果
的
な
保
健
事
業
を
提
供
す
る
デ
ー
タ
ヘ
ル

ス
な
ど

の
推
進
な
ど
に
よ
り
，
市
民
の
健
康

寿
命
の
延
伸
を
図
っ
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら

れ
て
い
る
。

市
民

主
体

の
ま

ち
づ

く
り

〇
地

域
の
課

題
解
決

に
対
す
る
市
民
ニ
ー
ズ

は
多

様
化
し
，

行
政
だ

け
で
の
対
応

が
難
し
く

な
っ
て
い
る

。
ま
た

，
人
口
減
少
や
高
齢
化

な
ど

に
伴
い

，
ま
ち

づ
く
り
活
動
の
担
い
手

や
参

加
者
が

減
少
し

て
い
る
。

〇
こ

の
よ
う

な
中
，

多
様
な
人
々

に
よ
る

協
働

に
よ

り
，
自

主
的
で

自
立
し
た
ま
ち
づ
く
り

を
実

現
す
る

と
と
も

に
，
全
て
の
市
民
が
安

心
し

て
暮
ら

し
，
活

躍
す
る
こ
と
が
で
き
る

地
域

社
会
の

形
成
が

求
め
れ
て
い
る

。

第
１

章
基

本
事

項
・

背
景

4



⑤
産
業
分
野

⑥
都
市
基
盤
分
野

⑧
行
政
経
営
分
野

⑦
環
境
分
野

経
営
・生

産
基
盤
の
強
化

〇
市

内
中
小

企
業
・

小
規
模
企
業

で
は
，
人
口

減
少

や
海
外

と
の
競

争
が
激
化

す
る
中
，

人
材

確
保
も
難

し
い
状

況
が
続
い
て
お
り
，
経

営
基

盤
の
強

化
や
事

業
承
継
が
課
題
と
な
っ

て
い

る
。

〇
農

水
産
業

で
は
，

生
産
者
等
の
減
少
な
ど
に

よ
る

生
産
基

盤
の
脆

弱
化
や
価
格
の
低
迷
な

ど
に

よ
る
収

益
力
の

低
下
な
ど
が
課
題
と

な
っ

て
い
る

。

観
光
消
費
額
の
拡
大

〇
市

内
の
観

光
振
興

に
向
け
，

滞
在

型
や

繰
り

返
し

訪
れ
る

観
光
客

，
一
人
当

た
り

の
消

費
額

を
増

加
さ

せ
る
こ

と
な
ど
が

課
題

と
な

っ
て

い
る

。

公
共
交
通
の
維
持

〇
人

口
が
減
少
す
る
中
で
，
市
街
地
に
お
い
て

も
人
口
密
度
の
低
下
が
懸
念
さ
れ
て

い
る
。

〇
ま

た
，
高
齢
化
の

進
行
に
よ
り
，
交
通
弱
者

が
増
加
し
て

い
る
も
の
の
，
公
共
交
通
利
用

者
は
総
体
的
に
減
少
し
て
お
り
，

生
活
交
通

を
始
め
と
す
る

公
共
交
通
を
適
切
に
維
持
し

て
い
く
必
要
が
あ
る
。

公
共
ｲﾝ
ﾌﾗ
の
適
切
な
維
持
管
理

〇
平
成

3
0年

７
月
豪
雨
災
害
で
は
，
主
要
道
路

や
公
共
交
通
機
関
が
被
害
を
受
け
，
市
民
生

活
や
経
済
活
動
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
。

〇
こ
の
教
訓
を
踏
ま
え
，
道
路
や
橋
梁
な
ど
，

老
朽
化
す
る
公
共
イ
ン
フ
ラ
の

適
切
な
維
持

管
理
の
推
進
が
必
要
と

な
っ
て
い
る
。

温
室
効
果
ガ
ス
の
削
減

〇
温

室
効
果

ガ
ス
排

出
量
は
，
平
成

25
年
度

か
ら

平
成
28
年

度
で
0.
1％

削
減
に
留
ま
っ
て

お
り

，
令
和

12
年
度
ま
で
の
中
期

削
減
目
標

で
あ

る
“
26

％
”
を

大
き
く
下
回
っ
て
い
る

。
〇
こ

の
た
め

，
市
民
や

企
業
な
ど
が
一
体
と

な
っ

た
温
室

効
果
ガ

ス
の
排
出
削
減
に
向
け

た
取

組
の
推

進
や
環

境
に
配
慮
し
た
行
動
が

で
き

る
人
材

を
育
成

す
る
環
境
教
育
・
環
境

学
習

の
充
実

等
が
必

要
と
な
っ
て
い
る
。

住
民
サ
ー
ビ
ス
の
維
持
向
上

〇
人

口
減
少
や
少
子
高
齢
化
が
進
む
中
で
，
新

た
な
行
政
需
要
に
的
確
に
対
応
し
て
い
く

こ
と

が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

〇
こ

の
た
め
，

健
全
な
財
政
運
営
や
職
員
数
の

適
正
化
，
公
共
施
設
等
の
更
新
，
統
廃
合
，

長
寿
命
化
な
ど
を
進
め

る
必
要
が
あ

る
。

高
速
通
信
網
の
整
備

〇
Ｉ
Ｃ
Ｔ
が
急
速
に
進
歩
す
る
中
，
高
速
通
信

網
の
未
整
備
地
域
が
あ
り
，
市
民
生
活
や
企

業
活
動
等
に
影
響
が
出
て
い
る
。

ご
み

の
減

量
化

推
進

〇
市

内
の
ご

み
の
減

量
化
に
つ

い
て

は
，

指
定

ご
み

袋
制
度

（
ご
み

の
有
料
化

）
導

入
以

降
は

減
少

傾
向

に
あ
っ

た
が
，
近

年
，

お
お

む
ね

横
ば

い
状

況
が
続

い
て
い
る

。
〇
今

後
に
つ

い
て
も

，
大
き
な

効
果

が
期

待
で

き
な

い
こ
と

か
ら
新

た
な
施
策

の
展

開
が

必
要

と
な

っ
て

い
る
。

(
1)
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②
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平
成

3
0
年

7
月
豪
雨
か
ら
の
ま
ち
の
復
旧
・
復
興
に
向
け
た
被
災
状
況
等
調
査
業
務

報
告

書
よ

り

(
2)

 
平

成
３

０
年

７
月

豪
雨
災

害
の

教
訓

○
呉
市
で
は
，

平
成

30
年
7月

豪
雨
災
害
に
よ
り
，
人
的
被
害
や
家
屋
の
倒
壊
，
断
水
や
浸
水
，
土
砂
の
流
出
，

交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
遮
断
な
ど
甚
大
な
被
害
を
受
け
た
。

○
特
に
，
土
砂

災
害
に
よ
り
，
市
内
幹
線
道
路
が
通
行
止
め
と
な
り
，
市
内
各
所
で
深
刻
な
渋
滞
が
発
生
し
た
。

こ
の
よ
う
な
中
，
Ｊ
Ｒ
代
行
バ
ス
が
緊
急
通
行
す
る
災
害
時
Ｂ
Ｒ
Ｔ
が
運
行
さ
れ
，
市
民
や
通
勤
者
の
足
を

確
保
し
，
公
共
交
通
の
必
要
性
が
再
認
識
さ
れ
た
。

○
平
成
30

年
7月

の
豪
雨
災
害
後
に
実
施
し
た
住
民
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
（
天
応
・
安
浦
地
区
）
で
は
，
今
後
の
災

害
対
策
へ
の
要
望
と
し
て
，

□
災
害

時
の
情
報
伝
達
機
能
の
充
実

□
避
難

場
所
の
充
実

□
避
難
経
路
の
確
保

等
を
求
め
る

意
見
が
多
く
，
早
急
な
対
応
が
求
め
ら
れ

て
い
る
。

災
害
時
Ｂ

Ｒ
Ｔ
に

よ
り

呉
I
.C
か

ら
広

島
呉

道
路

に
進
入

す
る
バ

ス

災
害
か
ら
の
安
全
性

6
8
%

災
害
時
の
情

報
伝
達

1
3
%

避
難
路
の
確
保

4
%

避
難
場
所
の
充
実

9
%教

育
環
境

1
%

交
通
の
利
便
性

4
%

店
舗
等
の
利
便
性

0
%

そ
の
他

1
%

N
=
1
34
人

災
害
か
ら
の
安
全
性

5
8
%

災
害
時
の
情
報
伝

達 1
7
%

避
難
路
の
確
保

2
%

避
難
場
所
の
充
実

8
%

教
育
環
境

2
%

交
通
の
利
便
性

3
%

店
舗
等
の
利
便
性

8
%

そ
の
他

2
%

N
=
1
3
0人

災
害
か
ら
の
安
全
性

6
2
%

災
害
時
の
情

報
伝
達

1
0
%

避
難
路
の
確
保

0
%

避
難
場
所
の
充
実

1
4
%

教
育
環
境

0
%

交
通
の
利
便
性

1
4
%

店
舗
等
の
利
便
性

0
%

そ
の
他

0
%

N
=
2
1
人

天
応
地
区

安
浦
（
中
央
，
内
海
）

安
浦
（
中
畑
，
下
垣
内
，
原
畑
）

被
災

し
た

国
道

31
号

及
び

Ｊ
Ｒ

呉
線

国
道

3
1号

と
Ｊ
Ｒ
呉
線
が
被
災
し
，

広
島
～
呉
を
結
ぶ
重
要
な
ル
ー
ト

を
失
っ
た

１
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7

○
公

共
交

通
利

用
者

の
減

少
と

高
齢

化
の

進
展

市
民

生
活

に
身

近
な

公
共

交
通

（
路

線
バ

ス
）

の
路

線
維

持
が

難
し

い
状

況
で

す
。

一
方

，
運

転
免

許
返

納
者

が
増

加
し

て
お

り
，

市
民

の
移

動
手

段
を

確
保

す
る

た
め

に
は

，
公

共
交

通
の

維
持

は
喫

緊
の

課
題

と
な

っ
て

い
ま

す
。

出
典
）
広
島
県
警

出
典
）
呉
市
地
域
公
共
交
通
網
形
成
計
画

⚫
公
共
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
柱
で
あ
る
市
内
路
線
バ
ス
は
，
１
路
線
を
除
き
す
べ
て
赤
字

で
，
う
ち
１
路
線
は
，
路
線
維
持
基
準
を
下
回
る
収
支
状
況

⚫
高
齢
者
の
運
転
免
許
保
有
割
合
が
増
え
，
免
許
返
納
者
が
増
加

【
運
転
免
許
の
返
納
状
況
】

【
路
線
バ
ス
の
収
支
状
況
】

(
3)

 
緊

急
性

を
増

し
て

い
る
課

題
～

公
共
交

通
の

維
持

～ ○
C
O
V
I
D
-
1
9
の

影
響

に
よ

り
深

刻
度

を
増

す
公

共
交

通
の

経
営

状
況

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
発

生
の

影
響

に
よ

り
，

人
の

移
動

量
が

激
減

し
，

交
通

事
業

者
の

経
営

状
況

は
厳

し
さ

を
増

し
て

い
ま

す
。

次
世

代
を

見
据

え
た

公
共

交
通

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

の
再

構
築

を
加

速
さ

せ
る

必
要

が
あ

り
ま

す
。

出
典
）
広
島
県
資
料
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１
.
３

呉
市
ま

ち
づ

く
り
の

リ
ー

デ
ィ

ン
グ

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

～
呉

駅
周

辺
地

域
総

合
開
発
～

第
１

章
基

本
事

項
・

背
景

〇
現
在
，

呉
市
で

は
，

「
ス

マ
ー

ト
シ

テ
ィ

く
れ
」
の

実
現
に

向
け

た
，
ま
ち

づ
く
り

の
リ

ー
デ
ィ
ン

グ
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
と

し
て

，
呉

駅
周

辺
地

域
に

お
い

て
，

次
世

代
モ

ビ
リ

テ
ィ

や

Ｍ
ａ
ａ
Ｓ

な
ど
の

先
端

技
術

の
導

入
を

見
据

え
な
が
ら
，

鉄
道
や

バ
ス

・
航
路
の

総
合
交

通
拠

点
と

な
る

駅
前

広
場

の
再

整
備

を
中

心
と

す
る

総
合

開
発

を
進

め
て

い
ま

す
。

呉
駅
周
辺
地
域
総
合
開
発
基
本
計
画

【
令
和
２
年
４
月

】
抜
粋

■
計
画
の
目
標

呉
駅
周
辺
地
域
全
体
を
総
合
交
通
拠
点
と
し
て
捉
え
，
市
全
体
の
交
通
ま
ち
づ
く
り
の
起
点

と
な
る
，
次
世
代
モ
ビ
リ
テ
ィ
に
も
対
応
し
た
機
能
整
備
を
推
進
す
る
と
と
も
に
，
官
民
連
携

の
手
法
や
積
極
的
な
制
度
活
用
等
に
よ
り
，
居
住
機
能
や
生
活
に
必
要
な
都
市
機
能
を
誘
導
し
，

市
内
で
最
も
人
口
と
都
市
機
能
が
高
度
に
集
積
し
た
，
So
ci
et
y5
.0
 の

実
現
に
向
け
た
先
駆

的
サ
ー
ビ
ス
が
展
開
さ
れ
る
次
世
代
の
ま
ち
な
か
居
住
エ
リ
ア
の
創
出
を
目
指
し
ま
す
。

■
５
つ
の
ビ
ジ
ョ
ン
と
取
組
内
容

ビ
ジ
ョ
ン
１
交
通
ま
ち
づ
く
り
の
起
点
と
な
る
“
次
世
代
型
“
総
合
交
通
拠
点
の
形
成

①
バ

ス
・
タ

ク
シ
ー

・
自

家
用

車
と

歩
行

者
を

分
離

し
た
利

用
し
や

す
い
駅

前
広
場

の
整
備

②
バ

ス
・
鉄

道
・
船

な
ど

交
通

モ
ー

ド
間

の
接

続
強

化
③
新

し
い
交

通
シ
ス

テ
ム

の
積

極
的

な
導

入
④
呉

駅
周
辺

地
域
を

起
点

と
し

た
広

域
的

な
回

遊
ル

ー
ト
の

形
成

ビ
ジ
ョ
ン
２
市
民
と
来
訪
者
が
憩
い
，
賑
わ
い
，
快
適
に
移
動
で
き
る
駅
前
空
間
の
創
出

①
駅

・
交
通

タ
ー
ミ

ナ
ル

と
一

体
と

な
っ

た
２

階
レ

ベ
ル
の

歩
行
空

間
②
広

場
空
間

を
活
用

し
た

賑
わ

い
創

出
③
市

中
心
部

の
回
遊

促
進

④
次

世
代
モ

ビ
リ
テ

ィ
の

乗
り

入
れ

等
広

場
空

間
の

先
進
的

な
活
用

ビ
ジ
ョ
ン
３
災
害
時
に
も
頼
り
に
な
る
防
災
対
応
型
交
通
拠
点
の
形
成

〇
①
災

害
時
に

一
時
避

難
場

所
等

と
し

て
機

能
す

る
デ

ッ
キ
広

場
②
呉

駅
周
辺

地
域
を

起
点

と
し

た
災

害
時

の
交

通
ネ

ッ
ト
ワ

ー
ク
の

確
保

③
官

民
連
携

に
よ
る

防
災

拠
点

性
の

向
上

④
次

世
代
モ

ビ
リ
テ

ィ
に

よ
る

非
常

時
電

力
供

給

ビ
ジ
ョ
ン
４
歩
き
た
く
な
る
・
住
み
た
く
な
る
「
心
地
よ
く
過
ご
せ
る
ま
ち
な
か
」
の
形
成

①
駅

前
の
賑

わ
い
を

創
出

す
る

複
合

施
設

の
整

備
②
複

合
施
設

へ
の
商

業
・

賑
わ

い
機

能
，

居
住

機
能

等
の
導

入
③
複

合
施
設

へ
の
パ

ブ
リ

ッ
ク

ス
ペ

ー
ス

の
設

置
④
橋

上
駅
を

核
と
し

た
周

辺
開

発
の

誘
導

・
推

進

ビ
ジ
ョ
ン
５
「
公
・
民
・
学
」
一
体
で
課
題
を
解
決
し
続
け
る
ま
ち
づ
く
り

〇
①
ア

ー
バ
ン

デ
ザ
イ

ン
セ

ン
タ

ー
の

設
立

②
市

民
参
加

に
よ
る

継
続

的
な

ま
ち

づ
く

り
の

推
進

■
基
本
理
念

ま
ち

の
魅

力
と

ひ
と

の
交

流
を

つ
な

ぎ
，

広
げ

，
新

た
な

価
値

を
創

造
す

る

「
交

通
ま

ち
づ

く
り

と
ス

マ
ー

ト
シ

テ
ィ

の
発

信
拠

点
の

形
成

」

8
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文
化
・ス
ポ
ー
ツ

分
野

市
民
生
活
・

防
災
分
野

２
.
１

新
技
術

導
入

に
よ
る

都
市

課
題

解
消

の
イ

メ
ー

ジ

呉
市

の
課

題

防
災
機
能
の

強
化

子
育
て
・
教
育

分
野

福
祉
保
健

分
野

少
子

化
へ
の
対
応

高
齢
化
へ
の
対
応

Ｉ
Ｃ

Ｔ
教
育
の

推
進

健
康

づ
く
り
の

推
進

市
民
主
体
の

ま
ち
づ
く
り

導
入

す
る

新
技

術
等

新
技

術
等

導
入

の
効

果
（

ね
ら

い
）

伝
統
文
化
の
継
承

ス
ポ

ー
ツ
活
動

ニ
ー

ズ
の
対
応

⚫
安

心
し

て
子

供
を

産
み
育

て
ら
れ

る
就
業

環
境
創

出
⚫
育

児
へ

の
精

神
的

負
担
の

解
消

⚫
安

全
を

守
る

見
守

り
体
制

の
強
化

⚫
グ

ル
ー

バ
ル

化
・

情
報
化

へ
の
対

応
⚫
教

育
を

受
け

る
機

会
の
地

域
格
差

の
解
消

⚫
Ｇ

Ｉ
Ｇ

Ａ
ス

ク
ー

ル
構
想

の
実
現

⚫
医

療
・

介
護

サ
ー

ビ
ス
の

地
域
格

差
の
解

消
⚫
医

療
受

診
・

介
護

の
高
齢

者
・
家

族
の
負

担
軽
減

⚫
安

全
を

守
る

見
守

り
体
制

の
強
化

⚫
デ

ー
タ

ヘ
ル

ス
の

継
続
的

推
進

⚫
高

齢
者

の
外

出
機

会
の
拡

大

⚫
地

域
住

民
に

よ
る

主
体
的

な
ま
ち

づ
く
り

推
進

⚫
地

域
の

防
災

力
・

消
防
力

の
強
化

⚫
災

害
情

報
・

避
難

情
報
の

ス
ム
ー

ズ
な
伝

達

⚫
芸

術
文

化
に

触
れ

る
機
会

の
拡
充

⚫
地

域
文

化
の

普
及

，
情
報

発
信
の

拡
充

⚫
伝

統
文

化
の

周
知

・
継
承

○
世
界
中
と
交
流
す
る
グ
ロ
ー
バ
ル
授
業
を
実
現
。
遠
隔
授
業
等
に
よ
り
，

居
住
地
等
に
関
係
な
く
，
均
等
に
教
育
を
受
け
ら
れ
る
機
会
を
確
保
。

○
高
齢
者
の
外
出
機
会
を
促
す
，
フ
ァ
ー
ス
ト
／
ラ
ス
ト
ワ
ン
マ
イ
ル
移
動

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
。

○
パ
ー
ソ
ナ
ル
デ
ー
タ
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
に
よ
り
，
オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
型
の
健

康
管
理
・
指
導
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
。

○
災
害
情
報
提
供
サ
ー
ビ
ス
，
最
適
な
避
難
誘
導
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
。
避
難

所
情
報
の
発
信
。
感
染
症
等
の
緊
急
情
報
の
発
信
。

○
医
療
や
介
護
分
野
で
不
足
す
る
人
材
を
補
う
，

A
I機

能
を
備
え
た
先
端
ロ

ボ
ッ
ト
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
。

○
消
防
活
動
等
へ
の
ド
ロ
ー
ン
，
ロ
ボ
ッ
ト
の
導
入
に
よ
る
救
助
・
消
化
活

動
等
の
迅
速
化
，
効
率
化
。

◆
V
R・

AR
・
MR

技
術

◆
顔

認
証

技
術

◆
人
流
観
測
技
術

◆
A
I
（

人
工
知

能
）

◆
セ
ン
シ
ン
グ
技
術

◆
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
技
術

◆
A
I（

人
工
知
能
）

◆
先

端
モ

ビ
リ

テ
ィ
技
術

◆
遠
隔
医
療
技
術

◆
先
端

ロ
ボ

ッ
ト

◆
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
技
術

◆
A
I（

人
工
知
能
）

◆
セ

ン
シ

ン
グ

技
術

◆
A
I（

人
工
知
能
）

◆
VR

・
AR
・
MR

技
術

◆
ド
ロ
ー
ン
技
術

◆
先

端
ロ

ボ
ッ

ト
◆
防
災
Ｍ
ａ
ａ
Ｓ

○
子
育
て
世
代
の
経
済
的
な
負
担
や
仕
事
と
の
両
立
の
悩
み
を
解
消
す
る
た

め
，
テ
レ
ワ
ー
ク
環
境
の
充
実
等
に
よ
り
働
き
方
の
多
様
化
を
実
現
。

○
個
々
の
習
熟
度
や
環
境
等
パ
ー
ソ
ナ
ル
デ
ー
タ
に
基
づ
く
最
適
な
学
習
機

会
を
提
供
。

○
子
育
て
情
報
サ
イ
ト
等
，
子
育
て
相
談
や
診
療
施
設
予
約
，
保
育
園
・
学

校
情
報
等
子
育
て
に
必
要
な
各
種
情
報
発
信
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
。

○
電
子
カ
ル
テ
の
共
有
，
遠
隔
医
療
，
遠
隔
投
薬
指
導
等
に
よ
り
，
居
住
地

等
に
関
係
な
く
，
移
動
す
る
こ
と
な
く
，
均
等
な
医
療
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
。

○
子
供
た
ち
が
安
全
に
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
，
Ｇ
Ｐ
Ｓ
や
カ
メ

ラ
等
を
活
用
し
た
見
守
り
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
。

○
３
Ｄ
マ
ッ
プ
を
活
用
し
た
災
害
予
測
の
実
現
。
Ｖ
Ｒ
技
術
を
用
い
た
防
災

訓
練
機
会
の
提
供
や
災
害
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
見
え
る
化
。

⚫
ス

ポ
ー

ツ
へ

の
参

加
機
会

の
拡
充

⚫
指

導
者

の
高

齢
化

，
後
継

者
不
足

へ
の
対

応
⚫
ト

ッ
プ

ア
ス

リ
ー

ト
の
育

成

◆
遠

隔
授

業
技

術
◆
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
技
術

◆
A
I
（

人
工
知

能
）

○
高
齢
者
が
安
全
に
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
，
Ｇ
Ｐ
Ｓ
や
カ
メ
ラ

等
を
活
用
し
た
見
守
り
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
。

○
３
Ｄ
マ
ッ
プ
及
び
各
種
都
市
デ
ー
タ
の
融
合
・
分
析
に
よ
る
ス
マ
ー
ト
プ

ラ
ン
ニ
ン
グ
の
実
現
。

◆
セ

ン
シ

ン
グ

技
術

◆
A
I（

人
工
知
能
）

○
Ｖ
Ｒ
，
Ａ
Ｒ
，
Ｍ
Ｒ
に
よ
る
地
域
の
伝
統
・
文
化
情
報
発
信
サ
ー
ビ
ス
，

ス
ポ
ー
ツ
観
戦
サ
ー
ビ
ス
，
観
光
等
疑
似
体
験
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
。

○
指
導
者
不
足
を
補
う
，
Ｖ
Ｒ
，
Ａ
Ｒ
，
Ｍ
Ｒ
に
よ
る
指
導
サ
ー
ビ
ス
の
提

供
。
ま
た
，
ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト
に
よ
る
指
導
機
会
の
提
供
。

都
市
Ｏ
Ｓ
の
構
築

Ｉ
Ｏ
Ｔ
ﾈ
ｯ
ﾄ
ﾜ
ｰ
ｸの

拡
充

1
0

少
子
高
齢

化
や
地

域
活

力
の

低
下

の
諸

課
題

に
対

し
て
，

新
技
術

等
の

導
入
に
よ

る
呉
市

の
課

題
解
消

の
新

た
な

展
開

イ
メ

ー
ジ
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⚫
温

室
効

果
ガ

ス
排

出
量
削

減

○
ニ
ー
ズ
と
シ
ー
ズ
の
マ
ッ
チ
ン
グ
に
よ
る
新
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
。

呉
市

の
課

題

産
業
分
野

都
市
基
盤

分
野

行
政
経
営

分
野

環
境
分
野

経
営
・生

産
基
盤

の
強
化

観
光
消
費
額
の

拡
大

公
共
交
通
の

維
持

公
共
イ
ン
フ
ラ
の

適
切
な
維
持
管
理

温
室
効
果
ガ
ス
の

削
減

住
民
サ
ー
ビ
ス
の

維
持
向
上

高
速

通
信
網
の

整
備

ご
み

の
減
量
化

推
進

⚫
持

続
可

能
な

公
共

交
通
の

確
立

⚫
ド

ラ
イ

バ
ー

不
足

へ
の
対

応
⚫
交

通
弱

者
へ

の
支

援

⚫
経

営
基

盤
の

強
化

・
事
業

継
承

⚫
付

加
価

値
の

高
い

農
水
産

業
の
育

成
⚫
新

し
い

生
活

様
式

に
対
応

し
た
働

き
方
の

推
進

導
入

す
る

新
技

術
等

新
技

術
等

導
入

の
効

果
（

ね
ら

い
）

⚫
健

全
な

財
政

運
営

⚫
行

政
サ

ー
ビ

ス
の

最
適
化

，
効
率

化

⚫
民

間
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン
の

誘
発
促

進

⚫
維

持
管

理
作

業
の

効
率
化

⚫
ス

マ
ー

ト
プ

ラ
ン

ニ
ン
グ

の
推
進

⚫
付

加
価

値
が

高
く

，
質
の

高
い
サ

ー
ビ
ス

の
提
供

⚫
宿

泊
客

・
リ

ピ
ー

タ
ー
の

確
保
。

回
遊
性

の
向
上

⚫
ご

み
の

減
量

化
⚫
ゴ

ミ
収

集
の

最
適

化
・
効

率
化

○
ド
ラ
イ
バ
ー
不
足
を
解
消
し
，
持
続
可
能
な
公
共
交
通
を
確
保
す
る
自
動

運
転
車
両
の
導
入
。

○
３
Ｄ
マ
ッ
プ
を
用
い
た
，
イ
ン
フ
ラ
施
設
の
一
元
管
理
に
よ
る
，
維
持
管

理
作
業
の
効
率
化
の
実
現
。

○
食
品
ロ
ス
の
削
減
に
向
け
た
，
ご
み
排
出
量
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
と
分
析

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
。

○
産
・
官
・
学
連
携
に
よ
る
，
新
た
な
サ
ー
ビ
ス
の
展
開
。

○
自
動
運
転
車
両
，
ド
ロ
ー
ン
，
セ
ン
シ
ン
グ
技
術
，
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
技
術

の
導
入
に
よ
る
農
水
産
業
の
作
業
負
荷
の
軽
減
と
効
率
化
。

○
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
分
析
に
よ
る
観
光
サ
ー
ビ
ス
の
最
適
化
。
新
た
な
サ
ー
ビ

ス
の
展
開
。

○
外
出
機
会
の
向
上
，
回
遊
性
の
向
上
に
寄
与
す
る
，
フ
ァ
ー
ス
ト
／
ラ
ス

ト
ワ
ン
マ
イ
ル
の
移
動
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
。

○
最
適
で
安
定
し
た
電
力
供
給
に
向
け
た
。
電
力
供
給
・
消
費
モ
ニ
タ
リ
ン

グ
・
分
析
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
。

○
ゴ
ミ
排
出
量
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
・
分
析
に
よ
る
，
ゴ
ミ
収
集
ル
ー
ト
の
最

適
化
と
回
収
状
況
の
見
え
る
化
。

○
感
染
症
対
策
も
踏
ま
え
た
行
政
事
務
に
関
す
る
デ
ジ
タ
ル
・
オ
ン
ラ
イ
ン

申
請
サ
ー
ビ
ス
，
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
。

○
３
Ｄ
マ
ッ
プ
及
び
各
種
都
市
デ
ー
タ
の
融
合
・
分
析
に
よ
る
ス
マ
ー
ト
プ

ラ
ン
ニ
ン
グ
の
実
現
。

○
燃
料
電
池
車
両
・
Ｅ
Ｖ
車
両
の
導
入
に
よ
る
低
炭
素
化
の
実
現
と
災
害
時

に
お
け
る
移
動
可
能
な
電
力
供
給
基
地
の
確
保
。

○
セ
ン
シ
ン
グ
技
術
・
カ
メ
ラ
等
に
よ
る
，
人
流
・
回
遊
デ
ー
タ
の
収
集
・

分
析
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
。

○
移
動
と
一
体
と
な
っ
た
シ
ー
ム
レ
ス
な
検
索
，
予
約
，
決
済
サ
ー
ビ
ス
の

提
供
。

◆
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
技
術

◆
セ
ン
シ
ン
グ
技
術

◆
AI
（

人
工
知

能
）

◆
自
動
運
転
技
術

◆
ド

ロ
ー

ン
技

術
◆
観
光
Ｍ
ａ
ａ
Ｓ

◆
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
技
術

◆
セ
ン
シ
ン
グ
技
術

◆
顔

認
証

技
術

◆
人
流
観
測
技
術

◆
A
I
（

人
工
知

能
）

◆
自
動
運
転
技
術

◆
Ｍ

ａ
ａ

Ｓ

◆
自

動
運

転
技

術
◆
先
端
モ
ビ
リ
テ
ィ

◆
Ｍ

ａ
ａ

Ｓ

○
情
報
分
析
に
よ
る
儲
か
る
農
業
の
実
現
。
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
・

A
Iに

よ
る
暗

黙
知
の
見
え
る
化
。

◆
セ

ン
シ

ン
グ

技
術

◆
A
I（

人
工
知
能
）

◆
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
技
術

◆
A
I（

人
工
知
能
）

◆
燃
料
電
池
車
両
・
EV
車
両

◆
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
技
術

◆
AI
（
人
工
知
能
）

◆
マ

ッ
チ

ン
グ

技
術

◆
A
I（

人
工
知
能
）

Ｉ
Ｏ
Ｔ
ﾈ
ｯ
ﾄ
ﾜ
ｰ
ｸの

拡
充

都
市
Ｏ
Ｓ
の
構
築

1
1

２
.
１

新
技
術

導
入

に
よ
る

都
市

課
題

解
消

の
イ

メ
ー

ジ
第

２
章

取
組

の
方

向
性



安
全

安
心

快
適

健
康

交
流

促
進

効
率
的

都
市
経
営

都
市

ブ
ラ

ン
ド

２
.
２

呉
市
ス

マ
ー

ト
シ
テ

ィ
の

タ
ー

ゲ
ッ

ト
と

す
る

課
題

と
取

組
の

方
向
性

都
市

の
リ

・
デ

ザ
イ

ン

サ ス テ ナ ブ ル

ひ と 中 心

【
課

題
マ
ト

リ
ク
ス
】

(タ
ー
ゲ
ッ

ト
と
す

る
課

題
)

第
２

章
取

組
の

方
向

性

官
民
連
携

の
促
進

デ
ー
タ
の

連
携
・
活
用

ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
く
れ

の
推
進

モ
ビ
リ
テ
ィ

の
革
新

IC
T基

盤
交
通
基
盤

1
2

安
全
安
心

快
適
健
康

交
流
促
進

効
率
的
都
市
経
営

都
市
ブ
ラ

ン
ド

都
市

の
リ

・
デ
ザ

イ
ン

サ ス テ ナ ブ ル

ひ と 中 心

交
通
基
盤

高
速
通
信
網

の
整
備

健
康
づ
く
り

の
推
進

Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育

の
促
進

伝
統
文
化
の

継
承

公
共
イ
ン
フ
ラ
の

適
切
な
維
持
管
理

観
光
消
費
額

の
拡
大

市
民
主
体
の

ま
ち
づ
く
り

温
室
効
果
ガ
ス

の
削
減

経
営
・
生
産
基
盤

の
強
化

高
齢
化

へ
の
対
応

少
子
化

へ
の
対
応

住
民
サ
ー
ビ
ス

の
維
持
向
上

ス
ポ
ー
ツ
活
動

ニ
ー
ズ
の
対
応

防
災
機
能

の
強
化

ご
み
の
減
量
化
推
進

平
成
30
年

7月
豪
雨
災
害

の
教
訓 公
共
交
通

の
維
持

呉
市

の
諸

課
題

に
対

し
て

，
官

民
連

携
に

よ
り

新
技

術
等

の
導

入
に

よ
り

課
題

解
決

に
取

組
む

呉
市

ス
マ

ー
ト

シ
テ

ィ
を

推
進

す
る

。
先

行
取

組
と

し
て

，
平

成
30

年
7
月

豪
雨

災
害

の
教
訓
を
踏

ま
え
な

が
ら

，
喫

緊
か

つ
重

複
的

な
課
題
で
あ

る
「

交
通
基

盤
」

分
野

を
タ
ー

ゲ
ッ

ト
に

Ｉ
Ｃ

Ｔ
基

盤
の

実
装

を
進

め
，

各
分

野
の

領
域

で
取

組
を

展
開

・
拡

大
し

て
い

く
。

【
取
組
の
展
開
・
拡
大
イ
メ
ー
ジ

】



誰
も
が
快
適
で
効
率
的
に
移
動
で
き
る
ま
ち

災
害
に
強
い
安
全
・
安
心
な
ま
ち

誰
も
が
快
適
・
健
康
に
暮
ら
せ
る
ま
ち

賑
わ
い
と
交
流
に
あ
ふ
れ
る
ま
ち

コ
ン
パ
ク
ト
で
機
能
的
な
ま
ち

安
全
・
安
心

効
率

的
都
市
経
営

快
適
・
健
康

交
流
促
進

交
通
基
盤

ビ
ジ
ョ
ン

呉
駅

周
辺

地
域

を
起

点
と

し
た

ス
マ

ー
ト

シ
テ

ィ
の

推
進

に
よ

る
都

市
の

リ
・

デ
ザ

イ
ン

と
ブ

ラ
ン

ド
力

の
向

上

■
次

世
代
モ
ビ
リ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
形

成
呉

駅
周
辺
地
域
を
起
点
に
，
次
世

代
モ
ビ

リ
テ

ィ
（

次
世
代
Ｂ

Ｒ
Ｔ

，
自

動
運
転
等
）
や
Ｍ
ａ
ａ
Ｓ
な
ど
の
新
技
術
を
取
り
入
れ
な
が
ら
，
次
世

代
モ

ビ
リ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

形
成
し
，

「
誰

も
が

快
適
で
効

率
的

に
移

動
で
き
る
ま
ち
」
の
実
現
を
目
指
し
ま
す
。

■
官

民
連
携
に
よ
る
ス
マ
ー
ト
シ
テ

ィ
の
実

現
次

世
代
モ
ビ
リ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
及
び

こ
れ

に
よ

り
得
ら
れ

る
移

動
デ

ー
タ
等
を
軸
に
，
都
市
デ
ー
タ
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
等
を
活
用
し
た
官

民
連

携
の
取
組
に
よ
り
，
様
々
な

サ
ー
ビ
ス

の
効

率
化

・
高
質
化

を
図

り
，

「
災
害
に
強
い
安
全
・
安
心
な
ま
ち
」
，
「
コ
ン
パ
ク
ト
で
機
能
的

な
ま

ち
」
，
「
誰
も
が
快
適
・
健

康
に
暮
ら

せ
る

ま
ち

」
，
「
賑

わ
い

と
交

流
に
あ
ふ
れ
る
ま
ち
」
の
都
市
像
を
実
現
す
る
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
を

目
指

し
ま
す
。

２
.
３

区
域
の

目
標

呉
市
が
目
指
す
５
つ
の
都
市
像

第
２

章
取

組
の

方
向

性

1
3



２
.
４

区
域
の

将
来

像
第

２
章

取
組

の
方

向
性

誰
も

が
快

適
で

効
率

的
に

移
動

で
き

る
ま

ち

コ
ン
パ
ク
ト
で

機
能
的
な
ま
ち

賑
わ
い
と
交
流
に

あ
ふ
れ
る
ま
ち

誰
も
が
快
適
・
健
康
に

暮
ら
せ
る
ま
ち

災
害
に
強
い

安
全
・
安
心
な
ま
ち

遠
隔
教
育

テ
レ
ワ
ー
ク

ス
マ
ー
ト

プ
ラ
ン
ニ
ン
グ

外
出
支
援

文
化
継
承

Ａ
Ｒ
・
Ｖ
Ｒ

遠
隔
医
療

ド
ロ
ー
ン
配
送

ス
マ
ー
ト
農
業

ス
マ
ー
ト
イ
ン
フ
ラ

燃
料
電
池
・
Ｅ
Ｖ

車
両

ド
ロ
ー
ン
活
用

ス
マ
ー
ト
モ
ビ
リ
テ
ィ
を
起
点
に

ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
の
集
積
・
活
用
を
加
速

暮
ら
し
や
す
い
ま
ち
の
実
現
と

新
産
業
の
創
出

1
4



目
指
す
べ
き
姿
２

『
官
民
連
携
に
よ
る
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
の
拡
大

』

２
.
５

解
決
す

べ
き

課
題
と

取
組

の
方

向
性

第
２

章
取

組
の

方
向

性

取
組

の
方

向
性

目
指
す

べ
き

姿
１

『
次
世
代
モ
ビ
リ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
形
成

』

取
組
の
方
向
①

次
世
代
路
面
電
車
の
実
装
を
通
じ
た
持
続
可
能
な
交
通
体
系
の
再
構
築

取
組
の
方
向
③

都
市
デ
ー
タ
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
構
築

取
組
の
方
向
②

斜
面
市
街
地
に
お
け
る
高
齢
者
の
生
活
支
援

課
題

新
技

術
等

導
入

の
効

果
（

ね
ら

い
）

【
再

掲
】

市
民
生

活
・

防
災
分

野

子
育

て
・

教
育

分
野

福
祉

保
健

分
野

○
世

界
中
と

交
流
す
る
グ
ロ
ー
バ
ル
授
業
を
実
現
。
遠
隔
授

業
等
に

よ
り
，

居
住

地
等

に
関

係
な
く

，
均
等

に
教
育

を
受

け
ら

れ
る

機
会
を

確
保
。

○
高

齢
者
の

外
出
機
会
を
促
す
，
フ
ァ
ー
ス
ト
／
ラ
ス
ト
ワ

ン
マ
イ

ル
移
動

サ
ー

ビ
ス

の
提

供
。

○
パ

ー
ソ
ナ

ル
デ
ー
タ
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
に
よ
り
，
オ
ー
ダ
ー

メ
イ
ド

型
の
健

康
管

理
・

指
導

サ
ー
ビ

ス
を
提

供
。

○
災

害
情
報

提
供
サ
ー
ビ
ス
，
最
適
な
避
難
誘
導
サ
ー
ビ
ス

の
提
供

。
避
難

所
情

報
の

発
信

。
感
染

症
等
の

緊
急
情

報
の

発
信

。

○
医

療
や
介

護
分
野
で
不
足
す
る
人
材
を
補
う
，

AI
機
能
を

備
え
た

先
端
ロ

ボ
ッ

ト
サ

ー
ビ

ス
の
提

供
。

○
消

防
活
動

等
へ
の
ド
ロ
ー
ン
，
ロ
ボ
ッ
ト
の
導
入
に
よ
る

救
助
・

消
化
活

動
等

の
迅

速
化

，
効
率

化
。

○
子

育
て
世

代
の
経
済
的
な
負
担
や
仕
事
と
の
両
立
の
悩
み

を
解
消

す
る
た

め
，

テ
レ

ワ
ー

ク
環
境

の
充
実

等
に
よ

り
働

き
方

の
多

様
化
を

実
現
。

○
個

々
の
習

熟
度
や
環
境
等
パ
ー
ソ
ナ
ル
デ
ー
タ
に
基
づ
く

最
適
な

学
習
機

会
を

提
供

。

○
子

育
て
情

報
サ
イ
ト
等
，
子
育
て
相
談
や
診
療
施
設
予
約

，
保
育

園
・
学

校
情

報
等

子
育

て
に
必

要
な
各

種
情
報

発
信

サ
ー

ビ
ス

を
提
供

。

○
電
子
カ
ル
テ
の
共
有
，
遠
隔
医
療
，
遠
隔
投
薬
指
導
等
に
よ
り
，
居
住
地
等
に
関
係
な
く
，
移
動
す
る
こ
と
な
く
，
均
等
な
医
療
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
。

○
子

供
た
ち

が
安
全
に
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
，

Ｇ
Ｐ
Ｓ

や
カ
メ

ラ
等

を
活

用
し

た
見
守

り
サ
ー

ビ
ス
の

提
供

。

○
３
Ｄ

マ
ッ

プ
を
活
用
し
た
災
害
予
測
の
実
現
。
Ｖ
Ｒ
技
術
を
用
い
た
防
災
訓
練
機
会
の
提
供
や
災
害
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
見
え
る
化
。

○
高

齢
者
が

安
全
に
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
，
Ｇ

Ｐ
Ｓ
や

カ
メ
ラ

等
を

活
用

し
た

見
守
り

サ
ー
ビ

ス
の
提

供
。

○
３

Ｄ
マ
ッ

プ
及
び
各
種
都
市
デ
ー
タ
の
融
合
・
分
析
に
よ

る
ス
マ

ー
ト
プ

ラ
ン

ニ
ン

グ
の

実
現
。

○
Ｖ

Ｒ
，
Ａ

Ｒ
，
Ｍ
Ｒ
に
よ
る
地
域
の
伝
統
・
文
化
情
報
発

信
サ
ー

ビ
ス
，

ス
ポ

ー
ツ

観
戦

サ
ー
ビ

ス
，
観

光
等
疑

似
体

験
サ

ー
ビ

ス
の
提

供
。

○
指

導
者
不

足
を
補
う
，
Ｖ
Ｒ
，
Ａ
Ｒ
，
Ｍ
Ｒ
に
よ
る
指
導

サ
ー
ビ

ス
の
提

供
。

ま
た

，
ト

ッ
プ
ア

ス
リ
ー

ト
に
よ

る
指

導
機

会
の

提
供
。

○
ニ

ー
ズ
と

シ
ー
ズ
の
マ
ッ
チ
ン
グ
に
よ
る
新
サ
ー
ビ
ス
の

提
供
。

産
業

分
野

都
市

基
盤

分
野

行
政

経
営

分
野

環
境
分

野

○
情

報
分
析

に
よ
る
儲
か
る
農
業
の
実
現
。
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ

・
AI
に

よ
る
暗

黙
知

の
見

え
る

化
。

○
ド

ラ
イ
バ

ー
不
足
を
解
消
し
，
持
続
可
能
な
公
共
交
通
を

確
保
す

る
自
動

運
転

車
両

の
導

入
。

○
３

Ｄ
マ
ッ

プ
を
用
い
た
，
イ
ン
フ
ラ
施
設
の
一
元
管
理
に

よ
る
，

維
持
管

理
作

業
の

効
率

化
の
実

現
。

○
食

品
ロ
ス

の
削
減
に
向
け
た
，
ご
み
排
出
量
の
モ
ニ
タ
リ

ン
グ
と

分
析
サ

ー
ビ

ス
の

提
供

。

○
産

・
官
・

学
連
携
に
よ
る
，
新
た
な
サ
ー
ビ
ス
の
展
開
。

○
自

動
運
転

車
両
，
ド
ロ
ー
ン
，
セ
ン
シ
ン
グ
技
術
，
モ
ニ

タ
リ
ン

グ
技
術

の
導

入
に

よ
る

農
水
産

業
の
作

業
負
荷

の
軽

減
と

効
率

化
。

○
ビ

ッ
グ
デ

ー
タ
分
析
に
よ
る
観
光
サ
ー
ビ
ス
の
最
適
化
。

新
た
な

サ
ー
ビ

ス
の

展
開

。

○
外

出
機
会

の
向
上
，
回
遊
性
の
向
上
に
寄
与
す
る
，
フ
ァ

ー
ス
ト

／
ラ
ス

ト
ワ

ン
マ

イ
ル

の
移
動

サ
ー
ビ

ス
の
提

供
。

○
最

適
で
安

定
し
た
電
力
供
給
に
向
け
た
。
電
力
供
給
・
消

費
モ
ニ

タ
リ
ン

グ
・

分
析

サ
ー

ビ
ス
の

提
供
。

○
ゴ

ミ
排
出

量
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
・
分
析
に
よ
る
，
ゴ
ミ
収

集
ル
ー

ト
の
最

適
化

と
回

収
状

況
の
見

え
る
化

。

○
感

染
症
対

策
も
踏
ま
え
た
行
政
事
務
に
関
す
る
デ
ジ
タ
ル

・
オ
ン

ラ
イ
ン

申
請

サ
ー

ビ
ス

，
キ
ャ

ッ
シ
ュ

レ
ス
サ

ー
ビ

ス
の

提
供

。

○
３

Ｄ
マ
ッ

プ
及
び
各
種
都
市
デ
ー
タ
の
融
合
・
分
析
に
よ

る
ス
マ

ー
ト
プ

ラ
ン

ニ
ン

グ
の

実
現
。

○
燃

料
電
池

車
両
・
Ｅ
Ｖ
車
両
の
導
入
に
よ
る
低
炭
素
化
の

実
現
と

災
害
時

に
お

け
る

移
動

可
能
な

電
力
供

給
基
地

の
確

保
。

○
セ

ン
シ
ン

グ
技
術
・
カ
メ
ラ
等
に
よ
る
，
人
流
・
回
遊
デ

ー
タ
の

収
集
・

分
析

サ
ー

ビ
ス

の
提
供

。

○
移

動
と
一

体
と
な
っ
た
シ
ー
ム
レ
ス
な
検
索
，
予
約
，
決

済
サ
ー

ビ
ス
の

提
供

。

文
化
・
ス
ポ
ー
ツ

分
野

1
5
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携
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ォ
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の
構
築



（
現

状
と

課
題
）

２
.
６

官
民
連

携
プ

ラ
ッ
ト

フ
ォ

ー
ム

の
構

築

右
図
出
典

：
国
土

交
通
省

ス
マ

ー
ト
シ

テ
ィ
の

実
現

に
向
け

て
（

中
間

と
り

ま
と

め
）

図
「

個
別
最

適
か

ら
全

体
最

適
へ

」

ス
マ
ー

ト
シ

テ
ィ

実
現

に
向

け
て
進
む

べ
き
方

向
性

技
術
オ
リ

エ
ン

テ
ッ

ド
か

ら
課

題
オ
リ

エ
ン
テ

ッ
ド

へ

個
別
最
適

か
ら
全

体
最

適
へ

公
共
主
体

か
ら
公

民
連

携
へ

解
決
す

べ
き

課
題

の
設

定
が

曖
昧

な
ま

ま
に

，
技
術
を

使
う
こ

と
を

優
先

し
て
い
た

「
技

術
オ

リ
エ

ン
テ

ッ
ド

」
か

ら
，

「
ど
の
課

題
を
解

決
す

る
の

か
」
，

「
何

の
た

め
に

技
術
を
使

う
の
か

」
に

つ
い
て

明
確

な
ビ

ジ
ョ

ン
を

持
っ
て
取

り
組

む
「

課
題

オ
リ

エ
ン

テ
ッ

ド
」

へ

一
つ
の

分
野

，
一

つ
の

主
体

に
と
っ
て

の
最

適
解

を
追

及
す

る
「
個
別

最
適

」
か

ら
，

都
市

全
体
の
観

点
か

ら
の

最
適

化
を

追
求
す
る

「
全

体
最

適
」

へ

自
治
体

発
で
取

組
を

主
導
す
る

「
公
共

主
体

」
か
ら

，
民

間
企

業
の

技
術

が
常
に
課

題
に

向
き

合
え

る
体

制
を

構
築

し
て

取
り
組
む

「
公
民

連
携

」
へ

取
組

を
加

速
す

る
に

当
た

っ
て

の
ハ

ー
ド

ル

○
民
間
事
業
者
が
有
す
る
先
進
技
術
に
ど
の
よ
う
な
も
の
が

あ
る
の
か
，
自
治
体
担
当
者
に
は
専
門
的
な
知
見
が
な
い
。

○
そ
の
先
進
技
術
が
，
課
題
の
ど
の
部
分
を
解
決
し
得
る
の
か
，

深
堀
り
す
る
た
め
の
意
見
交
換
の
場
が
な
い

。

○
委
託
発
注
し
た
後
に
ア
ン
マ
ッ
チ
が
生
じ
る
可
能
性

や
，

よ
り
課
題
解
決
に
資
す
る
良

質
な

提
案

の
採

用
機

会
を

失
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。

事
業

化
の

前
段

階
で

，
自

治
体

と
民

間
事

業
者

の
“

ゆ
る

や
か

な
”

勉
強

会
の

場
が

必
要

(
将

来
イ

メ
ー
ジ

）

※
R
3年

度
か
ら

，
「

呉
市

ス
マ
ー

ト
シ

テ
ィ

研
究
会

」
と

し
て

呉
市

に
お

い
て

事
業

化
1
6

第
２

章
取

組
の

方
向

性



S
T
E
P
①

シ
ー

ズ
調

査

・
呉

市
の
課

題
（
ニ
ー
ズ
）
の
解
決
に
資
す

る
先

進
技

術
（
シ
ー

ズ
）

の
提

案
を
，
民

間
事
業
者
等
か
ら
募
集
。

・
ニ

ー
ズ
と

シ
ー
ズ
が
適
合
す
る
場
合
は
，

提
案

者
と

ワ
ー
キ
ン

グ
を

実
施

。
実
証
実

験
や
実
装
に
向
け
て
意
見
交
換
。

ワ
ー
キ
ン
グ

募
集

【
募
集
期
間
】
随
時

【
募
集
対
象
】

地
域
課
題
を
解
決
す
る

ス
マ
ー
ト
技
術
の
提
案

◼
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
の
取
組
に
よ
り
解
決
し
た

い
呉
市
の
課
題
を
提
示

◼
提
示
さ
れ
た
課
題
を
解
決
し
得
る
技
術
提
案

を
募
集
（
当
面
の
間
，
随
時
受
付
）

◼
Ｉ
Ｃ
Ｔ
民
間
事
業
者
を
中
心
に
広
く
募
集

◼
応
募
者
は
，
書
面
及
び
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
に
よ
り
提
案

◼
事
務
局
及
び
呉
市
の
所
管
課
で
，
「
ワ
ー
キ

ン
グ
」
の
プ
ロ
セ
ス
へ
進
め
る
こ
と
が
適
当

か
を
検
討

◼
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
に
も
随
時
，
意
見
聴
取

◼
ワ
ー
キ
ン
グ
実
施
が
適
当
と
判
断
さ
れ
た
提

案
に
つ
い
て
応
募
者
と
所
管
課
を
中
心
に
，

ワ
ー
キ
ン
グ
を
実
施

◼
課
題
の
掘
り
下
げ
，
費
用
対
効
果
等
に
つ
い

て
意
見
交
換

◼
ワ
ー
キ
ン
グ
へ
の
参
加
に
係
る
費
用
は
，
各

自
の
負
担
と
す
る
。

提
案

（
取

組
概

要
）

1
7

２
.
６

官
民
連

携
プ

ラ
ッ
ト

フ
ォ

ー
ム

の
構

築
第

２
章

取
組

の
方

向
性



【
官

民
連

携
プ

ラ
ッ

ト
フ

ォ
ー

ム
の

イ
メ

ー
ジ

】

地
域
課
題
（
ニ
ー
ズ
）

新
技
術

(
シ
ー
ズ
）

実
装

マ
ッ
チ
ン
グ

新
た
な

新
技
術

（
シ
ー
ズ
）

マ
ッ
チ
ン
グ

実
装

持
続
・
展
開
す
る
官
民
連
携
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
イ
メ
ー
ジ

実
証

実
験

新
た
な

実
証

実
験


官
民
連
携
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
は
，
地
域
課
題
（
ニ
ー
ズ
）
と
民
間
事

業
者
か

ら
の

新
技
術

（
シ
ー
ズ

）
提

案
を

マ
ッ
チ

ン
グ
し
，

実
証

実
験

を
経
て
，
新
し
い
サ
ー
ビ
ス
を
地
域
に
提
供
し
て
い
き
ま
す
。


ま
た
，
ニ
ー
ズ
と
シ
ー
ズ
の
マ
ッ
チ
ン
グ
は
，
時
間
経
過
の
中
で
常
に

繰
り
返
さ
れ
，
更
に
新
し
い
技
術
，
新
し
い
サ
ー
ビ
ス
を
展
開
し
ま
す
。

S
T
E
P
②

調
査

結
果

の
活

用

ノ
ミ
ネ
ー
ト

（
ノ
ミ
ネ
ー
ト
概
要
）

ス
ラ
イ
ド
で
２
～
３
枚

公
表
・
ﾌﾞ
ﾗｯ
ｼｭ
ｱｯ
ﾌﾟ

◼
ニ
ー
ズ
と
適
合
す
る
有
望
な
提
案

を
，
ま
ず
「
ノ
ミ
ネ
ー
ト
案
件
」

に
位
置
付
け

◼
提
案
者
の
承
諾
を
得
た
上
で
，
公

表
に
向
け
て
，
「
ノ
ミ
ネ
ー
ト
概

要
」
を
整
理

◼
ノ
ミ
ネ
ー
ト
案
件
は
，
将
来
の
事

業
化
を
約
束
す
る
も
の
で
は
な
い
。

◼
「
ノ
ミ
ネ
ー
ト
概
要
」
を
公
表

◼
公
表
さ
れ
た
「
ノ
ミ
ネ
ー
ト
概

要
」
を
踏
ま
え
，
別
の
事
業
者
が

ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
提
案
を
行
う

こ
と
も
可
能

◼
提
案
事
業
者
の
承
諾
が
あ
る
場
合

は
，
ワ
ー
キ
ン
グ
に
も
参
加
可
能

.

◼
実
現
性
，
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
な
ど

の
検
討
を
経
て
，
熟
度
が
高
ま
っ

た
案
件
か
ら
事
業
化

◼
熟
度
に
応
じ
，
実
証
実
験
の
実
施

又
は
即
時
実
装
を
選
択

◼
事
業
化
に
係
る
業
者
選
定
は
，
法

令
に
基
づ
い
て
適
切
に
手
続
を
行

う
。

・
有

望
な
提

案
を
ノ
ミ
ネ
ー
ト
し
て
公
表
。

更
な

る
提

案
の
連
鎖

を
誘

導
し

な
が
ら
ブ

ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
。

・
熟

度
が
高

ま
っ
た
も
の
か
ら
事
業
化
。
実

証
実

験
，

実
装
を
進

め
る

。

・
提

案
者
の

承
諾
が
あ
る
場
合
は
，
コ
ン
ソ

ー
シ

ア
ム

の
一
員
と

し
て

取
組

を
継
続
す

る
こ
と
も
検
討
。

事
業
化
等

事
業
化

(予
算
化

)

実
証
実
験

実
装

コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
へ
の
参
加

（
取
組
の
継
続
）

（
取

組
概

要
）

1
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携
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２
.
７

Ｋ
Ｐ
Ｉ

の
設

定

(
1)

 
ス

マ
ー

ト
シ

テ
ィ

の
目
標

と
Ｋ

Ｐ
Ｉ

次
世

代
モ

ビ
リ

テ
ィ

ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の

形
成

取
組
の

方
向
①

次
世
代
路

面
電
車

の
実

装
を

通
じ
た

持
続

可
能

な
交
通

体
系
の
再

構
築

市
民
の
高

次
都

市
機

能
へ

の
充
足
感

1
0
.
3%
 ※

１
充

足
感

の
向

上
R
7
年

度
末

取
組
の
方

向
②

斜
面

市
街

地
に

お
け

る
高
齢

者
の
生
活

支
援

市
民
の
交

通
体

系
へ

の
満

足
度

-
0
.
3ポ

イ
ン

ト
※

２
満

足
度

の
向

上
R
7
年

度
末

官
民
連

携
に
よ

る
ス

マ
ー

ト
シ

テ
ィ

の
拡
大

取
組
の
方

向
③

都
市

デ
ー

タ
プ

ラ
ッ

ト
フ
ォ

ー
ム
の
構

築

都
市
デ
ー

タ
プ

ラ
ッ

ト
フ

ォ
ー
ム
を
活

用
し
た

新
た
な
サ

ー
ビ
ス

の
実
装

数
（
実
験
環
境
及
び
オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ
の
活
用

に
よ
る
も
の
を
含
む
。
）

－
５

件
以
上

R
7
年
度
末

取
組
の
方

向
④

官
民

連
携

プ
ラ

ッ
ト

フ
ォ
ー

ム
の
構
築

ニ
ー

ズ
・

シ
ー
ズ
の

マ
ッ
チ

ン
グ
数

－
３

０
件
以

上
R
7
年
度
末

コ
ン
ソ
ー

シ
ア

ム
（
移
行
後
は
ア
ー
バ
ン
デ
ザ
イ
ン
セ
ン
タ
ー
）
へ

の
参
画

団
体
数

４
者

１
０

者
以

上
R
7
年

度
末

※
１

呉
市
民
意
識
調

査
結
果
（

R元
年
度
調
査
）
の
指
標
。

主
要
都
市
に
ふ

さ
わ
し
い
都
市
機
能
が
充
分
で
あ
る
と
感
じ
る
人
の
割
合
を
示
す
。

第
２

章
取

組
の

方
向

性

取
組

Ｋ
Ｐ

Ｉ
現

況
値

(R
2
)

目
標

値
達

成
年

度

※
２

呉
市
民
意
識
調

査
結
果
（

R元
年
度
調
査
）
の
指
標
。

市
域
の
交
通
体

系
に
対
す
る
回
答
を
，
満
足

(
2点

)，
や
や
満
足
(
1点

)，
ど
ち
ら
で
も
な
い

(0
点
)，

や
や
不
満
足

(-
1点

)，
不
満
足
(
-2
点

)と
し
て
数
値
化
し
，
平
均
し
た
数
値

※
Ｋ
Ｐ
Ｉ
は
，
取
組
の
次
の
ス
テ
ッ
プ
に
向
け
て
の
当
面
の
指
標
と
し
，

技
術
の
進
展
や
熟
度
の
向
上
に
応
じ
て
適
宜
見
直
す
。

1
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第
３
章

取
組
内
容

2
0



《
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
く
れ
の
取
組
の
進
め
方

》

～
多
分
野
の
様
々
な
課
題
に
対
し
て
，

官
民
連
携
に
よ
る
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
の
拡
大
を
展
開
す
る
～

『
官
民
連
携
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
構
築
』
に
よ
る
展
開

〔
実
行
計
画
に
よ
る
先
行
取
組
〕

2
1

３
.
１

ス
マ
ー

ト
シ

テ
ィ
く

れ
の

全
体

事
業

概
要

第
３

章
取

組
内

容

ビ
ジ
ョ
ン

呉
駅

周
辺

地
域

を
起

点
と

し
た

ス
マ

ー
ト

シ
テ

ィ
の

推
進

に
よ

る

都
市

の
リ

・
デ

ザ
イ

ン
と

ブ
ラ

ン
ド

力
の

向
上

目
指

す
べ
き

姿
１

『
次

世
代
モ
ビ
リ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
の

形
成

』

取
組

の
方
向

①

次
世

代
路
面
電
車
の
実
装
を
通
じ
た
持
続

可
能
な

交
通
体
系

の
再

構
築

取
組

の
方
向

②

斜
面

市
街
地
に
お
け
る
高
齢
者
の
生
活
支

援

目
指

す
べ
き

姿
２

『
官

民
連
携
に
よ
る
ス
マ
ー
ト
シ

テ
ィ
の

拡
大

』

取
組

の
方
向

③

都
市

デ
ー
タ
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
構
築

取
組

の
方
向

④

官
民

連
携
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
構
築

平
成
3
0
年
7
月
豪
雨
の
教
訓

喫
緊
か
つ
重
複
的
な
課
題

「
交
通
基
盤
」

取
組
１

次
世
代
路
面
電
車
の
実
装
を
通
じ
た
持
続
可
能
な
交
通
体
系
の
再
構
築

取
組
２

斜
面
市
街
地
に
お
け
る
高
齢
者
の
生
活
支
援

取
組
３

都
市
デ
ー
タ
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
構
築



呉
駅
周
辺
地
域
を
起
点
に
次
世
代
路
面
電
車
（
次
世
代

Ｂ
Ｒ
Ｔ
）
や
Ｍ
ａ
ａ
Ｓ
な
ど
の
新
技
術
を
活
用
し
た
持
続

可
能
な
交
通
体
系
の
再
構
築

斜
面
市
街
地
，
島
し
ょ
部
等
の
地
形
条
件
で
快
適
に
住

み
続
け
る
た
め
，
生
活
支
援
施
設
と
連
携
し
た
公
共
交
通

を
補
完
す
る
ﾌｧ
ｰｽ
ﾄ/
ﾗｽ
ﾄﾜ
ﾝﾏ
ｲﾙ
の
交
通
体
系
の
再
構
築

３
.
１

ス
マ
ー

ト
シ

テ
ィ
く

れ
の

全
体

事
業

概
要

第
３

章
取

組
内

容

生
活
支
援
施
設
・
ラ
ス
ト
マ
イ
ル
モ
ビ
リ
テ
ィ

か
ら

デ
ー
タ
と
サ
ー
ビ
ス
を
拡
大

次
世
代
路
面
電
車

か
ら

デ
ー
タ
と
サ
ー
ビ
ス
を
拡
大

呉
駅
周
辺
地
域
を
起
点
と
し
た
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
の
推
進
に
よ
る
都
市
の
リ
・
デ
ザ
イ
ン
と
ブ
ラ
ン
ド
力
の
向
上

都
市
デ
ー
タ
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

と
官
民
連
携
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

に
よ
り
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
を
持
続
的
に
拡
大

快
適
な
暮
ら
し
や
持
続
可
能
な
ビ
ジ
ネ
ス

モ
デ
ル
の
確
立
に
向
け
て
，
交
通
関
係
デ
ー

タ
を
起
点
に
，
産
学
官
民
の
連
携
に
よ
り
，

成
長
・
拡
張
し
続
け
る
都
市
デ
ー
タ
プ
ラ
ッ

ト
フ
ォ
ー
ム
を
構
築

質
の
高
い
生
活
と
新
産
業
の
創
造
に
向
け
て
，

ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
企
業
を
含
む
幅
広
い
プ
レ
ー

ヤ
ー
の
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
を
生
み
育
て
る

「
民
が
主
役
」
の
官
民
連
携
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

ム
を
構
築

企
業
・
店
舗

デ
ー
タ

交
通
関
係
デ
ー
タ

カ
メ
ラ
等

セ
ン
シ
ン
グ

デ
ー
タ

行
政
デ
ー
タ

住
民
デ
ー
タ

個
人

デ
ー
タ

気
象

デ
ー
タ

決
済

デ
ー
タ

都
市
拠
点

地
域
拠
点

遠
隔
教
育

ス
マ
ー
ト
農
業

遠
隔
医
療

ス
マ
ー
ト
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ

ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
活
用

テ
レ
ワ
ー
ク

見
守
り

ド
ロ
ー
ン
配
送

取
組
１

次
世
代
路
面
電
車
の
実
装

を
通
じ
た

持
続
可
能
な
交
通
体
系
の
再
構
築

取
組
２

斜
面
市
街
地

に
お
け
る
高
齢
者
の
生
活
支
援

2
2

取
組
３

都
市
デ
ー
タ
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
構
築

官
民
連
携
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
構
築



３
.
２

【
取
組

１
】

次
世
代

路
面

電
車

の
実

装
を

通
じ

た
持

続
可

能
な

交
通
体

系
の

再
構
築

地
域

拠
点

地
域
拠

点

【
都

市
間

】
都
市

拠
点

等
広
島
市

・
広
島
空

港
等

至
広
島
市

至
広
島
空
港

下
蒲
刈

警
固
屋

蒲
刈

豊
浜

豊

安
浦

川
尻

仁
方

広

郷
原

昭
和

天
応 吉

浦

宮
原

中
央

音
戸

倉
橋

都
市

拠
点

地
域

拠
点

阿
賀

至
三
原
市

〈
想

定
さ
れ

る
交
通
モ
ー
ド

〉

・
鉄
道

（
Ｊ
Ｒ

呉
線

）

・
次
世

代
Ｂ
Ｒ

Ｔ

・
航
路

（
フ
ェ

リ
ー

・
高

速
艇

）
な

ど

〈
想

定
さ
れ

る
交
通
モ
ー
ド

〉

・
鉄

道
（
Ｊ
Ｒ

呉
線

）

・
次

世
代
Ｂ
Ｒ

Ｔ

※
移
動
量

が
多

い
路

線
は

隊
列

走
行

を
検
討

・
路

線
バ
ス
・

デ
マ

ン
ド

バ
ス

な
ど

【
拠

点
間

】
都
市

拠
点

地
域
拠

点
移
動
量

大

移
動
量

小

【
地

域
内

】
都
市

・
地

域
拠

点
内

移
動

〈
想

定
さ
れ

る
交
通
モ
ー
ド

〉

・
次

世
代
モ
ビ

リ
テ

ィ
（

小
型

自
動

運
転

車
等
）

・
デ

マ
ン
ド
バ

ス
・

タ
ク

シ
ー

・
ラ

イ
ド
シ
ェ

ア
・

カ
ー

シ
ェ

ア
リ

ン
グ

・
パ

ー
ソ
ナ
ル

モ
ビ

リ
テ

ィ

・
自

転
車
（
レ

ン
タ

サ
イ

ク
ル

含
む

）

・
生
活

航
路

な
ど

至
江
田
島
市

至
松
山
市

(
将

来
イ

メ
ー
ジ

）

第
３

章
取

組
内

容

(
1)

 
次

世
代

モ
ビ

リ
テ

ィ
全
体

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

の
構

築

2
3



呉
駅

新
広
駅

至
広
島
市

【
次
世
代
路
面
電
車
】

次
世
代

の
公
共

交
通

体
系
に

お
け

る
基

幹
交

通
の

運
行

形
態

と
し

て
，

中
・

小
型

の
自

動
運

転
車

両
が

フ
レ

キ
シ

ブ
ル

に
連

節
・

分
離

し
，

ニ
ー

ズ
に

応
じ

た
効

率
的

な

運
行

を
実

現
す

る
次

世
代
路
面
電

車
の

導
入

を
想

定
。

(
2)

 
都

市
間

・
地

域
間

ネ
ッ
ト

ワ
ー

ク
の

構
築

■
災
害
時
の
都
市
間
交

通
を

支
え

る
「
災
害

時
Ｂ

Ｒ
Ｔ

」

・
災
害
時
に
は
，
４
車
線
化

さ
れ
る
広
島
呉
道
路
に
専

用
レ
ー
ン
を
設
置
す
る
こ

と
に
よ
り
，
呉
駅
と
広
島

市
と
を
つ
な
ぐ
災
害
時
Ｂ

Ｒ
Ｔ
を
実
現

平
成

3
0年

7月
豪
雨

広
島
呉
道

路
災
害

時
B
R
T

■
呉
市
電
を
「
次
世
代
路
面
電
車
」
で
復
刻

・
呉
駅
を
起
点
と
す
る
中
・
小
型
の
次
世
代
モ
ビ
リ
テ
ィ
の
導
入

・
ピ
ー
ク
時
間
帯
は
隊
列
・
連
接
バ
ス
に
よ
る
大
量
輸
送

第
３

章
取

組
内

容

(
将

来
イ

メ
ー
ジ

）

2
4

３
.
２

【
取
組

１
】

次
世
代

路
面

電
車

の
実

装
を

通
じ

た
持

続
可

能
な

交
通
体

系
の

再
構
築



（
現

状
と

課
題
）

第
３

章
取

組
内

容

【
自

動
運

転
車

両
側

に
お

け
る

自
己

位
置

特
定

技
術

】

・
磁
気
マ
ー
カ
ー
，
電
磁
誘
導
線

・
高
精
度
Ｇ
Ｐ
Ｓ

・
車
載
セ
ン
サ
ー
（
Ｌ
ｉＤ
Ａ
Ｒ
：
ﾚ
ｰ
ｻ
ﾞｰ
ｽ
ｷ
ｬ
ﾅ
な
ど
）

◆
山
間
部

，
急

こ
う

配
，

分
合
流

部
で

は
，

検
知

困
難

◆
降
雪
・

霧
等

の
気

象
条

件
に
よ

る
機

能
低

下
◆
正
確
な

自
己

位
置

特
定

が
必
要

と
な

る
箇

所
に

お
い
て

，
誤

差
発

生

技
術
的
課
題

▶
自
己
位
置
特
定
の
た
め
の
支
援
機
能
の
整
備

▶
自
動
運
転
に
対
応
し
た
走
行
空
間
の
確
保

【
道

路
側

の
支

援
技

術
】

が
必
要
と
な
る

Ｒ
元

.
1
1.
2
7 

「
呉

市
の

交
通

ま
ち

づ
く

り
に
関

す
る
フ

ォ
ー
ラ

ム
」

鈴
木

克
宗

氏
（

一
般

財
団

法
人

道
路

新
産

業
開
発

機
構
理
事

）
講
演

資
料
か

ら

～
自
動
運
転
車
両
の
連
節
・
分
離

の
イ

メ
ー
ジ

～

◼
少
子
高
齢
化
，
モ
ー
タ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
進
展
に
よ
る
バ
ス
利
用
者
の
減
少
，
運
転
手
の
不
足

,

さ
ら
に

C
O

V
ID

-1
9
の
影
響
等
に
よ
り

,バ
ス
事
業
の
維
持
が
困
難
な
状
況
と
な
っ
て
い
る
。

◼
こ
れ
に
よ
り
，
さ
ら
に
バ
ス
路
線
の
廃
止
・
短
絡
化
な
ど
を
引
き
起
こ
し
て
お
り
，
悪
循
環
に

陥
っ
て
い
る
。

◼
こ
の
よ
う
な
中
，
平
成

3
0
年
の
豪
雨
災
害
時
に
は
，
土
砂
災
害
に
よ
り
基
幹
道
路
が
通
行
止
め

に
な
り
，
さ
ら
に
，
市
内
各
所
で
深
刻
な
渋
滞
が
発
生
し
た
。

◼
こ
の
時
，
広
島
呉
道
路
の
一
部
通
行
可
能
区
間
を

JR
呉
線
の
代
行
バ
ス
等
が
緊
急
通
行
す
る

災
害
時

B
R
T
を
運
行
し
，
市
民
・
通
勤
利
用
者
の
足
を
確
保
し
た
。

◼
こ
れ
を
通
じ
て
，
公
共
交
通
の
必
要
性
を
市
民
が
再
認
識
す
る
き
っ
か
け
と
な
っ
た
。

◼
以
上
の
よ
う
な
観
点
か
ら
，
当
区
域
で
は
，
次
世
代
モ
ビ
リ
テ
ィ
（
次
世
代
B
R
T
，
自
動
運

転
車
両
な
ど
）
や
M
a
a
S
な
ど
の
新
技
術
を
活
用
し
，
持
続
可
能
な
交
通
体
系
へ
の
再
構
築

が
必
要
と
な
っ
て
い
る
。

2
5

３
.
２

【
取
組

１
】

次
世
代

路
面

電
車

の
実

装
を

通
じ

た
持

続
可

能
な

交
通
体

系
の

再
構
築



導
入
候
補

高
精
度
Ｇ
Ｐ
Ｓ

高
精
度
３
次
元
地
図

磁
気
マ
ー
カ
ー
等

【
技
術

概
要
】

➢
高
精
度
Ｇ
Ｐ
Ｓ
は
，
衛
星
か
ら
（
Ｘ
，
Ｙ
，
Ｚ
座
標
）

の
情
報
を
受
信
し
，
か
つ
，
電
子
基
準
点
か
ら
の
補
正

情
報
や
慣
性
計
測
装
置
（
IM
U）

を
使
っ
た
補
正
に
よ

り
，
車
両
の
位
置
情
報
を
特
定
す
る
。

➢
事
前
に
高
精
度
３
次

元
地
図
を
作
製
し
，
走
行
車
両
に

カ
メ
ラ
や
Li
DA
Rな

ど
の
セ
ン
サ
ー
を
取
り
付
け
，
カ

メ
ラ
で
取
得
し
た
情
報
と
地
図
と
を
照
ら
し
合
せ
て
位

置
情
報
を
算
出
す
る

方
法
。

➢
高
精
度
３
次
元
地
図

に
交
通
情
報
な
ど
を
付
加
し
た
も

の
が
「
ダ
イ
ナ
ミ
ッ

ク
マ
ッ
プ
」
と
呼
ば
れ
，
自
動
走

行
に
求
め
ら
れ
る
車

線
レ
ベ
ル
の
自
車
両
位
置
の
特
定

を
可
能
に
し
，
分
岐

点
に
お
け
る
行
先
に
応
じ
た
最
適

な
車
線
の
選
択
，
右

左
折
に
合
わ
せ
た
車
線
の
選
択
を

支
援
す
る
。

➢
磁
気
マ
ー
カ
ー
又
は
電
磁
誘
導
線
に
よ
る
２
種
類
が
あ

る
。
車
両
側
は
底
部
に
設
置
し
た
セ
ン
サ
ー
で
「
磁
気

マ
ー
カ
ー
」
等
を
検
知
し
，
走
行
場
所
を
特
定
す
る
。

➢
「
磁
気
マ
ー
カ
ー
」
は
，
走
行
ル
ー
ト
上
の
道
路
に
磁

石
（
マ
ー
カ
ー
）
を
埋
設
又
は
敷
設
し
，
Ｓ
極
と
Ｎ
極

の
配
置
パ
タ
ー
ン
に
よ
り
，
車
両
に
対
し
て
速
度
指
定

や
停
止
等
の
情
報
の
伝
達
を
行
う
。

➢
「
電
磁
誘
導
線
」
は
，
走
行
ル
ー
ト
上
に
交
流
電
流
が

流
れ
る
誘
導
線
を
埋
設
し
，
自
動
運
転
車
を
，
当
該
電

磁
誘
導
線
に
沿
っ
て
走
行
さ
せ
る
。

【
技
術

特
性
】

➢
高
精
度
Ｇ
Ｐ
Ｓ
の
場
合
は
，
山
間
部
等
地
理
的
な
要
因

（
切
土
面
や
樹
木
等
）
や
ト
ン
ネ
ル
・
橋
梁
下
等
構
造

的
要
因
に
よ
っ
て
Ｇ
Ｐ
Ｓ
の
測
位
精
度
が
低
下
し
た
り
，

受
信
で
き
な
い
エ
リ
ア
の
存
在
が
課
題
と
な
る
。

➢
位
置
特
定
で
は
，
降
雪
や
霧
等
の
気
象
変
化
等
に
よ
る

セ
ン
サ
ー
性
能
の
低

下
が
懸
念
。
ま
た
，
地
図
デ
ー
タ

の
精
度
の
維
持
も
課

題
。

➢
高
精
度
３
次
元
地
図

デ
ー
タ
は
，
車
両
位
置
特
定
だ
け

で
は
な
く
，
イ
ン
フ

ラ
の
維
持
管
理
，
防
災
・
減
災
へ

の
事
前
対
策
等
，
様

々
な
分
野
で
の
活
用
が
可
能
。

➢
電
磁
誘
導
方
式
で
は
，
磁
気
マ
ー
カ
ー
や
電
磁
誘
導
線

の
埋
設
な
ど
施
設
の
整
備
と
管
理
が
必
要
と
な
る
。

➢
Ｇ
Ｐ
Ｓ
が
使
用
不
能
と
な
っ
た
場
合
等
に
お
い
て
有
効

【
技
術
特

性
を
踏
ま

え
て
導
入

が
想
定
さ

れ
る
範

囲
】

➢
設
置
コ
ス
ト
は
比
較
的
安
価
。
し
か
し
，
全
道
路
へ
の

電
磁
マ
ー
カ
ー
等
の
敷
設
は
困
難
。

➢
限
定
さ
れ
た
道
路
で
は
，
比
較
的
導
入
し
や
す
い
。

【
概
算
整

備
単
価

】
－
（
道
路
環
境
整
備
は
該
当
な
し
）

約
7,
70
0千

円
/k
m

約
3,
30
0千

円
/k
m（

電
磁
誘
導
線
の
場
合
）

（
取

組
概

要
）
自

己
位

置
特
定

の
た

め
の

支
援

機
能

の
整

備

第
３

章
取

組
内

容

車
両
側
の
セ

ン
サ
ー
で
検
知

衛
星
（
Ｘ
，
Ｙ
，
Ｚ
）

2
6

３
.
２

【
取
組

１
】

次
世
代

路
面

電
車

の
実

装
を

通
じ

た
持

続
可

能
な

交
通
体

系
の

再
構
築



導
入
候

補

着
色

舗
装

路
面

表
示

の
図

柄
の

統
一

自
動

運
転

専
用

標
識

信
号

機
連

携
制

御

【
技
術

概
要
】

➢
自
動
運
転
車
が
安
全
か
つ

円
滑
に
走
行

で
き
る
よ
う
に
，
自
動
運

転
車
と
他
の

車
両
等
を
道
路
構
造
的
に

分
離
す
る
た

め
の
対
策
の
一
つ
と
し
て

，
自
動
運
転

車
専
用
車
線
に
着
色
す
る

方
法
。

➢
着
色
舗
装
と
同
様
に
，
自
動
運
転
車

と
他
の
車
両
等
を
道
路
構
造
的
に
分
離

す
る
た
め
の
対
策
の
一
つ
で
，
自
動
運

転
車
が
走
行
す
る
こ
と
を
明
示
す
る
路

面
標
示
を
施
す
も
の
。

➢
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
が
一
体
と
な
っ
た
道
路
標

識
で
，
道
路
上
に
設
置
さ
れ
た
Ｑ
Ｒ

コ
ー
ド
を
自
動
運
転
車
に
搭
載
さ
れ
た

カ
メ
ラ
が
読
み
込
む
こ
と
で
，
車
両
側

は
瞬
時
に
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
を
取
得
す

る
こ
と
が
可
能
。

➢
ル
ー
ト
上
の
交
差
点
の
信
号
制
御
器
に

専
用
の
無
線
装
置
を
取
り
付
け
，
点
灯

し
て
い
る
信
号
の
色
や
点
灯
残
時
間
な

ど
の
情
報
を
自
動
運
転
車
両
に
送
信
。

➢
受
け
取
っ
た
車
両
は
，
情
報
を
も
と
に

自
動
運
転
で
走
行
す
る
。

【
技
術

特
性
】

➢
自
動
運
転
車
走
行
車
線
と

そ
の
他
の
車

線
を
視
覚
的
に
分
離
。
た

だ
し
，
自
動

運
転
車
両
走
行
車
線
で
あ

る
こ
と
を
周

知
す
る
立
看
板
や
路
面
標

示
等
が
必
要
。

➢
自
動
車
メ
ー
カ
ー
か
ら
，

自
動
運
転
に

お
け
る
実
証
の
課
題
と
し

て
，
カ
ラ
ー

舗
装
等
に
よ
る
セ
ン
サ
ー

等
の
認
知
誤

差
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

➢
路
面
標
示
図
柄
を
統
一
す
る
こ
と
に

よ
り
，
地
域
内
だ
け
で
は
な
く
，
地
域

外
か
ら
の
来
訪
者
に
も
理
解
可
能
と
な

り
，

自
動
運
転
車
が
走
行
す
る
こ
と
が
明

確
に
認
知
さ
れ
る

➢
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
は
，
数
字
の
み
で
あ
れ
ば

7,
08
9字

，
英
数
4,
29
6字

，
漢
字
・
か

な
1,
81
7字

の
デ
ー
タ
格
納
が
可
能
。

➢
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
は
，
国
際
的
に
も
広
く
規

格
が
普
及
し
て
い
る
た
め
，
今
後
国
際

基
準
と
な
る
自
動
運
転
向
け
イ
ン
フ
ラ

が
誕
生
す
る
可
能
性
も
あ
る
。

➢
こ
れ
ま
で
，
信
号
機
の
確
認
は
車
載
カ

メ
ラ
を
利
用
す
る
こ
と
が
多
か
っ
た
が
，

逆
光
や
障
害
物
で
の
不
識
別
，
確
認
信

号
の
誤
認
識
な
ど
の
課
題
が
あ
っ
た
。

➢
直
接
車
両
に
信
号
機
の
情
報
を
送
る
た

め
，
よ
り
正
確
に
信
号
確
認
等
が
可
能

と
な
る
。

【
技
術
特

性
を
踏
ま

え
て
導
入

が
想
定
さ

れ
る

範
囲
】

➢
急
カ
ー
ブ
な
ど
注
意
喚
起

を
要
す
る
エ

リ
ア
で
の
導
入
が
想
定
さ

れ
る
。

➢
セ
ン
サ
ー
等
が
誤
っ
て
認

識
し
な
い
よ

う
に
，
舗
装
な
ど
の
反
射

率
・
反
射
度

の
基
準
化
が
必
要
。

【
概
算
整

備
単
価
】

約
29
,7
00
千
円
/k
m（

※
3m
幅
員
）

約
12
,8
00
千
円
/K
m（

※
1車

線
）

約
5,
50
0千

円
/k
m

約
50
0
千
円
/k
m

（
取

組
概

要
）
自
動

運
転

に
対
応
し

た
走

行
空
間
の

確
保

第
３

章
取

組
内

容

2
7

３
.
２

【
取
組

１
】

次
世
代

路
面

電
車

の
実

装
を

通
じ

た
持

続
可

能
な

交
通
体

系
の

再
構
築



概
算
事

業
費

約
13
,
20
0千

円

（
ル

ー
ト

例
）

第
３

章
取

組
内

容

概
算

事
業
費

約
2,
0
00
千

円

概
算

事
業
費

約
11
8
,8
0
0千

円

概
算

総
事

業
費

約
2
3
8
,
0
0
0
千

円

概
算
事
業
費

約
22
,0
00
千
円

概
算
事
業
費

約
51
,
20
0千

円

概
算

事
業
費

約
3
0,
8
00
千

円

自
動
運
転
専
用
標
識

三
次
元
点
群

デ
ー
タ

磁
気
ﾏ
ｰ
ｶ
ｰ
等
（
電
磁
誘
導
線
）

着
色
舗
装

路
面
表
示
の
図
柄
の
統
一

信
号
機
連
携
制
御

※
上
記
に
は
，
車
両
導
入
費
は
含
ま
な
い
。

（
整

備
イ

メ
ー

ジ
／

例
：
Ａ

ル
ー

ト
）

【
整

備
範
囲
】

Ａ
ル
ー
ト

▶
延
長
約
４
Ｋ
ｍ

Ａ
ル

ー
ト

Ｂ
ル

ー
ト

※
ル

ー
ト
は

検
討

段
階
で
，
決
定
し
た
も
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん

。
Ａ
ル

ー
ト
，

Ｂ
ル
ー
ト
を
中
心
に
，
整
備
範
囲
を

検
討
し
ま
す

。
2
8

３
.
２

【
取
組

１
】

次
世
代

路
面

電
車

の
実

装
を

通
じ

た
持

続
可

能
な

交
通
体

系
の

再
構
築



2
9

第
３
章

取
組
内

容
３

.
２

【
取
組

１
】

次
世
代

路
面

電
車

の
実

装
を

通
じ

た
持

続
可

能
な

交
通
体

系
の

再
構
築

【
こ
れ
ま
で
の
取

組
】

【
今

後
の
取
組
】

次
世
代
モ
ビ
リ
テ
ィ
導
入
に
向
け
た
社
会
実
験

次
世
代
モ
ビ
リ
テ
ィ
の
導
入
を
軸
と
し
た
新
た
な
公
共
交
通
体
系
の
構
築
に
向
け
た
社
会
実
験

次
世
代
バ
ス

(燃
料
電
池
バ
ス

)に
よ
る
社
会
実
験

〔2
01

9
年

11
月

30
日

,1
2月

1日
, 
12
月

7日
,1

2月
8日

〕

非
常
電
源
Ｐ
Ｒ
イ
ベ
ン
ト

商
店
街
の
通
行
状
況

自
動
運
転
バ
ス
走
行
実
験
〔2

02
1
年

1月
22
日
～

24
日
〕

自
動
運
転
バ
ス

呉
駅

新
広
駅

○
官
民
連
携
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
に
よ
る
シ
ー
ズ
・ニ
ー
ズ
の
マ
ッ
チ
ン
グ
に
よ
り
，
次
世
代
モ
ビ
リ
テ
ィ
の
走
行
実
験
を
順

次
拡
大
し
，
実
装
す
る
次
世
代
モ
ビ
リ
テ
ィ
，
道
路
側
の
支
援
技
術
，
実
装
に
向
け
て
の
必
要
な
公
共
空
間

の
再
整
備
等
を
検
討
す
る
。

○
社
会
実
験
は
呉
駅
巡
回
ル
ー
ト
か
ら
着
手
し
，
段
階
的
に
呉
駅
－
新
広
駅
の
都
市
拠
点
間
ル
ー
ト
な
ど
に
拡

大
し
て
社
会
実
験
を
継
続
す
る
こ
と
に
よ
り
，
次
世
代
モ
ビ
リ
テ
ィ
の
認
知
度
・
受
容
性
の
向
上
を
図
る
と
と
も
に
，

ル
ー
ト
・
停
留
所
・ダ
イ
ヤ
等
の
利
用
者
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
，
利
用
者
ニ
ー
ズ
に
適
応
し
た
運
行
形
態
を
検
討
す
る
。

○
呉
駅
周
辺
地
域
総
合
開
発
（
第
1
期
開
発
）
の
完
了
見
込
年
度
（
2
0
2
4
年
度
）
に
あ
わ
せ
て
，
道
路
環

境
整
備
を
行
い
，
次
世
代
モ
ビ
リ
テ
ィ
（
自
動
運
転
）
の
実
装
を
目
指
す
。

呉
駅
巡
回
ル
ー
ト

○
取
組
の
連
携
業
種
（
案
）

運
行
主
体

地
元
交
通
事
業
者

乗
り
継
ぎ
連
携

鉄
道
事
業
者
，
路
線
バ
ス
事
業
者
，
航
路
事
業
者

M
a
a
S

M
a
a
S
開
発
事
業
者
（
IT
ベ
ン
ダ
ー
等
）



３
.
３

【
取
組

２
】

斜
面
市

街
地

に
お

け
る

高
齢

者
の

生
活

支
援

(
将

来
イ

メ
ー
ジ

）

第
３

章
取

組
内

容

▶
交

通
タ

ー
ミ

ナ
ル

と
周
辺
エ
リ
ア
の
間
に
，
モ

ビ
リ

テ
ィ

ス
ポ

ッ
ト

を
配
置

▶
次

世
代

モ
ビ

リ
テ

ィ
に
よ
り
，
交
通
タ
ー
ミ
ナ
ル
を
起
点
と
す
る
地
区
内
に

お
け
る
次

世
代

モ
ビ

リ
テ

ィ
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
を
形
成

▶
交
通
事
業
者
，
商
店
街
と
の
連
携
に
よ
り
，
特
に
高
齢
者
が
安
心
し
て
外
出
で
き
る

生
活

支
援

Ｍ
a
a
Ｓ

を
構
築

子
供
か
ら
高
齢
者
ま
で
幅
広
い
市
民
が
そ
の
効
果
を
享
受
す
る

こ
と
が
で
き
る
「
公
共
交
通
維
持
」
に
関
す
る
課
題
の
解
決
に
向

け
，
地
区
内
に
お
け
る
次
世
代
モ
ビ
リ
テ
ィ
の
導
入
と
と
も
に

,特

に
高
齢
者
の
生
活
を
維
持
す
る
た
め
の
生
活
支
援
Ｍ

a
a
Ｓ
の
構
築

に
取
組
む
。

地
域
内
の
次
世
代
モ
ビ
リ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
概
念
図

地
域

内
ネ
ッ
ト

ワ
ー

ク
（
フ

ァ
ー

ス
ト

／
ラ

ス
ト

ワ
ン

マ
イ

ル
）

と
生

活
支
援

Ｍ
a
a
Ｓ

の
構
築

3
0



（
現

状
と

課
題
）

第
３

章
取

組
内

容

フ
ァ
ー
ス
ト
／
ラ
ス
ト
マ
イ
ル
・モ
ビ
リ
テ
ィ
の

稼
働
エ
リ
ア

路
線
バ
ス
・タ
ク
シ
ー
等
の
稼
働
エ
リ
ア

➢
特
に
，
呉
市
の
斜
面
市
街
地
な
ど
狭
隘
な
道
路
が
入
り
組
ん
で
い
る
エ
リ
ア
に
お
い
て
は
，
小
回
り
の
き
く

小
型
モ
ビ
リ
テ
ィ
の
導
入
が
効
果
的
で
あ
る
。

➢
特
に
斜
面
市
街
地
に
居
住
す
る
高
齢
者
は
生
活
施
設
が
利
用
し
に
く
い
状
況
で
あ
る
こ
と
か
ら

,
ワ
ン
マ
イ

ル
モ
ビ
リ
テ
ィ
の
導
入
の
あ
わ
せ
て

,交
通
事
業
者
,呉
駅
周
辺
地
域
や
地
域
の
商
店
街
・
病
院
等
と
連
携
し

て
,交
通
情
報
・
店
舗
情
報
・
割
引
ク
ー
ポ
ン
,ま
た
C
O
V
I
D
1
9
関
連
の
密
情
報
,災
害
時
の
道
路
情
報
等
の

提
供
【
生
活
支
援
M
a
a
S
】
に
よ
り
，
ウ
ォ
ー
カ
ブ
ル
な
ま
ち
づ
く
り
に
も
寄
与
す
る
こ
と
に
な
り
，
高
齢

者
の
外
出
機
会
を
拡
大
し
，
高
齢
者
の
交
流
機
会
を
増
や
す
と
と
も
に
，
運
動
不
足
の
解
消
な
ど
に
も
寄
与

す
る
。
ま
た
，
家
族
な
ど
に
よ
る
自
家
用
車
送
迎
な
ど
第
三
者
の
負
担
軽
減
な
ど
に
も
つ
な
が
る
。

➢
災
害
時
等
に
お
い
て
も
，
小
回
り
の
き
く
小
型
モ
ビ
リ
テ
ィ
は
，
地
域
内
で
の
人
の
移
動
や
物
資
の
運
搬
な

ど
に
お
い
て
，
そ
の
有
効
性
を
発
揮
す
る
も
の
と
想
定
さ
れ
る
。

➢
人
口
減
少
や
少
子
高
齢
化
の
急
速
な
進
行
，
公
共
交
通
利
用
者
の
減
少
，
運
転
手
不
足
な
ど
，
呉
市
の
地
域

公
共
交
通
を
取
り
巻
く
環
境
は
年
々
厳
し
さ
を
増
し
て
い
る
。
こ
の
た
め
，
公
共
交
通
（
バ
ス
路
線
等
）
に

お
け
る
従
来
ど
お
り
の
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
が
困
難
と
な
っ
て
き
て
お
り
，

路
線
の
廃
止
な
ど
，

公
共
交
通

（
路
線
バ
ス
や
タ
ク
シ
ー
等
）
サ
ー
ビ
ス
は
縮
小
傾
向
に
あ
る
。

➢
さ
ら
に
，
狭
隘
な
道
路
が
複
雑
に
入
り
組
ん
で
い
る
呉
市
の
斜
面
地
域
に
お
い
て
は
，
従
来
よ
り
，

最
寄
り

バ
ス
停
等
と
自
宅
と
を
接
続
す
る
端
末
交
通
が
整
備
さ
れ
て
い
な
い
た
め
，
自
家
用
車
移
動
に
依
存
す
る
傾

向
が
高
く
な
っ
て
い
る
。

➢
こ
れ
ら
は
，
高
齢
化
が
急
速
に
進
む
中
，
高
齢
ド
ラ
イ
バ
ー
に
よ
る
交
通
事
故
の
危
険
性
の
増
加
や
自
家
用

車
移
動
が
で
き
な
い
人
々
の
外
出
機
会
を
制
限
す
る
要
因
と
な
っ
て
い
る
。

➢
こ
の
よ
う
な
中
，
従
来
の
公
共
交
通
稼
働
エ
リ
ア
の
一
部
を
補
完
す
る
と
と
も
，
未
整
備
で
あ
っ
た
端
末
交

通
サ
ー
ビ
ス
を
確
保
す
る
ツ
ー
ル
と
し
て
，
フ
ァ
ー
ス
ト
／
ラ
ス
ト
ワ
ン
マ
イ
ル
の
移
動
手
段
と
し
て
小
型

モ
ビ
リ
テ
ィ
の
導
入
が
必
要
と
な
っ
て
い
る
。

呉
市
の
路
線
バ
ス
網

3
1

３
.
３

【
取
組

２
】

斜
面
市

街
地

に
お

け
る

高
齢

者
の

生
活

支
援



フ
ァ
ー
ス
ト
／
ラ
ス
ト
マ
イ
ル

ハ
ブ

・
次

世
代
モ

ビ
リ
テ

ィ
，
フ
ァ
ー
ス
ト
／
ラ
ス
ト
マ

イ
ル

モ
ビ
リ

テ
ィ
の

待
機
ス
ペ
ー
ス
，
待
合
機
能

を
備

え
た
乗

り
換
え

拠
点

フ
ァ
ー
ス
ト
／
ラ
ス
ト
マ
イ
ル

モ
ビ
リ
テ
ィ

・
小

型
・
低

速
の
フ
ァ
ー
ス
ト
／
ラ
ス
ト
マ
イ
ル

モ
ビ

リ
テ
ィ

に
よ
り
，
斜
面
市
街
地
の
移
動
手

段
を

確
保

斜
面
市
街
地

斜
面
市
街
地

斜
面
市
街
地

斜
面
市
街
地

モ
ビ
リ
テ
ィ

ス
ポ
ッ
ト

モ
ビ
リ
テ
ィ

ス
ポ
ッ
ト

モ
ビ
リ
テ
ィ

ス
ポ
ッ
ト

呉
駅

交
通
タ
ー
ミ
ナ
ル

呉
駅
交
通
タ
ー
ミ
ナ
ル

・
バ
ス

タ
プ

ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
一

環
と

し
て

総
合
交
通
拠
点
を
整
備第
３

章
取

組
内

容

（
取

組
概

要
：
フ
ァ

ー
ス

ト
／
ラ
ス

ト
ワ

ン
マ
イ
ル

ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク

の
構

築
）

〇
斜
面
市
街
地
に
住
む
子
供
か
ら
高
齢
者
ま
で
，
誰
も
が
気
軽
に
外
出
し
，
中
心
市
街
地
等
を
回
遊
で
き
る
よ
う
に
，
斜
面
居
住
地
を
中
心
に
，

フ
ァ
ー
ス
ト
／
ラ
ス
ト
マ
イ
ル
ハ
ブ
と
居
住
地
周
辺
を
結
ぶ
，
次
世
代
モ
ビ
リ
テ
ィ
（
小
型
自
動
運
転
車
等
）
等
の
導
入
を
図
り
ま
す
。

〈
想

定
す
る

交
通
モ

ー
ド
〉

・
次
世
代
モ
ビ
リ
テ
ィ
（
小
型
自
動
運
転
車
等
）

・
デ
マ
ン
ド
バ
ス
・
タ
ク
シ
ー

・
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
・
カ
ー
シ
ェ
ア
リ
ン
グ

・
パ
ー
ソ
ナ
ル
モ
ビ
リ
テ
ィ

・
自
転
車
（
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
含
む
）

・
生
活
航
路

な
ど

例
）
次
世
代
モ
ビ
リ
テ
ィ
（
ト
ヨ
タ
社
製
e-
P
al
et
te
）

3
2

３
.
３

【
取
組

２
】

斜
面
市

街
地

に
お

け
る

高
齢

者
の

生
活

支
援



3
3

第
３

章
取

組
内

容
３

.
３

【
取
組

２
】

斜
面
市

街
地

に
お

け
る

高
齢

者
の

生
活

支
援

【
こ
れ
ま
で
の
取

組
】

斜
面
市
街
地
の
居
住
者
を
対
象
と
し
て
，
「グ

リ
ー
ン
ス
ロ
ー
モ
ビ
リ
テ
ィ
」を
利
用
し
，

呉
駅
及
や
バ
ス
停
等
の
交
通
拠
点
，
あ
る
い
は
れ
ん
が
ど
お
り
等
の
市
街
地
中
心

部
へ
の
移
動
を
体
験
し
て
利
用
者
の
反
応
，
交
通
手
段
と
し
て
実
装
す
る
場
合
の

課
題
の
検
証
を
実
施
。

実
施
主
体
：広

島
大
学
及
び
呉
工
業
高
等
専
門
学
校

国
土
交
通
省
「道

路
政
策
の
質
の
向
上
に
資
す
る
技
術
研
究
開
発
」（
令
和
２
年

度
）の

支
援
を
受
け
て
実
施

日
常
生
活
等
に
お
け
る
新
た
な
移
動
手
段
の

利
用
可
能
性
を
検
証
す
る
社
会
実
験

【
今

後
の
取

組
】

○
呉
市
中
心
部
を
取
り
囲
む
各
地
の
斜
面
市
街
地
，
さ
ら
に
島
嶼
部
に
社
会
実
験
を
順
次
拡
大
し
，
フ
ァ
ー
ス
ト
／
ラ
ス
ト
ワ
ン

マ
イ
ル
を
担
う
公
共
交
通
と
し
て
の
課
題
を
検
証
し
，
実
装
に
向
け
て
官
民
連
携
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
に
よ
る
マ
ッ
チ
ン
グ
，
利
便

性
向
上
の
た
め
の
必
要
な
情
報
・機

能
，
地
域
に
よ
る
運
営
形
態
の
検
討
等
に
取
組
む
。

〇
斜
面
市
街
地
に
居
住
す
る
特
に
高
齢
者
の
誰
も
が
気
軽
に
外
出
し
，
中
心
市
街
地
等
の
生
活
施
設
が
利
用
し
や
す
い
環

境
づ
くり
に
向
け
て
,ワ
ン
マ
イ
ル
の
モ
ビ
リ
テ
ィ
の
導
入
と
あ
わ
せ
て
,交
通
事
業
者
,呉
駅
周
辺
地
域
や
地
域
の
商
店
街
の
テ
ナ

ン
ト
・
各
商
店
・病

院
等
と
連
携
し
て
,発
着
時
間
の
調
整
・バ
ス
ロ
ケ
情
報
・店

舗
情
報
・割

引
ク
ー
ポ
ン
,予
約
，
電
子
決

済
，
C
O
V
ID
1
9
関
連
の
密
情
報
,さ
ら
に
は
災
害
時
の
道
路
情
報
等
の
提
供
の
社
会
実
験
や
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
よ
り
課

題
を
検
証
し
，
利
用
者
と
店
舗
が
両
者
と
も
w
in
-w
in
の
関
係
と
な
る
生
活
支
援
M
a
a
S
を
構
築
す
る
。

○
将
来
的
に
は
，
観
光
地
情
報
や
Ｊ
Ｒ
等
を
含
め
た
決
済
の
シ
ス
テ
ム
化
等
を
含
め
た
観
光
M
a
a
S
も
視
野
に
入
れ
，
必
要

と
な
る
機
能
を
検
討
す
る
。

○
生
活
支
援
M
a
a
S
は
，
呉
駅
周
辺
地
域
総
合
開
発
（
第
1
期
開
発
）
の
完
了
見
込
年
度
（
2
0
2
4
年
度
）
に
あ
わ
せ
て

実
装
を
目
指
す
。

・時
刻
表
情
報

・
経
路
検
索

・バ
ス
ロ
ケ
情
報

・密
情
報
（C
O
V
ID
1
9
）

・電
子
決
済

・災
害
時
の
道
路
情
報 な
ど

地
域
の
商
店
街

商
店
・
病
院

呉
駅
周
辺
地
域

各
テ
ナ
ン
ト

・店
舗
情
報

・割
引
ク
ー
ポ
ン
情
報

・病
院
等
の
予
約

・
電
子
決
済

・密
情
報
（C
O
V
ID
1
9
） な
ど

斜
面
市
街
地

生
活
支
援
Ｍ
aa
Ｓ

斜
面
市
街
地

○
取
組
の
連
携
業
種
（
案
）

運
行
主
体

地
元
交
通
事
業
者

生
活
支
援

地
元
商
店
街
、
医
療
福
祉
団
体
(事

業
者
)

M
a
a
S

M
a
a
S
開
発
事
業
者
（
IT
ベ
ン
ダ
ー
等
）



(
1)

都
市

デ
ー

タ
プ

ラ
ッ
ト
フ

ォ
ー

ム
将
来
イ
メ

ー
ジ

市
内
全
域
に
張
り
巡
ら
さ
れ
た
高
速
通
信
網
を
基
盤
と
し
て
，
先
端
技
術
を
活
用
し
た
新
た
な
交
通
サ
ー
ビ
ス
や
都
市
デ
ー
タ
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

（
都
市
Ｏ
Ｓ
）
な
ど
で
ス
マ
ー
ト
化
さ
れ
た
ま
ち
が
，
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
核
で
あ
る
呉
駅
周
辺
か
ら
全
市
域
に
拡
が
る
形
で
，

S
o
c
ie

ty
5
.0
が
実
現
し
て
い
ま
す
。

そ
こ
か
ら
生
ま
れ
る
人
と
人
と
の
出
会
い
や
交
流
，
集
ま
る
情
報
な
ど
か
ら
，
様
々
な
分
野
で
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
起
こ
り
，
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
が

大
き
く
変
化
す
る
な
ど
，
全
国
の
地
方
都
市
の
モ
デ
ル
と
な
り
，
新
し
い
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
質
の
高
い
生
活
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

（
第
５
次
呉
市
長
期
総
合
基
本
計
画
か
ら
抜
粋
）

３
.
４

【
取
組

３
】

都
市
デ

ー
タ

プ
ラ

ッ
ト

フ
ォ

ー
ム

の
構

築
第

３
章

取
組

内
容

(
将

来
イ

メ
ー
ジ

）

3
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３
.
４

【
取
組

３
】

都
市
デ

ー
タ

プ
ラ

ッ
ト

フ
ォ

ー
ム

の
構

築
第

３
章

取
組

内
容

（
現

状
と

課
題
）

内
閣
府
「
ｽﾏ
ｰﾄ
ｼﾃ
ｨﾘ
ﾌｧ
ﾚﾝ
ｽｱ
ｰｷ
ﾃｸ
ﾁｬ

の
つ
か
い
方
」
か
ら
抜
粋

各
々
が
閉

じ
た
シ

ス
テ

ム
（

サ
ー

ビ
ス

と
デ
ー
タ

が
１
対

１
）

で
，

都
市

内
・

都
市
間

の
サ

ー
ビ

ス
連

携
が
困
難

様
々
な
デ

ー
タ
を

仲
介

し
て
連
携

さ
せ
る

仕
組
み
（
サ

ー
ビ
ス

と
デ

ー
タ
が
Ｎ

対
Ｎ
）

で
，

都
市
・
サ

ー
ビ
ス

間
の

連
携
が
可

能

シ
ス
テ
ム

拡
張
性

が
低

く
，

各
地

域
で

ゼ
ロ
か
ら

の
構
築

が
必

要
で

，
開

発
の

ス
ピ
ー
ド

ダ
ウ
ン

・
コ

ス
ト

ア
ッ

プ

機
能
更

新
等

に
よ

る
拡

張
の
容

易
性

，
他

地
域
か
ら
の

横
展
開

に
よ

り
開
発
の

ス
ピ
ー

ド
ア
ッ
プ
と

コ
ス
ト

ダ
ウ

ン

個
別
最
適

化
さ
れ

た
シ

ス
テ

ム
で

他
地

域
へ
の
横

展
開
が

困
難

都
市
内
・

都
市
間

の
サ

ー
ビ
ス
連

携
や
，

各
都
市
に
お

け
る
成

果
の

横
展
開
が

可
能

③
拡
張

性
の
低
さ

②
分
野

間
デ
ー
タ

利
活

用

①
サ
ー

ビ
ス
の
再

利
用

・
横

展
開

①
相
互
運

用
（
つ

な
が

る
）

②
デ
ー
タ

流
通
（

な
が

れ
る
）

③
拡
張
容

易
（
つ

づ
け

ら
れ
る

）

自
治
体

ス
マ
ー

ト
シ

テ
ィ

の
課

題
都

市
デ
ー

タ
プ
ラ

ッ
ト
フ

ォ
ー
ム

の
特
徴

都
市

デ
ー

タ
プ

ラ
ッ

ト
フ

ォ
ー

ム
の

構
成

要
素

と
そ

の
関

係
性

（
全

体
像

）

（
取

組
の

方
向

性
）

◎
各
自
治

体
で
は

，
個

別
シ

ス
テ

ム
構

築
に

よ
る
ス
マ
ー

ト
化
は

進
み

つ
つ
あ
る

が
・
・

・

➢
デ

ー
タ

の
連

携
性

・
拡

張
性

を
念

頭
に

し
た

取
組

が
必

要

◎
ス
マ
ー

ト
シ
テ

ィ
く

れ
の

進
め

方
「

官
民

連
携
に
よ
る

ス
マ
ー

ト
シ

テ
ィ
の
拡

大
・
展

開
」

➢
先

端
技

術
を

有
す

る
民

間
事

業
者

が
呉

市
実

態
を

的
確

に
把

握
す

る
こ

と
が

必
要

⇒
 
都

市
デ

ー
タ

プ
ラ

ッ
ト

フ
ォ

ー
ム

の
構

築
3
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地
域
拠
点

（
交
通
）

et
c

et
c

３
.
４

【
取
組

３
】

都
市
デ

ー
タ

プ
ラ

ッ
ト

フ
ォ

ー
ム

の
構

築
第

３
章

取
組

内
容

「
(仮

)バ
ス
タ
呉
・
デ

ー
タ

マ
ネ

ジ
メ
ン
ト

」
か

ら
成

長
・
拡
張

し
続
け
る

『
呉
市
・
都
市
デ
ー
タ
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

』

呉
駅
周
辺

地
域

に
お

い
て

整
備

を
目

指
す

バ
ス

タ
ー
ミ
ナ

ル
に
お

い
て

，
交
通
系

デ
ー
タ

，
イ

ン
フ

ラ
系

デ
ー

タ
を

中
心

と
し

た
デ

ー
タ

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

（
デ

ー
タ

ス
ト

ア
，

Ａ
Ｐ
Ｉ
）

を
構
築

し
，

こ
れ

を
起

点
に

，
地

域
間
・
サ
ー

ビ
ス
間

で
拡

張
さ
れ
た

『
呉
市

・
都

市
デ

ー
タ

プ
ラ

ッ
ト

フ
ォ

ー
ム

』
の

構
築

を
目

指
す

。

（
仮
）

バ
ス
タ
呉

・
デ

ー
タ

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

の
構

築

呉
駅
周
辺

地
域
に

お
い

て
整

備
を

目
指

す
バ
ス

タ
ー
ミ

ナ
ル
に
お

い
て

，
交

通
系

デ
ー

タ
，

イ
ン
フ

ラ
系
デ

ー
タ
を
中

心
と

し
た

デ
ー

タ
マ

ネ
ジ

メ
ン
ト

（
デ
ー

タ
ス

ト
ア

，
Ａ

Ｐ
Ｉ
）
を

構
築

(仮
)呉

市
・

都
市

デ
ー
タ

プ
ラ

ッ
ト

フ
ォ

ー
ム

の
構

築

地
域

間
・

サ
ー

ビ
ス

間
で

拡
張

さ
れ
た

都
市

デ
ー

タ
プ

ラ
ッ

ト
フ
ォ
ー

ム
を

構
築

※
詳
細
は
次
ペ
ー
ジ
参
照

サ
ー
ビ
ス

間
拡
張

（
地

域
デ

ー
タ

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

の
構

築
）

観
光
分
野

（
CO

VI
D
-1
9
の

影
響

か
ら

の
回

復
が

急
務
）
や

防
災
分
野

（
平

成
30
年

7月
豪

雨
災

害
の
教

訓
）
な

ど
，
緊
急

性
の

高
い

分
野

を
中

心
に
，

官
民

連
携
に

よ
り
，
デ

ー
タ

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

の
範
囲

を
拡

張
し
，

地
域
デ
ー

タ
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
を

構
築
。

更
な

る
拡

張
・

都
市

間
拡

張
へ

バ
ス
タ
呉

（
交
通
）

バ
ス
タ
呉

（
交
通
）

観
光

防
災

et
c

バ
ス
タ
呉

(交
通
)

地
域
拠
点

（
交
通
）

地
域
拠
点

（
交
通
）

地
域
拠
点

（
交
通
）

地
域
拠
点

（
交
通
）

et
c

et
c

et
c

et
c

防
災

観
光

防
災

観
光

観
光

防
災

防
災

観
光

観
光

防
災

バ
ス
タ
呉

（
交
通
）

地
域
拠
点

（
交
通
）

地
域
拠
点

（
交
通
）

地
域
拠
点

（
交
通
）

地
域

間
拡

張

地
域

拠
点

を
中

心
に

，
デ

ー
タ

マ
ネ
ジ

メ
ン

ト
の

範
囲

を
拡

張

地
域
ﾃﾞ
ｰﾀ
ﾏﾈ
ｼﾞ
ﾒﾝ
ﾄ(
呉

中
央
)

地
域
ﾃﾞ
ｰﾀ
ﾏﾈ
ｼﾞ
ﾒﾝ
ﾄ(
呉

中
央
)

（
(
仮

)
バ

ス
タ
呉

・
デ

ー
タ
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
の

構
築

と
拡

大
・

展
開

）

3
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デ
ー
タ
分
野

活
用
が
想
定
さ
れ
る
デ
ー
タ

活
用
が
想
定
さ
れ
る
サ
ー
ビ
ス
分
野

交
通

G
T
F
Sデ

ー
タ

【
国

交
省

標
準

化
済

】
，

E
TC

2
.0

デ
ー

タ
，

道
路

交
通

情
報

，
歩

行
者
情
報

ル
ー
ト
検

索
・
乗

り
物
予

約
・
決

済
，
渋

滞

情
報
提
供

防
災

気
象
デ
ー
タ
，
災
害
・
道
路
交
通
情
報
，
水
位
・
潮

位
デ
ー
タ
，
避
難
所
デ
ー
タ
，
避
難
状
況
デ
ー
タ
，

緊
急
物
資
デ
ー
タ

災
害
情
報

提
供
，

避
難
情

報
提
供

避
難
所
活

動
支
援

エ
ネ
ル
ギ
ー

電
力

・
ガ

ス
利

用
デ

ー
タ

エ
ネ
ル
ギ

ー
利
用

最
適
化

，
省
エ

ネ
意
識

の

醸
成

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

G
P
Sデ

ー
タ

子
ど

も
・

高
齢
者

の
見
守

り

イ
ン
フ
ラ

維
持
管
理

３
Ｄ

マ
ッ

プ
デ

ー
タ

，
地

盤
情

報
デ
ー
タ

，
設
計

デ
ー

タ
，

点
検

・
更

新
デ

ー
タ

，
Ｇ
Ｉ
Ｓ

デ
ー
タ

公
共
施
設

維
持
管

理
の
効

率
化
・

最
適
化

観
光

人
流

動
態

デ
ー

タ
，

観
光

地
情

報
，
飲
食

・
宿
泊

施
設
情
報

，
多
言

語
情
報

，
集
客

デ
ー
タ

観
光
情
報

検
索
。

宿
泊
施

設
検
察

・
予
約

・

決
済

健
康

成
長

記
録

デ
ー

タ
，

検
診

デ
ー

タ
，
診
察

・
投
薬

デ
ー

タ

健
康
リ
ス

ク
評
価

，
デ
ー

タ
ヘ
ル

ス
，

遠
隔
地
医

療

教
育

児
童

・
生

徒
デ

ー
タ

，
教

職
員

デ
ー
タ
，

学
習
記

録
情

報
，

学
力

デ
ー

タ

学
習
支
援

，
教
育

体
制
の

効
率
化

(遠
隔
教

育
等

)

生
活

利
便
性

人
口

デ
ー

タ
，

マ
イ

ナ
ン

バ
ー

デ
ー
タ

,
 

C
O
V
ID

-
19

接
触

情
報

行
政
サ
ー

ビ
ス
の

効
率
化

農
業

経
営

デ
ー

タ
，

栽
培

デ
ー

タ
，

栽
培
環
境

デ
ー
タ

，

田
畑

や
有

害
鳥

獣
な

ど
の

セ
ン

サ
デ
ー
タ

農
業
生
産

・
経
営

の
効
率

化
・
最

適
化

物
流

貨
物

動
態

デ
ー

タ
，

倉
庫

利
用

デ
ー
タ

輸
送
の
効

率
化
・

最
適
化

生
産
性

生
産

量
デ

ー
タ

，
在

庫
デ

ー
タ

生
産
の
効

率
化
・

最
適
化

新
商
品
開

発
マ
ッ

チ
ン
グ

産
業
振
興

購
買

デ
ー

タ
，

来
客

デ
ー

タ
，

店
舗
立
地

デ
ー
タ

販
売
促
進

・
最
適

化
，
出

店
計
画

支
援

３
.
４

【
取
組

３
】

都
市
デ

ー
タ

プ
ラ

ッ
ト

フ
ォ

ー
ム

の
構

築
第

３
章

取
組

内
容

（
(
仮

)
地

域
デ
ー

タ
マ

ネ
ジ
メ

ン
ト

の
概

要
）

【
交
通
×
観
光
×
防
災
デ
ー
タ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
イ
メ
ー
ジ
案
】

（
仮

）
呉

市
・

デ
ー

タ
プ

ラ
ッ

ト
フ

ォ
ー

ム
デ

ー
タ

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

の
構

成
要

素

都
市

ﾃﾞ
ｰﾀ
ﾌﾟ
ﾗｯ

ﾄﾌ
ｫｰ
ﾑ
構

築
に

向
け

た
デ

ー
タ

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

に
着

手

内
閣
府

「
ｽ
ﾏ
ｰ
ﾄ
ｼ
ﾃｨ
ﾘ
ﾌ
ｧ
ﾚ
ﾝｽ
ｱｰ
ｷ
ﾃ
ｸ
ﾁ
ｬの

つ
か
い
方
」
を
参
考
に
作
成

3
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市
全
域

へ
拡
大

市
全
域

へ
拡
大

防
災
Ｍ
ａ
ａ
Ｓ

災
害
時
の
交
通
情
報
を
速
や
か
に

反
映
し
，
災
害
時
の
効
率
的
な
移

動
を
実
現

観
光
Ｍ
ａ
ａ
Ｓ

観
光
・
イ
ベ
ン
ト
情
報
と
交
通

デ
ー
タ
の
活
用
に
よ
り
，
迷
わ
ず

効
率
的
な
移
動
を
実
現

(仮
)ﾊ
ﾞｽ
ﾀ
呉

ﾃﾞ
ｰﾀ
ﾏﾈ
ｼﾞ
ﾒﾝ
ﾄ構

築

交
通
系
ﾃﾞ
ｰﾀ
，

3
D
ﾏｯ
ﾌﾟ
と
の
連

携
を
視
野
に
ﾃﾞ
ｰﾀ
ﾏﾈ
ｼﾞ
ﾒﾝ
ﾄｼ
ｽﾃ
ﾑ

(ﾃ
ﾞｰ
ﾀｽ
ﾄｱ
，

A
P
I)
を
構
築

次
世
代
路
面
電
車
の
実
装

道
路
側
デ
ー
タ
，
車
両
側
デ
ー
タ
，

交
通
デ
ー
タ
を
効
果
的
に
活
用
で

き
る
よ
う
，
総
合
的
に
管
理

（
(
仮

)
呉

市
・

都
市

デ
ー

タ
プ
ラ
ッ

ト
フ

ォ
ー
ム
構

築
の

流
れ
と
展

開
イ

メ
ー

ジ
案

）

３
.
４

【
取
組

３
】

都
市
デ

ー
タ

プ
ラ

ッ
ト

フ
ォ

ー
ム

の
構

築
第

３
章

取
組

内
容

災
害
リ
ス
ク
情
報
の
提
供

水
位
セ
ン
サ
ー
や
崖
崩
れ
セ
ン
サ
ー
等
に
よ

り
，
災
害
情
報
を
い
ち
早
く
提
供

避
難
行
動
支
援

気
象
情
報
，
災
害
情
報
，
避
難
所
情
報
を
統

合
し
，
最
適
な
避
難
行
動
を
支
援

ス
マ
ー
ト
屋
台

多
言
語
，
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
等
高
機
能
で
可

動
性
の
あ
る
新
た
な
店
舗
の
展
開

ス
マ
ー
ト
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
展
開

電
気
や
ｶﾞ
ｽ等

の
ｴﾈ
ﾙｷ
ﾞｰ
利
用
ﾃﾞ
ｰﾀ
を
活
用

し
，
省
ｴﾈ
ﾙｷ
ﾞｰ
・
ｴﾈ
ﾙｷ
ﾞｰ
ﾏﾈ
ｼﾞ
ﾒﾝ
ﾄ
を
展
開

ス
マ
ー
ト
・
ウ
エ
ル
ネ
ス
の
実
現

バ
イ
タ
ル
デ
ー
タ
と
デ
ー
タ
ヘ
ル
ス
を
組
み

合
わ
せ
効
率
的
な
健
康
管
理
を
実
現

子
供
・
高
齢
者
見
守
り
支
援

子
ど
も
や
高
齢
者
の
位
置
情
報
と
経
路
情
報

を
提
供
し
移
動
弱
者
の
見
守
り
を
実
現

（
展
開
分
野
）

「
訪
れ
た
く
な
る
・
住
み
た
く
な
る
」
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ

（
展
開
分
野
）

「
災
害
時
に
頼
り
に
な
る
」
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ

他
分
野
へ
拡
大

市
全
域
へ
拡
大

（
機
軸
と
な
る
取
組
）

「
(仮
)バ

ス
タ
呉
・
デ
ー
タ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
構
築

展
開

展
開

他
分
野
へ
拡
大

市
全
域
へ
拡
大

避
難
所
活
動
支
援

避
難
所
へ
の
避
難
者
ﾃﾞ
ｰﾀ
，
物
資
ｽﾄ
ｯｸ
・
不

足
ﾃﾞ
ｰﾀ
等
を
活
用
し
，
避
難
所
活
動
を
支
援

イ
ン
フ
ラ
情
報
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化

地
域
の
三
次
元
ﾃﾞ
ｰﾀ
や
施
設
点
検
・
補
修

ﾃﾞ
ｰﾀ
を
蓄
積
し
，
迅
速
な
復
旧
活
動
を
実
現

公
共
交
通
情
報
の
ｵｰ
ﾙG

T
F
S
化

生
活
バ
ス

1
5
路
線
，
乗
合
タ
ク

シ
ー
２
路
線
，
航
路
３
路
線
の

G
T
F
S
化
を
実
施

3
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①
デ

ー
タ

ベ
ー

ス
の

作
成

生
活

バ
ス

及
び

生
活

航
路

の
運

行
情

報
に

関
す

る
「

GT
FS

-
JP

」
デ

ー
タ

を
作

成

②
デ

ー
タ
の

オ
ー
プ

ン
化

作
成

し
た

デ
ー

タ
を

，
第

三
者

が
編

集
・

加
工

等
を

で
き

る
よ

う
に

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
上

に
公

開

③
更

新
体

制
の

確
保

参
加

事
業

者
へ

作
業

方
法

の
説

明
，

ア
ン

ケ
ー

ト
等

を
実

施
。

ダ
イ

ヤ
改

正
や

運
休

情
報

な
ど

，
運

行
情

報
に

変
更

が
あ

る
場

合
の

更
新

体
制

の
確

保
に

向
け

て
検

討

３
.
４

【
取
組

３
】

都
市
デ

ー
タ

プ
ラ

ッ
ト

フ
ォ

ー
ム

の
構

築
第

３
章

取
組

内
容

（
Ｒ

２
年

度
取
組

中
：

公
共
交

通
情

報
の

オ
ー

ル
Ｇ

Ｔ
Ｆ

Ｓ
化

）

１
バ
ス
タ

呉
・

デ
ー

タ
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
の

基
幹
デ

ー
タ
の

整
備

２
経
路
検

索
サ

ー
ビ

ス
に

掲
載

さ
れ

る
こ

と
に
よ

る
利
用

機
会

の
増
加

３
多
様
な

活
用

に
よ

る
事

業
の

発
展

・
業

務
の
効

率
化

～
呉
市
の
交
通
情
報
を
無
料
で

Go
og
l
eマ

ッ
プ
に
表
示
し
ま
す

～

Ｇ
Ｔ

Ｆ
Ｓ

デ
ー

タ
整

備
の

効
果

バ
ス
が
走
っ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
，
経
路
検
索
に
表
示
さ
れ
な
い
。

～
趣
旨
・
目
的

～

◼
呉
市
で
は
，
Ｊ
Ｒ
呉
線
や
基
幹
バ
ス
路
線
の

Ｇ
Ｔ
Ｆ
Ｓ
化
は
進
ん
で
い
る
が
，
生
活
バ
ス

や
生
活
航
路
の
デ
ー
タ
化
が
進
ん
で
い
な
い

状
況

◼
例
え
ば
，
呉
駅
か
ら
グ
リ
ー
ン
ピ
ア
せ
と
う

ち
に
行
く
た
め
の
経
路
を

Go
og
le
マ
ッ
プ
で

検
索
す
る
と
，
右
図
の
と
お
り
結
果
表
示

◼
安
浦
駅
ま
で
行
け
ば
生
活
バ
ス
が
運
行
さ
れ

て
い
る
が
，
経
路
検
索
に
は
未
反
映
。
結
果
，

利
用
客
の
利
用
機
会
が
喪
失

◼
こ
う
し
た
こ
と
か
ら

，
デ
ー
タ
モ
デ
ル
が
標

準
化
さ
れ
て
い
る
バ
ス

情
報
標
準
ﾌｫ
ｰﾏ
ｯﾄ

「
GT
FS

ﾃﾞ
ｰﾀ
」
を
機
軸
に
生
活
バ
ス
や
生
活

航
路
の
運
行
情
報
の
Ｇ
Ｔ
Ｆ
Ｓ
化
を
実
施
し
，

オ
ー
プ
ン
化
を
行
い

,交
通
系
デ
ー
タ
を
集

積
・
管
理

◼
短
期
的
に
は
「
利
用
客
の
増
加
」
，
長
期
的

に
は
「
（
仮
）
バ
ス
タ
呉
・
デ
ー
タ
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
」
の
基
幹
デ
ー
タ
の
整
備
を
図
る
も

の

デ
ー
タ
化
す
る
項
目

・
停
留
所

（
名
称
，
読
み
仮
名
，
緯
度
・
経
度
）

・
路
線
・
系
統

・
時
刻
表

・
運
賃
表

等

国
が
示
す
コ
ン
テ
ン
ツ
プ
ロ
バ
イ
ダ

・
ヴ
ァ
ル
研
究
所

・
駅
探

・
go
og
le

・
ジ
ョ
ル
ダ
ン

・
ナ
ビ
タ
イ
ム
ジ
ャ
パ
ン

生
活

バ
ス

１
５

路
線

（
全

１
８

路
線

中
）

，
乗

合
タ

ク
シ

ー
２

路
線

（
全

２
路

線
）

，
航
路

５
路

線
（

全
５

路
線

）
の

Ｇ
Ｔ

Ｆ
Ｓ

化
を

実
施

～
取
組
内
容

～

【
サ
ブ
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

】
Go
og
le
マ
イ
・
マ
ッ
プ
の
作
成

▶
Ｇ
Ｔ
Ｆ
Ｓ
デ
ー
タ
の
整
備
に
当
た
っ
て
は
，
位
置
情
報
（
緯
度
・
経
度
デ
ー
タ
）
の
搭
載
が
，

最
も
作
業
量
が
大

▶
Go
og
le
マ
イ
・
マ
ッ
プ
は
，
位
置
情
報
を
簡
易
に
登
録
し
，
Ｇ
Ｔ
Ｆ
Ｓ
形
式
に
変
換
可
能
で

あ
る
こ
と
か
ら
，
将
来
活
用
を
視
野
に
，
文
化
財
情
報
・
観
光
情
報
な
ど
の

Go
og
le
マ
イ
・

マ
ッ
プ
の
作
成
を
進
行
中

（
取

組
概

要
①
）

3
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4
0

３
.
４

【
取
組

３
】

都
市
デ

ー
タ

プ
ラ

ッ
ト

フ
ォ

ー
ム

の
構

築
第

３
章

取
組

内
容

（
取

組
概

要
②
）

取
組
１

次
世
代
路
面
電
車
の
実
装
を
通
じ
た
持
続
可
能
な

交
通
体
系
の
再
構
築

取
組
２

斜
面
市
街
地
に
お
け
る
高
齢
者
の
生
活
支
援

取
組
３

都
市
デ
ー
タ
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
構
築

実
証
事
業
で

取
得
し
た
デ
ー
タ

○
呉
駅
周
辺
地
域
総
合
開
発

第
1
期
整
備
完
了
（
2
0
2
4
年
度
末
）
ま
で
は
,取
組
①
，
取
組
②
の

実
証
事
業
に
基
づ
く
デ
ー
タ
・３
Ｄ
都
市
デ
ー
タ
の
蓄
積
及
び
シ
ス
テ
ム
検
討
を
行
う
。

○
蓄
積
デ
ー
タ
を
基
に
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
に
よ
り
改
良
・
改
善
を
行
い
，
実
証
事
業
に
取
組
み

ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
実
装
を
目
指
す
。

実
証
事
業
に
よ
る
デ
ー
タ
蓄
積

・
利
用
者
属
性

・
発
着
地
検
索
デ
ー
タ
，
検
索
を
行
っ
た
時
間
デ
ー
タ
，
利
用
ル
ー
ト
・
停
留
所
，

利
用
者
数

・
利
用
店
舗
，
病
院
等
の
利
用
需
要
，
利
用
時
間
デ
ー
タ

等

ニ
ー
ズ
（
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果
等
）

・
回
答
者
属
性

・
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

等

デ
ー
タ
分
野

活
用
が
想
定
さ
れ
る
デ
ー
タ

活
用
が
想
定
さ
れ
る
サ
ー
ビ
ス
分
野

交
通

G
T
F
Sデ

ー
タ

【
国

交
省

標
準

化
済

】
，

E
TC

2
.0

デ
ー
タ
，

道
路

交
通

情
報

，
歩

行
者

情
報

ル
ー
ト
検

索
・
乗

り
物
予

約
・
決

済
，
渋

滞

情
報
提
供

防
災

気
象
デ
ー
タ
，
災
害
・
道
路
交
通
情
報
，
水
位
・
潮

位
デ
ー
タ
，
避
難
所
デ
ー
タ
，
避
難
状
況
デ
ー
タ
，

緊
急
物
資
デ
ー
タ

災
害

情
報

提
供
，

避
難
情

報
提
供

避
難
所
活

動
支
援

エ
ネ
ル
ギ
ー

電
力
・
ガ

ス
利

用
デ

ー
タ

エ
ネ
ル
ギ

ー
利
用

最
適
化

，
省
エ

ネ
意
識

の

醸
成

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

G
P
Sデ

ー
タ

子
ど
も
・

高
齢
者

の
見
守

り

イ
ン
フ
ラ

維
持
管
理

３
Ｄ
マ
ッ

プ
デ

ー
タ

，
地

盤
情

報
デ

ー
タ

，
設
計

デ
ー
タ
，

点
検

・
更

新
デ

ー
タ

，
Ｇ

Ｉ
Ｓ

デ
ー
タ

公
共
施
設

維
持
管

理
の
効

率
化
・

最
適
化

観
光

人
流
動
態

デ
ー

タ
，

観
光

地
情

報
，

飲
食

・
宿
泊

施
設
情
報

，
多

言
語

情
報

，
集

客
デ

ー
タ

観
光
情
報

検
索
。

宿
泊
施

設
検
察

・
予
約

・

決
済

健
康

成
長
記
録

デ
ー

タ
，

検
診

デ
ー

タ
，

診
察

・
投
薬

デ
ー
タ

健
康
リ
ス

ク
評
価

，
デ
ー

タ
ヘ
ル

ス
，

遠
隔
地
医

療

教
育

児
童
・
生

徒
デ

ー
タ

，
教

職
員

デ
ー

タ
，

学
習
記

録
情
報
，

学
力

デ
ー

タ

学
習
支
援

，
教
育

体
制
の

効
率
化

(遠
隔
教

育
等

)

生
活

利
便
性

人
口
デ
ー

タ
，

マ
イ

ナ
ン

バ
ー

デ
ー

タ
,
 

C
O
V
ID

-
19
接

触
情

報

行
政
サ
ー

ビ
ス
の

効
率
化

農
業

経
営
デ
ー

タ
，

栽
培

デ
ー

タ
，

栽
培

環
境

デ
ー
タ

，

田
畑
や
有

害
鳥

獣
な

ど
の

セ
ン

サ
デ

ー
タ

農
業
生
産

・
経
営

の
効
率

化
・
最

適
化

物
流

貨
物
動
態

デ
ー

タ
，

倉
庫

利
用

デ
ー

タ
輸

送
の
効

率
化
・

最
適
化

生
産
性

生
産
量
デ

ー
タ

，
在

庫
デ

ー
タ

生
産
の
効

率
化
・

最
適
化

新
商
品
開

発
マ
ッ

チ
ン
グ

産
業
振
興

購
買

デ
ー

タ
，
来

客
デ
ー

タ
，
店

舗
立
地

デ
ー
タ

販
売

促
進

・
最
適

化
，
出

店
計
画

支
援

３
Ｄ
都
市
デ
ー
タ

３
Ｄ
マ
ッ

プ
デ

ー
タ

○
取

組
の
連
携
業
種
（
案
）

ﾌ
ﾟ
ﾗ
ｯ
ﾄ
ﾌ
ｫ
ｰ
ﾑ構

築
シ
ス
テ
ム
開
発
事
業
者
（
IT
ベ
ン
ダ
ー
等
）



３
.
６

取
り
組

み
の

特
徴

第
３

章
取

組
内

容

取
組

【
取

組
①

】
次

世
代

路
面

電
車

の
実

装
を

通
じ

た
持

続
可

能
な

交
通

体
系

の
再

構
築

【
取

組
②

】
斜

面
市

街
地

に
お

け
る

高
齢

者
の

生
活

支
援

【
取

組
③

】
都

市
デ

ー
タ

プ
ラ

ッ
ト フ

ォ
ー

ム
の

構
築

先
進
性

都
市
拠
点
内
・
間
の
公
共
交
通
を
自
動
運
転
・

M
aa

S
な
ど
の
新
技
術
導
入
に
よ
り
，
災
害
時
も

含
め
て
持
続
可
能
な
公
共
交
通
体
系
を
再
構

築
す
る
。

次
世
代
ﾓ
ﾋ
ﾞﾘ
ﾃ
ｨ導

入
に
よ
り
，
ﾌ
ｧ
ｰ
ｽ
ﾄ/
ﾗ
ｽ
ﾄﾜ
ﾝ

ﾏ
ｲ
ﾙ
の
交
通
手
段
を
確
保
し
，
【
取
組
①
】
と
連

携
し
て
，
都
市
拠
点
内
の
総
合
的
な
交
通
体
系

を
構
築
す
る
。

次
世
代
モ
ビ
リ
テ
ィ
と
生
活
支
援
の
組
合
せ
に

よ
る
生
活
支
援

M
aa

S
の
構
築
す
る
。

多
分
野
ﾃ
ﾞｰ
ﾀ
で
構
築
す
る
地
域
ﾌ
ﾟﾗ
ｯ
ﾄﾌ
ｫ
ｰ
ﾑ
の

連
携
に
よ
り
，
地
域
性
を
踏
ま
え
た
都
市
ﾃ
ﾞｰ
ﾀ

ﾌ
ﾟﾗ
ｯ
ﾄﾌ
ｫ
ｰ
ﾑ
を
構
築
す
る
。

効
率
性

磁
気
マ
ー
カ
ー
等
の
新
技
術
の
設
置
は
，
官
民

連
携
に
よ
り
行
う
こ
と
で
，
維
持
管
理
の
効
率
化

を
図
る
。

地
域
住
民
の
運
営
が
可
能
な
モ
ビ
リ
テ
ィ
で
あ

る
こ
と
か
ら
，
公
共
交
通
イ
ン
フ
ラ
の
効
率
的
な

管
理
が
可
能
と
な
る
。

ﾋ
ﾞｯ
ｸ
ﾃ
ﾞｰ
ﾀ
分
析
等
に
よ
り
，
公
共
交
通
維
持
や

ｴ
ﾈ
ﾙ
ｷ
ﾞｰ
供
給
，
ご
み
処
理
等
の
最
適
化
を
図

り
，
効
率
的
な
維
持
管
理
を
図
る
。

継
続
性

自
動
運
転
等
の
新
技
術
導
入
に
よ
り
，
運
転
者

不
足
等
の
問
題
解
消
の
一
助
と
な
り
，
民
間
事

業
の
継
続
が
可
能
と
な
る
。

低
速
で
安
全
な
次
世
代
ﾓ
ﾋ
ﾞﾘ
ﾃ
ｨ導

入
に
よ
り
，

地
域
住
民
等
に
よ
る
運
行
・
運
営
が
容
易
と
な

り
，
地
域
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
た
事
業
継
続
が
可

能
と
な
る
。

ｱ
ｰ
ﾊ
ﾞﾝ
ﾃ
ﾞｻ
ﾞｲ
ﾝ
ｾ
ﾝ
ﾀ
ｰ
を
中
心
と
し
て
，
新
た
な

民
間
事
業
者
の
参
画
に
よ
り
，
公
・
民
・
学
・
住

が
連
携
し
，
各
主
体
が
ﾒ
ﾘ
ｯ
ﾄを
享
受
す
る
ﾋ
ﾞｼ
ﾞﾈ

ｽ
ﾓ
ﾃ
ﾞﾙ
を
構
築
す
る
。

汎
用
性

都
市
拠
点
内
の
公
共
交
通
問
題
は
，
全
国
各

地
で
生
じ
て
お
り
，
汎
用
性
の
あ
る
新
技
術
導

入
に
よ
り
，
問
題
解
消
を
図
っ
て
い
る
。

本
市
の
特
徴
で
あ
る
狭
隘
道
路
が
複
雑
に
入
り

組
ん
で
い
る
斜
面
市
街
地
は
全
国
各
地
に
存

在
す
る
こ
と
か
ら
汎
用
性
は
高
い
。

公
共
・
民
間
の
ﾋ
ﾞｯ
ｸ
ﾃ
ﾞｰ
ﾀ
化
は
一
般
化
さ
れ
つ

つ
あ
り
，
行
政
課
題
解
消
，
ﾋ
ﾞｼ
ﾞﾈ
ｽ
ﾓ
ﾃ
ﾞﾙ
構
築

へ
の
活
用
の
汎
用
性
は
高
い
。

4
1



第
４
章

展
開
方
針

4
2



4
3

４
.
１

ロ
ー
ド

マ
ッ

プ
第

４
章

展
開

方
針

2
0
1
9

2
0
2
0
年
代

2
0

2
1

2
2

2
3

2
4

2
5

2
6

2
7

2
8

2
9

呉
駅
周
辺
地
域
総
合
開
発

第
１
期
整
備

自
動
運
転

道
路
環
境
整
備

着
手

自
動
運
転
の
拡
大

【
取
組
１
】

次
世
代
路
面
電
車
の
実
装
を
通
じ
た
持
続

可
能
な
交
通
体
系
の
再
構
築

【
取
組
３
】

都
市
デ
ー
タ
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
構
築

３
Ｄ
都
市
モ
デ
ル
の
整
備

G
T
F
S

ﾃﾞ
ｰﾀ
整
備 取
組
①
②
の
実
証
デ
ー
タ

都
市
デ
ー
タ
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
構
築

着
手

官
民
連
携
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム の
構
築

官
民
連
携
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
構
築

コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
か
ら

ア
ー
バ
ン
デ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
へ
の
移
行

リ
ー
デ
ィ
ン
グ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

シ
ー
ズ
・
ニ
ー
ズ
マ
ッ
チ
ン
グ
の
拡
大

各
種
サ
ー
ビ
ス
の
実
証
実
験
を
展
開

呉
駅
周
辺
地
域
総
合
開
発
（
第
１
期
開
発
）
の
完
了
見
込
年
度
で
あ
る

2
0
2
4
年
度
末
，
あ
る
い
は
，
本
実
行
計
画
の
終
期
で
あ
る

2
0
2
5
年
度
末

を
目
途
に
，
実
証
事
業
に
よ
り
改
善
を
行
い
各
取
組
を
実
装
し
，
引
き
続

き
拡
大
・
展
開
を
目
指
す
。

完
了

斜
面
市
街
地
で
の
生
活
支
援

M
a
a
S

呉 市 の 動 き
構
成
員
の
拡
充

【
取
組
２
】

斜
面
市
街
地
に
お
け
る
高
齢
者
の
生
活
支
援

実
証
事
業

生
活
支
援

M
a
a
S
の
拡
大

実
証
事
業

交
通
社
会
実
験
の
実
施

(市
街
地
・
斜
面
地

か
ら

島
嶼
部
・
都
市
間

へ
と

順
次
拡
大

)

蓄
積
デ
ー
タ
の
拡
大

自
動
運
転

実
装

生
活
支
援

M
a
a
S
実
装

シ
ス
テ
ム

構
築
完
成



４
.
２

役
割
分

担
・

推
進
体

制
第

４
章

展
開

方
針

民
が
主
役

・
Ｉ
Ｔ
ベ
ン
ダ
ー
や
製
造
業
な
ど
の
大
企
業
も

・
ま
ち
の
商
店
や
工
場
も

・
農
業
・
漁
業
に
携
わ
る
方
々
も
・
・
・
・
あ
ら
ゆ
る
事
業
者
の
方
々
が

・
Ｉ
Ｔ
ス
キ
ル
を
持
つ
学
生
や
主
婦
の
方
々
も

・
ダ
ブ
ル
ワ
ー
ク
で
ス
キ
ル
を
活
か
し
た
い
方
々
も

U
D

C

が
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト

で
マ
ッ
チ
ン
グ

・
目
的
を
共
有
す
る
事
業
者
等
の
参
画

・
実
証
フ
ィ
ー
ル
ド
の
提
供

知
見
の
提
供
や

応
募
・
提
案

地
域
課
題
の

整
理
・
提
示

・
実
証
実
験
の
実
施

・
知
見
の
公
表

連
携

体
制

公
・
民
・
学
の
連
携
組
織
「
ア
ー
バ
ン
デ
ザ
イ
ン
セ
ン
タ
ー
」
を
組
成

○
広
島
大
学

○
呉
工
業
高
等
専
門
学
校

○
復
建
調
査
設
計
（
株
）

○
呉
市

（
今
後
さ
ら
に
構
成
員
を
拡
充

）

提
案
に
対
し
，

○
呉
市
役
所
の
あ
ら
ゆ
る
関
係
課
に
よ
り

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
事
業
化
検
討

○
従
来
手
法
に
と
ら
わ
れ
な
い
柔
軟
な

意
見
交
換
の
場

官
民
連
携

プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム

※
現
在
の
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム

か
ら
移
行

※
熟
度
に
応
じ
て
適
宜
，

事
業
化
を
推
進

a
n
d
 m

o
re

 ･
･･

都
市
ﾃﾞ
ｰﾀ

ﾌﾟ
ﾗｯ
ﾄﾌ
ｫｰ
ﾑの

構
築

次
世
代
路
面
電
車

の
実
装
に
向
け
た

道
路
環
境
整
備

斜
面
市
街
地

に
お
け
る

交
通
手
段
の

確
保

M
a
a
S

デ
ー
タ

ヘ
ル
ス

A
R
・

V
R

エ
ネ
ル
ギ
ー

災
害
検
知

避
難
誘
導

交
通
ま
ち
づ
く
り

を
起
点
に

あ
ら
ゆ
る
分
野
で

新
た
な
サ
ー
ビ
ス
の
実
装

と
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
の
創
造

を
推
進

3
D
都
市

モ
デ
ル

4
4

実
行
計
画
の
取
組
は
，

K
U
R
E
ｽﾏ
ｰﾄ
ｼﾃ
ｨｺ
ﾝｿ
ｰｼ
ｱﾑ

(将
来
は
U
D
C
)が

民
間
と

連
携
し
て
実
施
し
ま
す
。



４
.
３

持
続
可

能
な

取
組
と

す
る

た
め

の
方

針

(
1)

 
持

続
可

能
な

推
進

体
制
に

向
け

て
～

ア
ー

バ
ン

デ
ザ

イ
ン
セ
ン

タ
ー

の
設
置
（
公
・
民
・
学
の
連
携
）

～

第
４

章
展

開
方

針

○
呉
市
域
内
で
は
す
で
に
，
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
モ
デ
ル
事
業
へ
の
応
募
を
契
機
に
「
Ｋ
Ｕ
Ｒ
Ｅ
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
」
が
組
成
さ
れ
て
い
る
。

○
現
在
の
取
組
を
持
続
的
に
広
げ
，
新
た
な
価
値
を
創
造
し
続
け
て
い
く
た
め
，
多
様
な
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
の
連
携
組
織
と
し
て
，
行
政
，
民
間
，
学
術
研
究
機
関
か
ら
な
る

「
ア
ー
バ
ン
デ
ザ
イ
ン
セ
ン
タ
ー
」
を
設
立
す
る
。

時
代
を
変
革
す
る
先
駆
的
サ
ー
ビ
ス
の
創
造

～
交
通
ま
ち
づ
く
り
と
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
の
実
現
に
向
け
た
社
会
実
験

～

多
用
途
に
使
え
る
魅
力
的
な
広
場
空
間
の
創
造

～
公
共
空
間
の
有
効
活
用
に
向
け
た
社
会
実
験

～

茨
城
県
常
陸
太
田
市

自
動
運
転
実
証
実
験

ひ
た
ち
Ｍ
ａ
ａ
Ｓ
実
証
実
験

人
と
建
物
の
健
康
を
サ
ポ
ー
ト

す
る

Io
T
ス
マ
ー
ト
ホ
ー
ム
実
証

バ
ス
タ
マ
ー
ケ
ッ
ト

柏
の
葉
ア
ー
バ
ン
デ
ザ
イ
ン
セ
ン
タ
ー

社
会
実
験

大
東
ズ
ン
チ
ャ
ッ
チ
ャ
夜
市

公
・
民
・
学
の
連
携
に
よ
る
新
た
な
価
値
の
創
造

～
呉
市
版
「
リ
ビ
ン
グ
ラ
ボ
」
の
実
施

～

鎌
倉
リ
ビ
ン
グ
ラ
ボ

c
o
-b

a
呉
高
専

公
・
民
・
学
の
連
携
の
イ
メ
ー
ジ

【
ア
ー
バ
ン
デ
ザ
イ
ン
セ
ン
タ
ー
の
取
組
例
】

※
概
念
図
は
，
い
ず
れ
も
「
呉
駅
周
辺
地
域
総
合
開
発
基
本
計
画
」
か
ら
転
載

〇
呉
市

※
ほ
か
関
係
協
力
機
関
や
公
益
団
体

※
関
係
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

※
第
１
期
開
発
事
業
者

（
優
先
交
渉
権
者
）

※
ほ
か
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ

連
携
企
業

※
交
通
事
業
者
等

〇
広
島
大
学

〇
呉
工
業
高
等
専
門
学
校

※
ほ
か
学
術
機
関

〇
･
･
･

K
U
R
E
ｽ
ﾏ
ｰ
ﾄ
ｼ
ﾃｨ

ｺ
ﾝ
ｿ
ｰ
ｼ
ｱ
ﾑ
の

構
成
団
体

※
 ･
･
･
そ
の
ほ
か
U
D
C
の
主
体
と
し
て

想
定
さ
れ
る
団
体

公
･
民
･学

の
連
携
イ
メ
ー
ジ

(U
DC
Kの

ﾊﾟ
ﾝ
ﾌﾚ
ｯﾄ
よ
り
引
用

)

※
Ｕ
Ｄ
Ｃ
の
設
立
に
向
け
て
，
現
在
の
Ｋ
Ｕ
Ｒ
Ｅ
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
の
構
成
団
体
に
呉
駅
周
辺
総
合
開
発
（
第
１
期
開

発
）
の
開
発
事
業
者
（
優
先
交
渉
権
者
）
等
を
加
え
，
Ｕ
Ｄ
Ｃ
設
立
準
備
組
織
を
組
成
し
，
Ｕ
Ｄ
Ｃ
の
体
制
や
活
動
方
針
を
検
討
し
ま
す
。

【
想
定
さ
れ
る
ア
ー
バ
ン
デ
ザ
イ
ン
セ
ン
タ
ー
の
主
体
】

4
5



防
災

機
能

の
強

化

実
証
実
験
に
よ
り
具
体
的
課
題
を
掘
り
起
こ
し
，

実
装
に
向
け
て
更
な
る
検
討

交
通
系
デ
ー
タ
，
イ
ン
フ
ラ
系
デ
ー
タ
等
の
モ
デ

ル
検
討
を
進
め
活
用
・蓄

積
地
域
バ
ス
事
業
者

,そ
の
他
商
業
事
業
者
等
に

お
け
る

G
T
F
S
デ
ー
タ
の
整
備
を
促
進

●
自
動
運
転
に
向
け
た
道
路
空
間
の
環
境
整
備
に
よ
り
，
災
害
時
で
も
混
雑
し
な
い
交
通
体
系
を
確
保
し
，
安
心
な
ビ
ジ
ネ
ス
フ
ィ
ー
ル
ド

を
提
供

Ｍ
ａ
ａ
Ｓ
の
実
現

都
市
ﾃﾞ
ｰﾀ
ﾌ
ﾟﾗ
ｯﾄ
ﾌｫ
ｰﾑ
の
構
築

次
世
代
モ
ビ
リ
テ
ィ
の
導
入

○
ア
ー
バ
ン
デ
ザ
イ
ン
セ
ン
タ
ー
を
中
心
に
，
官
民
連
携
に
よ
り
，
多
様
な
デ
ー
タ
を
都
市
デ
ー
タ
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
に
格
納
・
蓄
積
し
，
多
分
野
へ
の
展
開
検
討
，
高
質
な
サ
ー
ビ
ス
の
開
発

を
目
指
す
。

●
安
定
的
な
デ
ー
タ
活
用
が
可
能
と
な
り
，

デ
ー
タ
駆
動
型
の
新
た
な
サ
ー
ビ
ス
が
生
ま

れ
る
。

●
デ
ー
タ
駆
動
型
サ
ー
ビ
ス
が
展
開
さ
れ

,エ
リ

ア
の
価
値
が
高
ま
る
。

●
持
続
可
能
な
公
共
交
通
体
系
が
確
立
さ
れ
，

移
動
弱
者
の
外
出
が
増
え
る
。

●
「
動
く
店
舗
」
な
ど
，
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
の
幅
が

広
が
る
。

●
誰
も
が
便
利
に
移
動
可
能
と
な
り
，
賑
わ
い

あ
る
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
，
特
色
あ
る
地
域
観

光
拠
点
に
人
が
集
ま
る
。

●
各
エ
リ
ア
の
特
性
に
応
じ
た
「エ
リ
ア
広
告
」

が
来
訪
者
に
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
提
供
さ
れ
る
。

取
組

の
実

現
に

よ
る

ビ
ジ

ネ
ス

環
境

の
変

化

道
路
空
間
の
環
境
整
備

プ
レ
ー
ヤ
ー
の
拡
大

交
通
系
デ
ー
タ
の
活
用
・
蓄
積

中
小
事
業
者
に
と
っ
て
Ｍ
ａ
ａ
Ｓ
と
は
何
か
イ

メ
ー
ジ
が
つ
か
な
い
。

チ
ャ
レ
ン
ジ
に
は
敷
居
が
高
い
。

自
動
運
転
車
両
が
開
発
さ
れ
て
も
，
走
行
さ
せ

る
た
め
の
専
用
レ
ー
ン
や
通
信
環
境
，
磁
気

マ
ー
カ
ー
が
な
い
。

ス
マ
ー
ト
な
サ
ー
ビ
ス
を
生
み
出
す
た
め
の
資

源
（デ

ー
タ
）が

な
い
。
あ
る
い
は
整
理
さ
れ
て

い
な
い
。 具

体
的

取
組

ビ
ジ

ネ
ス

モ
デ

ル
確

立
に

向
け

て
の

課
題

実
装
フ
ィ
ー
ル
ド
の
早
期
整
備
（
デ
ー
タ
蓄
積
・
道
路
空
間
環
境
整
備
）
に
よ
り
，
取
組
を
加
速

ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル

確
立
に
向
け
た
取
組

第
４

章
展

開
方

針
４

.
３

持
続
可

能
な

取
組
と

す
る

た
め

の
方

針

(
2)

 
持

続
可

能
な

ビ
ジ

ネ
ス
モ

デ
ル

の
構

築
に

向
け

て

4
6



○
交
通
事
業
者
を
は
じ
め
と
す
る
各
種
事
業
者
は
，
都
市
デ
ー
タ
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
デ
ー
タ
を
活
用
し
て
，
新
サ
ー
ビ
ス
提
供
な
ど
に
よ
る
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
の
構
築
を
目
指
す
。

利 用 者

呉 市

高
質
な
生
活
・
滞
在
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

売
上
げ
の
増
加

人
流
デ
ー
タ

交
通
デ
ー
タ

消
費
デ
ー
タ

セ
ン
シ
ン
グ
デ
ー
タ

最
適
化
さ
れ
た

結
合
デ
ー
タ

売
上
げ
の
増
加

高
質
な
移
動
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

●
取
組
に
対
応
す
る

負
担
金
等

●
デ
ー
タ
活
用
に
伴
う

負
担
金
等

都
市
デ
ー
タ

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

民
間

事
業

者

呉
駅
周
辺
地
域
総
合
開
発
関
係
者

ア
ー
バ
ン
デ
ザ
イ
ン
セ
ン
タ
ー

●
飲
食
・
物
販
事
業
者

●
旅
行
・
観
光
事
業
者

●
通
信
・
ｱ
ﾌ
ﾟﾘ
事
業
者

●
医
療
機
関

●
健
康
関
連
事
業
者

・
・
・

●
交
通
事
業
者

●
運
輸
事
業
者

●
ホ
テ
ル
事
業
者

●
住
宅
開
発
事
業
者

●
商
業
ビ
ル
開
発
事
業
者

●
テ
ナ
ン
ト
等

・
・
・

●
広
島
大
学

●
呉
工
業
高
等
専
門
学
校

●
呉
市

●
復
建
調
査
設
計

ほ
か

※
ｱ
ｰ
ﾊ
ﾞﾝ
ﾃ
ﾞｻ
ﾞｲ
ﾝ
ｾ
ﾝ
ﾀ
ｰ
を
中
心

と
し
た
組
織
体
に
よ
り
，
都
市

ﾃ
ﾞｰ
ﾀ
ﾌ
ﾟﾗ
ｯ
ﾄﾌ
ｫ
ｰ
ﾑ
の
管
理
・
活

用
を
提
案
・
推
進

（
本
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
か
ら
移
行
）

ビ
ジ

ネ
ス
モ
デ

ル
イ
メ

ー
ジ

第
４

章
展

開
方

針
４

.
３

持
続
可

能
な

取
組
と

す
る

た
め

の
方

針

●
都
市
ブ
ラ
ン
ド
の
向

上
・知

見
の
提
供

●
最
適
化
さ
れ
た
結
合

デ
ー
タ

参
画
や
協
力

参
画
や
協
力

デ
ー
タ
活
用
に

伴
う
負
担
金
等

デ
ー
タ
活
用
に

伴
う
負
担
金
等

4
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４
.
４

デ
ー
タ

利
活

用
の
方

針
第

４
章

展
開

方
針

都
市
デ
ー
タ
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
へ
の
格
納
が
想
定
さ
れ
る
デ
ー
タ
（
再
掲
）

○
都
市
デ
ー
タ
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
通
じ
，
多
様
な
主
体
が
，
そ
れ
ぞ
れ
メ
リ
ッ
ト
を
収
受
し
，
か
つ
，
シ
ス
テ
ム

に
貢
献
で
き
る
，
デ
ー
タ
エ
コ
シ
ス
テ
ム
の
構
築
を
目
指
す
。

デ
ー
タ

分
野

活
用
が
想
定
さ
れ
る
デ
ー
タ

活
用
が
想
定
さ
れ
る

サ
ー
ビ
ス
分
野

交
通

G
T
F
Sデ

ー
タ

【
国

交
省

標
準

化
済

】
,

E
T
C
2.
0デ

ー
タ

，
道

路
交

通
情

報
，

歩
行

者
情

報

ル
ー

ト
検

索
・

乗
り

物
予

約
・

決
済

，
渋

滞
情

報
提

供

防
災

気
象
デ
ー
タ
，
災
害
・
道
路
交
通
情
報
，

水
位
・
潮
位
デ
ー
タ
，
避
難
所
デ
ー
タ
，

避
難
状
況
デ
ー
タ
，
緊
急
物
資
デ
ー
タ

災
害

情
報

提
供

，
避

難
情

報
提

供
，

避
難

所
活

動
支

援

ｴ
ﾈ
ﾙ
ｷ
ﾞｰ

電
力

・
ガ

ス
利

用
デ

ー
タ

エ
ネ

ル
ギ

ー
利

用
最

適
化

，
省

エ
ネ

意
識

の
醸

成

ｾ
ｷ
ｭ
ﾘ
ﾃ
ｨ

G
P
Sデ

ー
タ

子
ど

も
・

高
齢
者

の
見
守

り

イ
ン
フ
ラ

維
持
管
理

３
Ｄ

マ
ッ

プ
デ

ー
タ

，
地

盤
情

報
デ

ー
タ

，
設

計
デ

ー
タ

，
点

検
・

更
新

デ
ー

タ
，

Ｇ
Ｉ

Ｓ
デ

ー
タ

公
共

施
設

維
持

管
理

の
効

率
化

・
最

適
化

観
光

人
流

動
態

デ
ー

タ
，

観
光

地
情

報
，

飲
食

・
宿

泊
施

設
情

報
，

多
言

語
情

報
，

集
客

デ
ー

タ

観
光

情
報

検
索

，
宿

泊
施

設
検

察
・

予
約

・
決

済

健
康

成
長

記
録

デ
ー

タ
，

検
診

デ
ー

タ
，

診
察

・
投

薬
デ

ー
タ

健
康

リ
ス

ク
評

価
，

デ
ー

タ
ヘ

ル
ス

，
遠

隔
地
医

療

教
育

児
童

・
生

徒
デ

ー
タ

，
教

職
員

デ
ー

タ
，

学
習

記
録

情
報

，
学

力
デ

ー
タ

学
習

支
援

，
教

育
体

制
の

効
率

化
(
遠

隔
教

育
等

)

生
活

利
便
性

人
口

デ
ー

タ
，

マ
イ

ナ
ン

バ
ー

デ
ー

タ
, 
C
OV
I
D-

1
9接

触
情

報
行

政
サ

ー
ビ

ス
の

効
率

化

農
業

経
営

デ
ー

タ
，

栽
培

デ
ー

タ
，

栽
培

環
境

デ
ー

タ
，

田
畑

や
有

害
鳥

獣
な

ど
の

セ
ン

サ
デ

ー
タ

農
業

生
産

・
経

営
の

効
率

化
・

最
適

化

物
流

貨
物

動
態

デ
ー

タ
，

倉
庫

利
用

デ
ー

タ
輸

送
の

効
率

化
・

最
適

化

生
産
性

生
産

量
デ

ー
タ
，

在
庫
デ

ー
タ

生
産

の
効

率
化
・

最
適
化

新
商

品
開

発
マ

ッ
チ

ン
グ

産
業
振
興

購
買

デ
ー

タ
，

来
客

デ
ー

タ
，

店
舗

立
地

デ
ー

タ
販

売
促

進
・

最
適

化
，

出
店

計
画

支
援

市
民

・
住

民
・

来
訪

者
◎
新
サ
ー
ビ
ス
の
享
受
・
新
た
な
生
活

◎
生
活
の
Ｑ
Ｏ
Ｌ
の
向
上

行
政

◎
公
共
サ
ー
ビ
ス
効
率
化
・
充
実

◎
都
市
ブ
ラ
ン
ド
の
向
上

学
術

機
関

◎
デ
ー
タ
分
析

◎
新
技
術
の
研
究
・
開
発

産
業

・
企

業
◎
安
定
し
た
経
営
の
実
現

◎
新
た
な
サ
ー
ビ
ス
の
展
開

高
質
化
・
個
人
最
適
化
さ
れ
た
サ
ー
ビ
ス
提
供

都
市
デ

ー
タ

プ
ラ

ッ
ト
フ

ォ
ー
ム

二
次

利
用

許
諾

さ
れ

た
個

人
情

報
（

移
動

・
購

買
・

健
康

デ
ー

タ
等

）

・
二
次
利

用
許
諾

さ
れ

た
個

人
情
報

・
匿

名
化

さ
れ
た

オ
ー

プ
ン

デ
ー
タ

高 質 化 さ れ た サ ー ビ ス 提 供

新
た
な
知
見
の
共
有
・
研
究
協
力
・
連
携

技 術 協 力 ・ 連 携

デ
ー
タ
の
流
れ

サ
ー
ビ
ス
の
流
れ

・
二

次
利

用
許
諾

さ
れ

た
個
人

情
報

・
匿
名
化

さ
れ
た

オ
ー
プ
ン

デ
ー
タ

・
二
次
利

用
許
諾

さ
れ

た
個
人

情
報

・
匿

名
化

さ
れ
た

オ
ー
プ
ン

デ
ー
タ

・
調

査
・

分
析
デ

ー
タ

・
調
査
デ

ー
タ

・
匿
名
化

さ
れ
た

オ
ー
プ
ン

デ
ー
タ

4
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・
共
通
の
都
市
課
題
を
抱
え
る
都
市
へ
の
展
開

・
技
術
的
知
見
を
活
用
で
き
る
都
市
へ
の
展
開

４
.
５

横
展
開

に
向

け
た
方

針
第

４
章

展
開

方
針

・
交
通
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
た
交
通
社
会
実
験

の
エ
リ
ア
内
実
証

・
都
市
デ
ー
タ
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
構
築
を

見
据
え
た
多
分
野
へ
の
サ
ー
ビ
ス
実
装

公
共
交
通
の
維
持

高
齢
化
へ
の
対
応

少
子
化
へ
の
対
応

観
光
消
費
額
の
拡
大

・
公
・
民
・
学
の
連
携
組
織
で
あ
る

ア
ー
バ
ン
デ
ザ
イ
ン
セ
ン
タ
ー
を
設
立

・
ア
ー
バ
ン
デ
ザ
イ
ン
セ
ン
タ
ー
の

多
様
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
か
し

エ
リ
ア
内
の
取
組
を
情
報
交
換

エ
リ
ア
内
モ
デ
ル
の
構
築

公
・
民
・
学
の
連
携
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

都
市
間
連
携
・
全
国
展
開

【
商
店
街

/ア
ー
ケ
ー
ド
】

燃
料
電
池
バ
ス

実
証
実
験

（
Ｒ
２

呉
市
）

【
斜
面
地
】

グ
リ
ー
ン
ス
ロ
ー
モ
ビ
リ
テ
ィ

実
証
実
験

（
Ｒ
３

広
島
大
学

藤
原
研
究
室
ほ
か
）

【
市
街
地
】

自
動
運
転
バ
ス
実
証
実
験

（
Ｒ
３

呉
市
）

知
見
の
提
供

課
題
の
共
有

実
験
の
実
施

・
検
証

知
見
の
獲
得

呉
市
の
中
心
市
街
地
，
斜
面
地
域
，
中
山
間
地
域
等
が
抱
え
る
課
題
は
，
同
様
の
他
地
域
に
お
い
て
も
共
通
す
る
課
題
と
想
定
さ
れ
る
。
こ
の
た
め
，
呉
市
に
お
い
て
先
行
的
に
ノ
ウ
ハ
ウ
の
蓄
積

と
モ
デ
ル
化
を
進
め
，
全
国
へ
と
展
開
し
て
行
く
。

4
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附
属
資
料

5
0



【
参

考
】

官
民
連

携
プ

ラ
ッ

ト
フ

ォ
ー

ム
官

民
連

携
イ

メ
ー

ジ
(
分

野
別

取
組

例
)

附
属

資
料

市
民

生
活

・
防
災

分
野

環
境
分
野

取
組

例
①

災
害
に
強
く
，
環
境
性
の
高

い
分
散
型
エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
ス
テ

ム
の

導
入

モ
ビ
リ
テ

ィ

コ
ー
ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ
ン

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

従
来
電
力

エ
ネ
ル

ギ
ー
ロ
ス
が
少
な
い

ガ
ス
コ

ー
ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ
ン

シ
ス
テ

ム
等
を
，
空
調
や
バ
ッ

ク
ア
ッ

プ
電
源
と
し
て
導
入

す
る
こ

と
に
よ
り
，
災
害
時

に
も
電

力
供
給
可
能

太
陽
光
発
電
な
ど
，
低
炭
素

社
会
の
実
現
に
向
け
た
，

Ｃ
Ｏ
２
フ
リ
ー
電
力
の
活
用

燃
料
電
池
バ
ス
や
Ｅ
Ｖ
車
の
導
入
に
よ
り
，
災
害
時
に
移
動
可
能

な
電
力
供
給
基
地
を
実
現

平
成
30
年
7月

豪
雨
災
害
を
踏
ま
え
た
電
力
供
給
シ
ス
テ
ム
の
強
靭
化
，
新
技
術
を
活
用

し
た
省
電
力
，
低
炭
素
化
に
向
け
て
，
市
内
の
防
災
拠
点
等
を
起
点
に
，
従
来
の
「
大
規
模

電
源
と
需
要
地
を
系
統
で
つ
な
ぐ
電
力
シ
ス
テ
ム
」
か
ら
「
分
散
型
エ
ネ
ル
ギ
ー
リ
ソ
ー
ス

も
柔
軟
に
活
用
す
る
新
た
な
電
力
シ
ス
テ
ム
」
へ
の
変
革
に
取
り
組
む
。

市
民

生
活

・
防

災
分

野

取
組
例
②

誰
で
も
確
実
に
災
害
情
報
を
認
知
で
き
る

情
報
伝
達
手
段
の
確
立

気
象
情
報
，
災
害
情
報
，
避
難
所
情
報
等
を
統
合
し
，

AI
や
Io
T
等
の
先
端
技
術
を
用
い

て
，
災
害
発
生
時
に
地
域
住
民
だ
け
で
な
く
，
外
国
人
を
含
む
観
光
客
な
ど
誰
で
も
が
，

個
々
の
状
況
を
適
切
に
判
断
し
，
最
適
な
防
災
・
避
難
行
動
を
選
択
す
る
支
援
シ
ス
テ
ム
の

構
築
を
目
指
す
。
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◆
教
育

✓
遠

隔
授
業
に
よ
る

多
様
な
学
習
機
会
の
確

保

✓
グ

ロ
ー
バ
ル
人
材

の
育
成
に
向
け
た
，
世

界
中
と
つ
な
が
る

IC
T教

育
の
実
践

◆
雇
用
・
収
入
確
保

✓
テ
レ
ワ
ー
ク
の
推
進

✓
託
児
所
付
き
ワ
ー
ク
ス
ペ
ー
ス
（
シ
ェ
ア

オ
フ
ィ
ス
）
の
確
保

✓
ク
ラ
ウ
ド
ソ
ー
シ
ン
グ
の
強
化

◆
見
守
り

✓
子
供
た
ち
の
安
全
を
守
る
，
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
，
Ｇ
Ｐ
Ｓ
，
地
域
カ
メ
ラ
な
ど
を

活
用
し
た
見
守
り
シ
ス
テ
ム
の
構
築

◆
出
産
・
子
育
て

✓
医

療
機
関
等
と
連

携
し
た
子
育
て
イ
ベ
ン

ト
情
報
や
相
談
窓

口
予
約
，

保
育
園
・
小

学
校
情
報
の
提
供

な
ど
，
子
育
て
世
代
が

必
要
と
す
る
情
報

を
集
約
す
る
サ
イ
ト
の

構
築

行
政
経
営

分
野

子
育

て
・

教
育
分

野
都

市
基

盤
分

野
市

民
生

活
・

防
災

分
野

取
組
例

③
若
い
世
代
が
安
心
し
て
子
供

を
産

み
，

育
て
ら
れ

る
，

「
子
育
て
・
教
育
」
環
境
の

構
築

AI
や
Io
T
等
の
先
端
技
術
を
用
い
て
，
若
い
世
代
の
誰
で
も
が
，
出
産
・
子
育
て
に
関

す
る
不
安
や
雇
用
や
収
入
の
不
安
定
さ
，
仕
事
と
子
育
て
に
関
す
る
不
安
な
ど
を
抱
く
こ

と
な
く
，
安
心
し
て
出
産
・
子
育
て
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
環
境
づ
く
り
を
進
め
る
。

取
組
例
④

都
市
の
各
種
流
動
デ
ー
タ
の
収
集
・
活
用
に
よ
る
，

ス
マ
ー
ト
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
の
実
施

通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
技
術
，
セ
ン
シ
ン
グ
技
術
を
活
用
し
，
地
域
に
お
け
る
人
の
流
れ

や
観
光
客
等
の
行
動
パ
タ
ー
ン
デ
ー
タ
を
収
集
・
分
析
し
，
地
域
に
お
け
る
回
遊
性
向
上
，

地
域
モ
ビ
リ
テ
ィ
と
の
連
携
強
化
，
街
路
空
間
づ
く
り
な
ど
の
施
策
展
開
に
活
用
す
る
。

◆
デ
ー
タ
の
収
集

✓
A
Iに

よ
る
画
像
認
識
デ
ー
タ
蓄
積

✓
デ
ー
タ
の
蓄
積

✓
他
デ
ー
タ
と
の
連
携
（
関
連
付
け
）

◆
デ
ー
タ
の
分
析
・
予
測

✓
歩
行
者
の
分
布
・
混
雑
状
況
の
分
析

✓
時
間
・
曜
日
等
別
歩
行
者
動
向
分
析

✓
回
遊
行
動
分
析

✓
観
光
客
の
行
動
パ
タ
ー
ン
分
析

◆
デ
ー
タ
等
の
活
用

✓
交
通
量
の
最
適
化

✓
交
通
ダ
イ
ヤ
，
ル
ー
ト
の
最
適
化

✓
ウ
ォ
ー
カ
ブ
ル
な
ま
ち
づ
く
り
推
進

✓
デ
ー
タ
の
可
視
化

✓
子
供
・
高
齢
者
の
見
守
り

5
2

【
参

考
】

官
民
連

携
プ

ラ
ッ

ト
フ

ォ
ー

ム
官

民
連

携
イ

メ
ー

ジ
(
分

野
別

取
組

例
)

附
属

資
料



行
政
経
営

分
野

産
業
分
野

産
業

分
野

福
祉

健
康

分
野

取
組
例

⑤
作
業
負
担
が
小
さ
く
，
生
産

性
が

高
い

，
ス
マ
ー
ト
農
業
の
実
現

ロ
ボ
ッ
ト
技
術
や

AI
や
Io
T等

の
先
端
技
術
を
用
い
た
ス
マ
ー
ト
農
業
の
実
現
に
よ
り
，

農
業
に
お
け
る
作
業
負
担
を
軽
減
す
る
と
と
も
に
，
若
者
に
も
魅
力
あ
る
，
生
産
性
が
高

く
，
儲
か
る
農
業
の
実
現
を
図
る
。
あ
わ
せ
て
，
こ
れ
ま
で
培
わ
れ
て
き
た
栽
培
技
術
を

継
承
す
る
。

取
組
例
⑥

誰
で
も
が
安
心
し
て
，
健
康
的
に
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
，

ス
マ
ー
ト
ウ
ェ
ル
ネ
ス
シ
テ
ィ
の
実
施

AI
や

Io
T等

の
先
端
技
術
を
活
用
す
る
こ
と
に
よ
り
，
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
の
健
康
状
態

の
把
握
や
見
守
り
を
実
現
し
，
病
気
の
早
期
発
見
，
予
防
医
学
な
ど
を
進
め
る
。
ま
た
，

ロ
ボ
ッ
ト
技
術
の
導
入
に
よ
る
医
療
従
事
者
の
負
担
の
軽
減
や
高
齢
者
を
抱
え
る
家
族
の

負
担
軽
減
に
つ
な
が
る
仕
組
み
づ
く
り
を
進
め
る
。

◆
ヒ
ュ
ー
マ
ン
デ
ー
タ
の
活
用

✓
ヒ
ュ
ー
マ
ン
デ
ー
タ
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

✓
オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
治
療
・
健
康
管
理
の
実
施

✓
医
療
従
事
者
に
よ
る
カ
ル
テ
の
共
有

◆
医
療
従
事
者
等
の
負
担
軽
減

✓
医
療
支
援
，
介
護
支
援
ロ
ボ
ッ
ト
の
導
入

✓
A
I診

断

✓
自
動
記
録
電
子
カ
ル
テ
の
導
入

✓
遠
隔
服
薬
指
導
の
実
施

◆
高
齢
者
・
そ
の
家
族
の
負
担
軽
減

✓
遠
隔
医
療
の
実
施

✓
処
方
箋
薬
の
宅
配
サ
ー
ビ
ス

✓
高
齢
者
の
見
守
り

◆
健
康
寿
命
の
延
伸

✓
遠
隔
健
康
指
導
の
実
施

✓
高
齢
者
の
外
出
機
会
の
創
出

◆
作
業
負
担
の
軽

減

✓
自
動
運
転
車
両
の
実
装

✓
ド
ロ
ー
ン
の
活
用

✓
農
作
物
の
生
育
管
理

✓
屋
内
型
人
工
栽
培
技
術

の
開
発

◆
儲
か
る

農
業
の
実
現

✓
AI
を
用
い
た
気
象
や
市

場
情
報
分
析
に
よ
る
，

販
売
価
格
の
予
測

◆
技
術
の
継
承

✓
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
の
蓄
積
・
解
析

✓
暗
黙
知
の
見
え
る
化

5
3

【
参

考
】

官
民
連

携
プ

ラ
ッ

ト
フ

ォ
ー

ム
官

民
連

携
イ

メ
ー

ジ
(
分

野
別

取
組

例
)

附
属

資
料



市
民

生
活

・
防

災
分

野
環

境
分

野

取
組
例
⑧

未
来
に
つ
な
げ
る
循
環
型
社
会
形
成
の
た
め
の

Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
エ
コ
ア
ク
シ
ョ
ン

大
量
生
産
，
大
量
消
費
，
大
量
廃
棄
の
社
会
経
済
シ
ス
テ
ム
は
，
豊
か
さ
や
快
適
さ
を

も
た
ら
し
た
一
方
で
，
様
々
な
環
境
問
題
を
生
じ
さ
せ
て
き
ま
し
た
。
生
活
利
便
性
と

環
境
保
全
を
両
立
し
た
質
の
高
い
循
環
型
社
会
を
構
築
し
，
よ
り
良
い
未
来
で
誰
も
が
暮
ら

し
や
す
い
街
の
実
現
を
目
指
し
ま
す
。

◆
ス
マ
ー
ト
な
ご
み
収
集
管
理

✓
ご
み
収
集
車
の
位
置
情
報
を
マ
ッ
ピ
ン
グ

✓
収
集
し
た
ご
み
の
量
を
ク
ラ
ウ
ド
に
送
り
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
化

✓
デ
ー
タ
を
AI
で
分
析
し
効
率
的
な
収
集
ル
ー
ト
を
作
成

✓
S
N
Sを

活
用
し
た
ご
み
の
個
別
収
集

✓
ご
み
出
し
ア
プ
リ
（
ご
み
分
別
・
カ
レ
ン
ダ
ー
・
不
法
投
棄
報
告
）

◆
I
C
Tを

活
用
し
た
食
品
ロ
ス
対
策

✓
A
I需

要
予
測

✓
W
E
Bマ

ッ
チ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス

✓
フ
ー
ド
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
の
構
築

◆
ス
マ
ー
ト
な
市
営
墓
地
管
理

✓
デ
ー
タ
に
よ
る
墓
地
の
一
元
管
理

✓
合
葬
式
墓
地
の
整
備

✓
ネ
ッ
ト
霊
園
に
集
約
し
利
用
者
は

バ
ー
チ
ャ
ル
で
墓
参
り

行
政
・
経

営
分
野

都
市
基
盤

分
野

取
組
例

⑦
セ
ン
シ
ン
グ
技
術
と
デ
ー
タ

統
合

に
よ

る
，
イ
ン

フ
ラ

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
及
び
行
政
サ

ー
ビ

ス
の

効
率
化

〇
都
市
基
盤
整
備

✓
３

次
元
位
置
情
報

地
図
の
基
盤
構
築

✓
イ

ン
フ
ラ
維
持
管

理
情
報
の
Ｄ
Ｂ
化
・
一
元
化

✓
有

休
物
件
の
Ｄ
Ｂ

化

✓
セ

ン
サ
ー
を
用
い

た
溢
水
情
報
等
の
把
握

AI
や
Io
T
等
の
先
端
技
術
を
用
い
て
，
公
共
空
間
の
利
用
や
管
理
に
必
要
と
な
る
情
報

を
継
続
的
に
計
測
し
，
公
共
イ
ン
フ
ラ
の
維
持
・
管
理
に
活
用
す
る
。
ま
た
，
行
政
手
続

き
等
の
効
率
化
，
省
力
化
を
推
進
す
る
。

〇
行
政
手
続
き
等
の
効
率
化

✓
オ

ン
ラ
イ
ン
申
請

化

✓
キ

ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス

化

✓
ペ

ー
パ
ー
レ
ス
化

✓
パ

ブ
リ
ッ
ク
コ
メ

ン
ト
の
ス
マ
ー
ト
化

5
4

【
参

考
】

官
民
連

携
プ

ラ
ッ

ト
フ

ォ
ー

ム
官

民
連

携
イ

メ
ー

ジ
(
分

野
別

取
組

例
)

附
属

資
料



文
化

・
ス

ポ
ー

ツ
分

野

取
組
例
⑩

VR
・
セ
ン
シ
ン
グ
技
術
を
活
用
し
た
文
化
の
継
承
及
び
，

ス
ポ
ー
ツ
の
普
及
促
進

地
域
の
伝
統
文
化
は
，
次
世
代
に
継
承
し
て
い
く
べ
き
貴
重
な
財
産
で
あ
る
が
，
地
域

の
少
子
高
齢
化
等
に
よ
り
難
し
い
状
況
に
な
っ
て
い
る
。
ま
た
，
ス
ポ
ー
ツ
分
野
に
お
い

て
は
，
科
学
的
解
析
に
よ
る
更
な
る
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
Ｖ
Ｒ
な
ど
の

先
端
技
術
を
活
用
し
，
地
域
の
一
体
感
や
魅
力
づ
く
り
，
活
力
の
醸
成
を
目
指
す
。

◆
I
C
Tを

活
用
し
た
文
化
の
保
存
・
継
承

✓
V
R・

AR
に
よ
る
文
化
財
の
適
正
保
存

✓
V
R・

AR
に
よ
る
祭
り
の
継
承

◆
I
C
Tを

活
用
し
た
ス
ポ
ー
ツ
の
普
及
促
進

✓
セ
ン
シ
ン
グ
技
術
活
用
に
よ
る
ト
ッ
プ
ア
ス

リ
ー
ト
の
育
成

✓
ロ
ー
カ
ル
5G
活
用
に
よ
る

VR
ス
ポ
ー
ツ
観
戦

市
民
生
活

・
防
災

分
野

取
組

例
⑨

多
様
化
・
大
規
模
化
す
る
火

災
や

自
然

災
害
を
鎮

圧
す

る
So
ci
et
y 
5
.0
時
代
の
消
防
活

動
イ

ノ
ベ

ー
シ
ョ
ン

今
後
発
生
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
南
海
ト
ラ
フ
地

震
や
首
都
直
下
地
震
が
発
生
し
た
際
に

は
，
甚
大
な
被
害
が
予
想
さ
れ
，
消
防
隊
が
現
場
に
近
づ
け
な
い
等
の
大
き
な
課
題
が
あ

り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
災
害
に
対
応
す
る
た
め
，
Ａ

Ｉ
や
ロ
ボ
テ
ィ
ク
ス
な
ど
の
先
端
技
術

を
活
用
し
た
消
防
活
動
の
取
り
組
み
が
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

◆
消
防

活
動
の
さ
ら
な
る
効
率
化

✓
SN
Sに

よ
る
災
害
情
報
の
収
集

✓
AI
救
急
需
要
分
析
（
季
節
，
気
象
，
場
所
，

曜
日
等
）
に
よ
る
救
急
隊
員
の
配
備

✓
消
防
活
動
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
AI
化

◆
次
世
代
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
に
よ
る
災
害
救
助
活

動

✓
飛
行
型
偵
察
・
監
視
ロ
ボ
ッ
ト
，
放
水
ロ
ボ
ッ
ト
の
導
入

✓
ド
ロ
ー
ン
と
サ
ー
モ
グ
ラ
フ
ィ
カ
メ
ラ
を
活
用
し
た
消
火
活
動

✓
ド
ロ
ー
ン
と
ソ
ナ
ー
を
活
用
し
た
水
難
救
助

◆
災
害
予
防
啓
発
の
デ
ジ
タ
ル
化

✓
デ
ジ
タ
ル
サ
イ
ネ
ー
ジ
に
よ
る
情
報
発
信

✓
VR
を
活
用
し
た
火
災
予
防
啓
発

✓
災
害
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
デ
ジ
タ
ル
化

（
災
害
予
測
，
３
Ｄ
マ
ッ
プ
）

5
5

【
参

考
】

官
民
連

携
プ

ラ
ッ

ト
フ

ォ
ー

ム
官

民
連

携
イ

メ
ー

ジ
(
分

野
別

取
組

例
)

附
属

資
料



子
育

て
・

教
育
分

野

取
組
例

⑪
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
の

実
現

に
向

け
た
，
先

端
技

術
を

活
用
し
た
教
育
の
推
進

多
様
な
子
供
た
ち
を
誰
一
人
取
り
残
す
こ
と
な
く
，
子
供
た
ち
一
人
一
人
に
公
正
に
個

別
最
適
化
さ
れ
，
資
質
・
能
力
を
一
層
確
実
に
育
成
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
こ

れ
ま
で
の
教
育
の
実
践
と
先
端
技
術
の
ベ
ス
ト
ミ
ッ
ク
ス
を
図
る
こ
と
に
よ
り
，
教
師
・

児
童
生
徒
の
力
を
最
大
限
に
引
き
出
す
。

◆
学
校
内
で
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
技
術
の
活
用

✓
オ
ン
ラ
イ
ン
参
観

✓
オ
ン
ラ
イ
ン
オ
ー
プ
ン
ス
ク
ー
ル

✓
防
犯
カ
メ
ラ
を
活
用
し
た
顔
認
証
に
よ
る

不
審
者

へ
の

対
策

◆
個
別
最
適
化
さ
れ
た
授
業

✓
Ａ
Ｉ
に
よ
る
子
供
の
習
熟
状
況
に
応
じ
た
個
別
学
習

✓
Ａ
Ｉ
に
よ
る
進
路
相
談

✓
部
活
動
の
オ
ン
ラ
イ
ン
指
導

◆
問
題

を
抱
え
た
子
供
へ
の
対
応

✓
不
登
校
な
ど
の
子
供
の
た
め
の
遠
隔
授
業

✓
家
庭
・
学
校
・
医
師
と
の
セ
キ
ュ
ア
な

情
報
連
携
ツ
ー
ル
の
導
入

5
6

【
参

考
】

官
民
連

携
プ

ラ
ッ

ト
フ

ォ
ー

ム
官

民
連

携
イ

メ
ー

ジ
(
分

野
別

取
組

例
)

附
属
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